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			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ　とりあえず振ってみた

			第１話　幼馴染は美少女!?

			第２話　寺生まれのＴ・Ｔさん

			第３話　ステータスの法則

			第４話　生徒会長は×××？

			第５話　放課後デートは危険な香り

			第６話　病室に潜むもの

			第７話　消えた生徒会長

			第８話　占いとロリータ？

			第９話　現れる恐怖

			第10話　百聞は一見に如かず

			第11話　ほんとの気持ち

			第12話　決戦！

			エピローグ　リア充ライフの始まり？

			あとがき

		

	
		
			ステ振り！①

			　チートであの娘を美少女に

			kimimaro

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・柊椋（I.S.W　DESIGNING）

		

	
		
			プロローグ　とりあえず振ってみた

			　

			　ステータス表。

			　ＲＰＧなどのゲームには必ずといってよいほど存在する、キャラクターの能力などを記した表のことである。

			　形式はゲームによってさまざまだが、多くのゲームではキャラクターの能力をＨＰやＭＰなど、一つ一つ分類し、数値化している。

			　例えば「名前：タカシ　ＨＰ１００　ＭＰ１００――」といった具合だ。日本の若者であれば、一度は見たことがあると思う。

			　何でこんなことを考えているのかというと――、

			　今、俺の目の前には、そのステータス表らしきものが浮いているからだ。

			　時刻は深夜二時、真夜中のサプライズ。

			　目が霞(かす)んで、何か変な物でも見えてしまっているのか？　

			　俺は寝ていたベッドから起き上がると、すぐさま蛍(けい)光(こう)灯(とう)を灯(とも)した。が、周囲が明るくなってもそれは変わらず存在している。むしろ、そのドット打ちされたように若(じやつ)干(かん)角張った文字が、いっそうはっきりと見て取れた。

			・名前：竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)タクト

			・年齢：15

			・種族：人間

			・職業：高校生　オタク

			・ＨＰ：１１０

			・ＭＰ：０

			・筋力：40

			・体力：35

			・知能：60

			・器用：55

			・速度：45

			・容(よう)姿(し)：50

			・残りポイント：10

			　

			・スキル：ステータス表示（全）　ステータス割り振り（全）

			　

			　うーん、何なのだろうかこれは。なぜこんなものが見えるのか、理由はさっぱり分からない。

			　だが、数値の内容はよく俺のことを表しているような気がする。

			　平均を50としたなら、インドア学生である俺の能力はだいたいこんなもんだろう。成績の割に知能がちょっと高めなのは、現役の高校生だからだろうか。

			　子どもとかを混ぜれば、それぐらいにはなる気がする。数字が妙に生々しくて、ちょっと怖いぐらいだ。

			「よく分かんないけど、このステータス表示（全）ってのが原因か？　ってことは――」

			　スキル欄(らん)に躍(おど)るステータス表示（全）の文字。このスキルを習得してしまったがために、このステータス表らしきものが見えるようになったのだろうか。

			　なら、その隣にあるステータス割り振り（全）とは何なのだろう。その名のとおり、ステータスを割り振ることができるのだろうか。

			　俺はとりあえず、容(よう)姿(し)を１だけ増やそうと念じてみた。

			　すると容(よう)姿(し)の数値が50から51に変動し、残りポイントが10から９になった。

			「おッ……マジかよ」

			　あまりにも現実感のない行為に、ゲームでもしているような気分になってきた。

			　調子に乗った俺は、続いて増やした容(よう)姿(し)の値を元に戻そうとしてみるが、何かがそれを拒絶した。

			　それでも強引に割り振ろうとしたが、今度は頭が軋(きし)む。なおも頑張ると、稲(いな)妻(づま)のような衝(しよう)撃(げき)が全身を襲った。

			　そのあまりの激(げき)痛(つう)に、思わず飛びあがる。こりゃ、駄目だ。ステータスを振る前に、俺の身体がやられちまう。

			「ふう……再割り振りは無理なパターンか。うし、それなら容(よう)姿(し)と知能に振るしかねーな」

			　俺は残ったポイントをすべて割り振り、容(よう)姿(し)と知能をそれぞれ55と65にした。これでちょっぴりインテリでカッコいい俺の誕(たん)生(じよう)だ。

			　スマホを取り出し、画面を鏡(かがみ)代りに恐る恐る自分の姿を確認してみる。

			　するとそこには、まぶたが一重からぱっちり二重になった俺の姿が映っていた。そのほかも、若(じやつ)干(かん)だが前より整っている気がする。

			　あくまで若(じやつ)干(かん)だし、言われなければ分からない程度だが、

			「すげえ！」

			　確実に変化はしたのだ。俺は他にも何かできないかと、考えを巡らせた。だが、残りポイントはすべて使い切ってしまっているため、これ以上の割り振りはできなかった。

			　さて、どうしたものか――そう思った時、ふと「（全）」の文字に眼が留まる。

			　そういえばこれ、どういう意味なんだろう。

			　もしかして他の人間のステータスでも行けますよ、とかそういう意味なのか？　というか、それぐらいしかないよな。

			　そう思った俺は、窓の向こうへと目をやった。

			　近くにいる人ならば、表示できるのだろうか。俺は今頃寝ているであろう少女の姿を思い浮かべながら、軽く念じてみる。

			　するとたちまち、半(はん)透(とう)明(めい)のウィンドウが現れた。

			　俺は驚いて声を上げつつも、その内容を確認する。

			「これが小(さ)夜(よ)のステータスか。うわ、筋力すげーな……」

			　表示されたステータスは、隣の家に住む幼(おさな)馴(な)染(じみ)のものだ。俺と同い年で、一緒の高校に通う女の子である。こう言うと羨(うらや)ましがられることも多いが、俺的にはノーサンキューだ。

			　断じて、リア充などではない！

			　なにせ小(さ)夜(よ)はその……何だ。

			　容(よう)貌(ぼう)がちょっとばかし残念なのだ。

			　いや、ちょっとというのは詐(さ)欺(ぎ)かもしれない。筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)としたたくましい体(たい)躯(く)で、強(こわ)面(もて)のオッサンが女装したみたいな姿なのだ。直接的かつ分かりやすく言ってしまうと、ようはブサイクである。

			　神様が性別を間違えたとしか言いようがない。そんな彼女のステータスは、そういう特徴をはっきりと表していた。

			　

			・名前：神(かん)凪(なぎ)小(さ)夜(よ)

			・年齢：15

			・種族：人間

			・職業：高校生　剣士

			・ＨＰ：１６０

			・ＭＰ：０

			・筋力：１１０

			・体力：90

			・知能：45

			・器用：80

			・速度：50

			・容(よう)姿(し)：５

			・残りポイント：１３０

			　

			・スキル：神凪流剣術

			　

			　いろいろと突っ込みたいところ満(まん)載(さい)だが、とにかく容(よう)姿(し)の数値が終わっていた。

			　５って何だ、５って。農家のオッサンの戦闘力かよ。女として、これはいくらなんでも低すぎる。ゴミ扱(あつか)いされてしまうじゃないか？

			「せっかくだし、何とかしてやるか」

			　あまりの数値に、俺は小(さ)夜(よ)に同情的な気分になった。今まで、何だかんだであいつには世話になってきた。せっかくの機会だ、ちょっとはまともになるように振ってやるか。

			　まずは何より優先して容(よう)姿(し)だな。これをどうにかしないことには、何も始まらない。

			「５で一重まぶたが二重になる程度なんだよな。あの小(さ)夜(よ)をまともにしようとしたら、どんだけいるんだ？　２００とか３００ぐらいいるかもな」

			　筋肉山とでも言いたくなる小(さ)夜(よ)の姿を想像して、俺は大きくため息をついた。こりゃ、様子見とかせずに全部ぶち込んだ方がいいかもしれないな。美人になりすぎて困るなんてことはないだろうし。

			「よし。どうせ夢なんだし、適当にぶち込んでみるか」

			　そう思い切って決心し、俺は小(さ)夜(よ)がやたらと大量に持つポイント、その全部をまとめて容(よう)姿(し)にぶっ込んだ。

			　初期分と合わせて、容(よう)姿(し)１３５。どうせ夢だろうけど、これで少しは見た目が良くなるといいな。少なくとも、学園最強の生物なんて言われない程度には。

			「何か疲れてきたな。そろそろ休むか……」

			　深夜テンションで大変なことをしてしまったような気がしないでもないが、まあ大丈夫だろう。細かいことを気にしてはいけない。こうして俺は、再びベッドに戻って瞳(ひとみ)を閉じたのであった――。

		

	
		
			第１話　幼(おさな)馴(な)染(じみ)は美少女!?

			　

			　翌朝。眼を覚ますと、真っ先にステータス表が視界に飛び込んできた。

			「うひゃ!?」

			　驚きのあまり変な声が出てしまった。おいおい……、

			「夢じゃなかったのかよ……」

			　眠さのせいで、てっきり白(はく)昼(ちゆう)夢(む)でも見ているのかと思っていたが、そうではなかったらしい。俺は本当の本当に、ステータスが見えるようになってしまったようだ。

			「何だよ、これ。病院に行けばいいのか？」

			　訳も分からずにそう呟(つぶや)いた途(と)端(たん)、ステータス表はすうっと溶けるように消えていった。

			　どうやら意識次第で、消すことも可能らしい。とりあえず、これから一生視界がステータス表に占(せん)拠(きよ)される、といった事態は避けられそうだ。

			　これでひとまずは安心だ。

			　ほっと息をつくと、あまり時間に余裕がないことを思い出し、慌てて部屋を出る。

			「おはよう。今日はちょっぴり早かったわね」

			「兄ちゃんがギリギリじゃないなんて、めずらしー」

			　リビングに着くと、母と妹が食卓についていた。都心の会社へ出勤する父は、もうすでに食事を終えて出発したようだ。空の皿が流し台に積まれていた。

			　俺も席に座り、すぐに手を合わせる。

			　今日のメニューはトーストにベーコンエッグとサラダの盛り合わせだ。キツネ色のトーストと、カリッカリに焼けたベーコンが何とも香ばしい。

			「あら、今日は小(さ)夜(よ)ちゃん来ないわね。どうしたのかしら」

			　俺がトーストをかじっていると、母が壁(かべ)掛(か)け時計を見ながら呟(つぶや)いた。

			　そういえば、毎朝必ず来(らい)襲(しゆう)するはずの幼(おさな)馴(な)染(じみ)が今日は来ていない。雨が降ろうが槍(やり)が降ろうが押しかけてくるあいつが、どうしたことだろう。珍しく風邪でも引いたのか？

			　いや、でも風邪なんか引くんだろうか。殺しても死なないタイプだぞ、あいつ。

			「ははーん、お兄ちゃん小(さ)夜(よ)姉(ねえ)に何かしたんじゃないの？　それで嫌われちゃったとか」

			　ニイッと目元を歪(ゆが)め、俺の脇(わき)腹(ばら)を肘でぐいぐいと小(こ)突(づ)いてくるのは、妹の万(ま)里(り)だ。

			　明るい茶髪とぱっちりとした目元。ややルーズに着(き)崩(くず)した制服は、まさに〝イマドキ女子〟といった雰(ふん)囲(い)気(き)だ。我が妹ながら、なかなかに整った顔立ちをしていて可愛(かわい)らしい。ていうか、かなり可愛(かわい)い。

			　何となくステータスを表示させてみると、容(よう)姿(し)70となっていた。どうりで美少女なわけだ。
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			　だが妹よ、その言い方はやめてくれ。まるで俺と小(さ)夜(よ)が付き合っているみたいじゃないか。俺と小(さ)夜(よ)の関係はあくまで腐(くさ)れ縁(えん)であって、いちゃいちゃするようなものではない。

			「別に何もしてないぞ。来ないなら来ないでいいんじゃないのか？　静かだし」

			「うわっ！　お兄ちゃんひどーい！　小(さ)夜(よ)姉(ねえ)をそんな邪(じや)険(けん)に扱(あつか)うなんてさ。せっかくの幼(おさな)馴(な)染(じみ)は大切にしなきゃ」

			「そう言われてもなぁ……。小(さ)夜(よ)だぞ？」

			「小(さ)夜(よ)姉(ねえ)だからじゃん！　あんないい人、お兄ちゃんにはもったいないよ！」

			　軽(けい)蔑(べつ)するよ、とばかりに、万(ま)里(り)は俺をじとーっと見(み)据(す)える。

			　確かに、小(さ)夜(よ)の性格は悪くない。基本的にガサツでおおざっぱだけど、もの分かりが良いし、こまごまと世話を焼いてくれたりもする。家事もまあ、それなりにはできるようだ。

			　万(ま)里(り)の言うとおり、容(よう)姿(し)を度(ど)外(がい)視(し)すれば、いい人かもしれない。けど、あれはいくらなんでもなぁ。

			　いろいろな意味で、人間の限界を三回ぐらい突破してる気がする。世に言う〝ただしイケメンに限る〟は、女の子にも当てはまる真理だと思うんだ。

			「いやまあ、確かに小(さ)夜(よ)は良い奴だけど、あの見た目だぞ？」

			「はあ？　お兄ちゃんなに言ってんの。小(さ)夜(よ)姉(ねえ)、すっごい美人じゃん！」

			　その不意打ちに、思わず思考が停止しそうになる。

			　何を言ってるんだ、こいつは。

			　小(さ)夜(よ)が美人だなんて、地球が逆に自転してもありえない。そう、宇宙の法則が乱れたとしても、それだけはない。きっぱりと断言できる。

			　……いや。ちょっと待てよ。

			　この突(とつ)如(じよ)見えるようになったステータスが現実ならば……昨日の夜、俺は何をした？

			　小(さ)夜(よ)の容(よう)姿(し)に思いっきりポイントを振ったよな。

			　もしかして、もしかしてだけど……今頃小(さ)夜(よ)はすごいことになってるんじゃないか？

			　もしかしたら、あの筋肉だるまが美人（仮）ぐらいにはなっているなんてことも!?

			　いやいや、そんなことはたしてありえるんだろうか。

			　あの小(さ)夜(よ)が、美人になるなんて夢物語が。

			「うーん……」

			「どうしたの、お兄ちゃん？　さっきから変だよ？」

			「や、何でもない。大丈夫だ」

			「そう？　ゲームのやりすぎで頭おかしくなったんじゃない？」

			「そんなことないはずだ、たぶん……」

			　若(じやつ)干(かん)の不安を感じつつもそう答えると、そのままパンを口へと押し込むのであった――。

			　

			　辰見高校。ここが一か月ほど前から通っている俺の高校である。

			　普通科の学校で、距離は家から徒歩一○分。

			　偏(へん)差(さ)値(ち)は五〇前後と非常にありふれた数値で、特に力を入れている部活などもない。強いて言うなら、野球部がおととし甲子園に行きかけたぐらいだろうか。結局行けなくて、今年は元の中(ちゆう)堅(けん)レベルに戻ってしまったらしいが。

			　俺がこの学校を選んだ理由は単純で、家から一番近い公立高校だったからである。小(さ)夜(よ)もおそらく、俺と同じ理由でこの学校を選んだ。おかげで毎日寝坊してもぎりぎりで間に合っているのだが、今日はちょっとだけ家を早く出たので、時間に余裕があった。

			　俺はゆっくりと住宅街の道を歩きながら、周囲の人々をそれとなく観察する。

			「どんな人のステータスでも分かるのか、すげーな」

			　ステータスを見たいと念じると、全く関係のない人のものでも見ることができた。サラリーマン、女子高生、主婦に小学生。どんな人でも思いのままだ。もしステータスがすべて正確なのだとしたら、ほんと凄(すご)い能力だ。

			　俺の前では、プライバシーなんてないに等しい。女性の年齢だって分かってしまう。

			　ただ距離には制限があるようで、あまり離れた人のものは見ることができなかった。見られる範囲は、ざっと一五メートルぐらいだろうか。夜中に小(さ)夜(よ)のステータスが見られたのは、互いの部屋が近かったためらしい。

			　こうしていろんな人のステータスを適当に観察しているうちに、校門まで辿(たど)り着いた。

			　小ぢんまりとしたコンクリートのそれを抜(ぬ)け、昇降口から教室へと上がる。

			　階段を上がって角を曲がると、教室の方が何やら騒がしい雰(ふん)囲(い)気(き)になっていた。

			　いったい、何があったんだ？　

			　俺は人だかりの中に友人である佐伯の姿を見つけると、よっと声をかける。

			「どうしたよ、これ。何かあったのか？」

			「ああ、おはよ。いやさ、神凪さんが凄(すご)い落ち込んだ様子でな。みんなで何かあったのかって話してたとこだよ。お前幼(おさな)馴(な)染(じみ)だろ、何か知らないか？」

			　はあ、どうなってるんだ？　いつもの佐伯たちなら、小(さ)夜(よ)のことなんて全く気にしないはずなのに。さすがに死んだとかなら騒ぐかもしれないが、落ち込んでいるぐらいなら無視するはずだ。

			　むしろ「オーガの様子がおかしいぜ！」とからかうだろう。万(ま)里(り)といい佐伯といい、やはり今朝から何かがおかしい。

			　恐る恐る、佐伯に尋(たず)ねる。

			「いや、別に。つか、小(さ)夜(よ)のことでお前らが騒ぐなんて珍しいな」

			「何言ってんだよ。俺たち親(しん)衛(えい)隊(たい)が、神凪さんを心配するのは当たり前だろうが」

			「は？　親(しん)衛(えい)隊(たい)!?　だ、誰のだよ」

			　驚いて問いかけると、佐伯が訝(いぶか)しげな顔をする。

			「お前どうしたよ！　親(しん)衛(えい)隊(たい)と言えば、神凪親(しん)衛(えい)隊(たい)に決まってるだろ。ずーっと前からあるだろが」

			　小(さ)夜(よ)に親(しん)衛(えい)隊(たい)？　あ、ありえない……。

			　思わず気が遠くなる。いったい、どうすればそんなことになるのか。あまりにも唐(とう)突(とつ)すぎて、言葉に詰まる。

			「待て待て、お前ら悪ふざけもいい加減にしろよ。いくら小(さ)夜(よ)が相手だって、していいことと悪いことが――」

			「はあ!?　言いがかりはやめてくれよ、俺たちはあくまで純粋な気持ちで神凪さんを見守っているんだ！　ストーカー行為とか一切してないぞ！　俺たちの活動に口を出さないでくれ！」

			「ええ!?　い、いやそういう意味じゃないんだけど……。ま、まあいいや。とりあえず小(さ)夜(よ)と話してくる！」

			　激(げつ)昂(こう)する佐伯を突き放し、急いで教室の中へと入る。すると最後列の西端にある小(さ)夜(よ)の席に、全く見覚えのない美少女が腰かけていた――。

			　美少女。

			　それは男子一生の夢。一度でいいからお話ししたい！　あわよくばお付き合いしたい！　そんな思春期男子の憧(あこが)れと欲望を、弾けそうなほど詰め込んだ存在である。

			　それがあろうことか今、俺の目の前にいた。

			　そう、手を伸ばせば届くところに、絶世の美少女が座っているのだ。

			　凛(りん)とした深い紫(むらさき)の瞳(ひとみ)。シャープな輪(りん)郭(かく)を描く細い顎(あご)。肌(はだ)は処女雪のように白く、淡い桜色の唇とともに美しい色(しき)彩(さい)を構成している。ややサディスティックな印象だが、見ているだけで眼が冴(さ)える美(び)貌(ぼう)だ。カッコいい系とでも言えば、よく分かるだろうか。

			　さらに顔だけではなく、身体も完(かん)璧(ぺき)だった。スカートから伸びる脚(あし)は細長く、大きくせり出した胸は机に乗っていた。楕(だ)円(えん)型(けい)にふにゅんとつぶれたそれは、Ｇカップ以上は余裕でありそうだ。

			「えっと」

			　昨日まではいなかったはずの超絶美少女。俺は思いきりどもりながらも、声をかける。なぜなら彼女が座っている席は、彼女のものではないはずだから。

			「そこ、小(さ)夜(よ)の席なんだけど」

			「ん……？」

			　少女は驚いたように肩を震わせ、俺を見る。その眼はどこか、憂(ゆう)鬱(うつ)そうにみえた。

			「……小(さ)夜(よ)は私だ。自分でもちょっと、信じられないがな」

			「え？」

			　驚きのあまり固まる。いやいやおかしいだろ。俺の知っている小(さ)夜(よ)は、間違ってもこんな美少女じゃない。むしろ正反対、学園最強生物にしてオーガ（♀）。それが俺の知る彼女の姿だ。

			「待ってくれ、冗談もほどほどに――」

			「も……もしかしてお前、私の姿がおかしいと分かるのか？」

			「おかしいっつか、誰だよ。小(さ)夜(よ)じゃないだろ」

			「よ……良かったー！」

			　安心したように顔をほころばせ、いきなり俺に抱きつく少女。

			　え、何この展開。俺はエロゲの世界にでもトリップしたのか？　頭の中がふんわりピンク色に飲み込まれていく。だが、ここは人目のある学校だ。どうにか正気を保たなくては。

			「ま、待った待った！　いったい君は何なんだ！　ほんとに誰!?」

			「だから、小(さ)夜(よ)だ！」

			「んなわけないだろ！　俺の知っている小(さ)夜(よ)はな、筋肉だるまで、超強(こわ)面(もて)で、胸もまな板というか胸板で……とにかく、ごつくて美しさの欠片(かけら)もない女だったはずだ！」

			「なっ!?　う、うるさい!!」

			　いきなり立ち上がり、拳(こぶし)を振り下ろす少女。信じがたい衝(しよう)撃(げき)が、俺の頭を襲う。その圧倒的すぎる威(い)力(りよく)に、世界が揺れた。なんという破(は)壊(かい)力(りよく)。こ、これはどう考えても――。

			「この技のキレ……小(さ)夜(よ)！」

			「ようやく分かったか！」

			「いやだけど、どうしてこうなった？　高○クリニックにでも駆(か)け込んだのかよ」

			「違う！　朝起きたら、こうなっていたんだ。しかもみんな、この変化には気づいてないようだし……」

			　うつむき、不安げな表情をする小(さ)夜(よ)。どうやら、いきなりの変化に自分でも戸(と)惑(まど)っているようだ。いつも強気で元気いっぱいの小(さ)夜(よ)が、今は完全にしおれてしまっていた。

			「こ、これはやっぱり……！」

			　もはや、疑いようはない。

			　事態を確認するため、改めて小(さ)夜(よ)のステータス表を呼び出す。

			　するとそこには、やはり「容(よう)姿(し)：１３５」と表示されていたのであった――。

			　

			「その、ステータスってやつが原因なのか？」

			「状況的には、それしかないだろ」

			　ひとまず教室を抜(ぬ)けだした俺と小(さ)夜(よ)は、すぐ近くにある社会科準備室に身を隠していた。

			　普段は全く人の出入りがないそこは、人に聞かれたくない話をするのにはピッタリだった。誰かに聞かれていないか細心の注意を払いながら、声をひそめて言葉を交わす。

			「けど私にはまったく見えないんだがな、そんなの」

			「俺には見えるんだよ。半(はん)透(とう)明(めい)の板がさ。こう、前面に飛び出してて」

			　手で四角形を造り、説明する。だが、さすがに小(さ)夜(よ)は半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)だ。無理もない、俺だってまだ信じられないぐらいだ。

			「けどなァ……」

			　目の前に座る小(さ)夜(よ)を、上から下まで見渡す。

			　以前の格(かく)闘(とう)家(か)のようなガッシリとしたものから一変、ほっそりと華(きや)奢(しや)な曲線を描くボディライン。胸板と表現するのがふさわしかった胸は、これでもかと膨(ふく)らみ、六つに割れた腹(ふつ)筋(きん)はしなやかにくびれていた。

			　全身整形とかいう次元を飛び越え、これはもう明らかに別人だった。

			「お前の変化は、ステータスのせいとしか思えないんだけどな」

			「そうだな……。私に何かあったことは、間違いない」

			　自分で自分の身体を見回して、肩をすくめる小(さ)夜(よ)。

			　だが、先ほどまでの表情とは打って変り、その顔はどこか嬉(うれ)しそうであった。

			　キリッとした目元が、だらしなく緩(ゆる)んでいる。何だかんだ言ってこいつ、今の状況を楽しんでないか？　そりゃ、美人になったのはうれしいだろうけど、のんきすぎるというか……。

			「とりあえず、身体は大丈夫なのか？　そんだけ変わったら、どっかおかしくなってそうだけど」

			「いいや、体調はとてもいいぞ。健康そのものって感じだ。それに身体能力も落ちてないみたいだしな」

			「マジ？　その細い体で？」

			「ああ。ほら、見てろ」

			　そう言って、軽い調子で机を叩く小(さ)夜(よ)。

			　瞬間、バンっという激しい音とともに、天板が凹(へこ)んだ。堅い板が一発でこのざまかよ……。

			　たまらず息を飲む。

			「うわ、マジじゃねーか」

			「なんだ、ずいぶん嫌そうな顔をするなぁ。私に弱くなって欲しかったのか？」

			「まあ、少しは……」

			「よく分からん奴だな。この間は、強い女が好きとか言ってなかったか？」

			「ん？　それならそう言ったけど、女の好みと小(さ)夜(よ)と何の関係があるんだよ」

			「……ハア」

			　なぜかやれやれとため息をつかれた。俺、何か気に障(さわ)るようなことを言っただろうか。ま、こいつのこういうところは今に始まったことじゃないし、気にしないでおくか。

			「とにかく、今のところは大丈夫にしても、状況の把(は)握(あく)はしっかりとしておく必要があるな。万が一何かがあってからじゃ遅いし、他にも役立つかもしれない」

			「それは同感だな。しかしお前、いつのまにそんな能力を身に付けたんだ？　何か思い当たる節はないのか？」

			「そこは自分でも気になってるんだけど、なかなかな……」

			　腕組みをして、俺はふうっとため息をついた。すると小(さ)夜(よ)も、仕方ないなとばかりにため息をつく。

			「こうなったら、あいつに聞くしかないか」

			「誰か、心当たりでもあるのか？」

			「ああ、うちの道場に寺生まれで竹田っていう奴が来てるんだがな。霊(れい)感(かん)とかそういうのがやたら強くて。あいつなら、何か分かるかもしれない」

			「寺生まれねえ……。オカルトには詳(くわ)しそうだけど、ステータスのことなんて分かるのか？　なんか違う気がするけど」

			「少なくとも、私とタクトよりはマシだろう。この間も悪(あく)霊(りよう)を『破ァ！』って払ってたぐらいだし」

			「悪(あく)霊(りよう)って、何だよそれ。つか、お前の人(じん)脈(みやく)広すぎだろ。怖い人の知り合いもいるとか言ってなかったか？」

			「我が神凪流は古代から続く流派だからな。門下生はもとより、顔も広いのだ」

			　胸を張り、ドヤァっと自慢げな顔をする小(さ)夜(よ)。

			　小(さ)夜(よ)の家が経営する道場は結構な名門だ。うちの町じゃそれなりに名も知られてるし、オカルトに強い門下生の一人や二人、いても不思議ではない。そもそも、こいつ自身がかなりぶっ飛んだ存在だし。

			「ふーん、そういうもんなのか……」

			「そうだ。我が神凪流は最強無敵……っと。それはそれとして」

			　そう言うと、気分良さそうなドヤ顔から一転、今度はやけに不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな顔になる。

			　美人が怒ると怖いと言うが、まさにこのことか。いつもとは異なる迫力に、思わずたじろぐ。

			「な、なんだよ」

			「今までの話を聞く限り、ステータスについてはほとんど知らなかったんだな？」

			「ああ、そうだな」

			「だったら、何でそんなわけの分からないものをいじった！　しかも、いきなり全部ぶち込むなんて！」

			　顔を赤くして、吠(ほ)える小(さ)夜(よ)。

			　額には血管が浮かびあがり、その背後からは炎が立ち上っていた。ヤバい、めちゃくちゃ怒っている。今まで見たことがないほどに！　その拳(こぶし)が微(かす)かに震えていることを確認した俺は、すぐさま直角に頭を下げた。

			「ご、ごめん！　つ、ついでき心で！　深夜のノリってやつだったんだ！」

			「ごめんですんだら警察はいるか！　きっちり反省しろ！」

			「す、すまない！　全力で反省する！」

			「だいたい、いくつあったんだ、そのポイントってのは」

			「じゅ、10ポイントだ」

			「嘘(うそ)だな。こめかみがぴくぴくしてる。お前が嘘(うそ)をつく時はいつもそうだ」

			　いつになく冷静で冴(さ)えた指摘に、背中からだらりと汗が滴(したた)り落ちる。小(さ)夜(よ)は本気だ。やる時の眼だ！　俺は覚悟を決めると、正直に申告した。

			「ひゃ、１３０……ありました」

			「１３０だと!?　お前、それを全部！　本当に全部、容(よう)姿(し)にぶち込んだのか!?」

			「あ、ああ。ちょっと振ったぐらいじゃ、全然足りないかもと思って……」

			「このバカ!!　何てことしてくれたんだ!!」

			「す、すまん！　その時は半分夢だと思ってたんだよ！　まさか本当にこんなことになるなんて思わなくてさ。ゆ、許してくれ！　俺と小(さ)夜(よ)の仲じゃないか！」

			「いいや、今度という今度は――」

			　手を組み、バキバキッと指を鳴らす小(さ)夜(よ)。

			　お、おいおい!?　まさか、やる気じゃないだろうな!?　小(さ)夜(よ)にやられたら、俺なんてひとたまりもないぞ!!　一発ＫＯされる自信がある！　

			　腰を抜(ぬ)かし、来ないで来ないでとばかりに手を前に出す。顔も、必死の形相でブンブンと横に振る。

			　だが小(さ)夜(よ)は、いたって無(む)慈(じ)悲(ひ)に宣告した。

			「一発殴らせろ！」

			「ふべらッ!?」

			　こうして俺は、星とともに宙を舞ったのであった――。

		

	
		
			第２話　寺生まれのＴ・Ｔさん

			　

			「アタタ、まだ痛ェ……。俺は素人(しろうと)なんだぞ、少しは手加減してくれよ」

			「最大限してやったさ！　本気でやってたら、骨が砕(くだ)けてるぞ。たんこぶ一つですんだんだ、感謝して欲しいぐらいだ」

			「いや、でもな……イテテッ！」

			　昼休み。教室を抜(ぬ)け出した俺と小(さ)夜(よ)は、屋上で飯を食べていた。

			　朝からいろいろあって気疲れしたからか、イマイチ食欲のない俺は購買で買ったパンを少しずつかじる。

			　一方、小(さ)夜(よ)は大量の弁当をパクパクと口に放り込んでいる。昔から小(さ)夜(よ)は大食いだが、姿が変わってもそこは変わらないらしい。見た目は秀(しゆう)麗(れい)で勝気な雰(ふん)囲(い)気(き)の美少女が、大量の弁当を次々と頬(ほお)張(ば)る姿は、何とも違(い)和(わ)感(かん)があった。

			「しっかしお前、そんなに食べて平気か？　せっかく美人になったのに、太るなよ？」

			「しょうがないだろう？　もらった弁当は、きちんと食べてやらねば」

			　山積みの弁当箱を、ぽんぽんと叩く小(さ)夜(よ)。それらはいずれも、男子からの『献(けん)上(じよう)品(ひん)』であった。小(さ)夜(よ)と一緒にお昼を食べようとして断られた男子たちが、せめて好きなおかずだけでも食べてくれと、置いて行った代物だ。彼らの汗と涙とお小遣いの結晶である。

			「とは言ってもな。さすがにその量はどうなんだ？」

			「平気平気、前もこれぐらい食べていたが、体(たい)脂(し)肪(ぼう)率(りつ)は一桁(けた)だった」

			「いや、あれは脂(し)肪(ぼう)じゃなくて筋肉で太ってただけだと思うぞ……」

			　以前の小(さ)夜(よ)の山のような身体を思い出し、ため息をつく。せっかくのナイスバディが、またあんなことになったら眼もあてられない。

			　けどまあ、食べないよりはいいか。

			　姿は変われど、態度はいつもと変わらない小(さ)夜(よ)の様子に、俺は何となく安心したような気分になった。こういう時ばかりは、こいつの鋼(はがね)の神経が頼もしい。

			「そういえば、竹田さん遅いな。ちゃんと連絡したのか？」

			　俺たちがわざわざ屋上で弁当を食べているのは、竹田さんと待ち合わせをしていたからである。

			　秘密の話をするのに、滅(めつ)多(た)に人が来ない屋上は都合が良かったのだ。けれど困ったことに、肝(かん)心(じん)の竹田さんがなかなか姿を見せてくれない。かれこれ、十分以上はここで待っているのに。

			「あいつはおっちょこちょいなところがあるからな。もう一度メールするか」

			「ああ、頼む」

			「ちょっと待ってろ」

			　そう言って小(さ)夜(よ)がメールを打つと、すぐさま返信がきた。

			「ふむ、どうやら体育の授業が延びたらしい。もう少し待ってて欲しいそうだ」

			「ふーん、そっか」

			「しかしまあ、あれだな。二人きりで弁当を食べるなんて、久しぶりだな」

			「ん、そう言われれば、そうだな」

			「ああ……そうだぞ……」

			　そして、妙な沈(ちん)黙(もく)が周囲を包む。

			　普段は話好きの小(さ)夜(よ)が、珍しくもごもごと口ごもる。

			　頬は赤く、耳まで上気していた。

			　何だこいつ、様子がおかしいな。まさか、二人きりってシチュエーションに照れてるのか？そこまで想像したところで、俺の背筋を寒いものが走る。小(さ)夜(よ)の乙女(おとめ)っぽいところなんて、いろいろな意味で見たくない。

			「待て、何も照れることなんてないだろ。何年幼(おさな)馴(な)染(じみ)やってるんだ」

			「そうは言っても、こんなの久しぶりじゃないか。お前、ずーっと私のこと避けてきたもんな！」

			「そりゃあだって、お前と二人っきりでいたら……からかわれるし」

			　小(さ)夜(よ)と二人きりで弁当を食べたなんて知られたら、俺の社会的地位が危ない。ただでさえ低いスクールカーストが、一気に最底辺まで下がってしまう。

			　そもそも、小(さ)夜(よ)と二人で飯なんて暑苦しい。さすがに女だから汗の臭(にお)いとかはしないが、褐(かつ)色(しよく)の筋肉が視界を埋めるのは、精神衛生上よろしくない。

			「じゃあ、今は……」

			「ん？」

			「今はいいのか？」

			「……まあ、そのな」

			　美人になったからいいんだとは、さすがに言いづらかった。

			　答えに窮(きゆう)した俺は、視線をそらせて口ごもる。すると小(さ)夜(よ)は、どこか呆(あき)れた顔をした。

			「タクト。女っていうのはな、ちょっとめんどくさい生き物なんだ。外見ばかり気にされるのも嫌だけど、全く気にされないのも嫌なんだぞ？」

			「どういうことだよ」

			「もっと素直になっていいってことだ。急に態度が変わっても、私は怒らんぞ？」

			　小(さ)夜(よ)はそう言って悪戯(いたずら)っぽく笑うと、箸(はし)で玉子焼きをつまんだ。

			　そして、ほれほれ、と俺の方に差し出してくる。

			「あーんだ、あーん」

			「ば、バカ。だ、誰がやるか!!」

			「言っただろう、素直になれって。じ、自分で言うのも何だが、今の私はなかなかお前の好みなんじゃないか？」

			「た、確かに。否定はできない……！」

			　気が強いキリッとした感じの美少女で、黒髪ロング、スタイル抜(ばつ)群(ぐん)の巨乳。

			　悔(くや)しいが、今の小(さ)夜(よ)の見た目は、俺の好みの詰め合わせみたいなものだった。

			　正直、グッと来ないこともない。けど、こいつに屈(くつ)したら何か負けたような気がする。そう、たとえるなら、ニューハーフに恋をしたような感じだ。

			　だいたい、小(さ)夜(よ)が何の魂(こん)胆(たん)もなくこんなことをするはずがない。

			　こいつは昔から俺をからかうのが好きだったからな。きっと何か、裏がある。例えば俺がアーンしてる写真を撮って、あとで小遣いをせびってくるとか、だ。

			　とにかく、何かあるはずだ。

			「ほれ、特別サービスだぞ？　もうやらないかもしれないんだからな」

			「ま、負けんぞ！」

			「なら、これでどうだ」

			　小(さ)夜(よ)は玉子焼きを弁当箱に戻すと、今度は別の物をつまんでよこした。それに思わず、俺の口元がゆるむ。

			「そ、それは！　俺の大好物の焼(やき)鮭(じやけ)!?」

			「そうだ。しかも、北海道産の時知らずだぞ！」

			「嘘(うそ)だ、そんな高級品がたかが高校生の弁当にあるはずがない！」

			「ふふ、それがな。奮(ふん)発(ぱつ)した男子がいたんだよ」

			「なん……だと……」

			　たかが同級生とのランチにとんでもない物を用意しやがって……！　バカだ、男ってやつは本当にバカだぜ！　

			　だが、目下問題はそれではない。喰(く)うか、喰(く)わざるか。あるのはそれだけだ。ああ、もう。

			「おら！」

			「おッ！」

			　結局、俺は小(さ)夜(よ)の差し出した焼(やき)鮭(じやけ)に、パクっと食い付いた。口の中に、焼(やき)鮭(じやけ)の香ばしい香りが広がる。

			　だがその瞬間、錆(さ)び付いた鉄(てつ)扉(とびら)の鈍(にぶ)い音が響き、屋上に一人の少女が入ってきた。

			「すいません、遅れました！　いやー、先生の話が長くて長くて……ええッ!?」

			　目を丸くして、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な叫(さけ)びを上げる少女。俺と小(さ)夜(よ)は慌てて距離をとると、違う違うと手を振った。

			「これはな、ちょっとからかってただけなんだ。別に、私とこいつはそんな関係じゃ！」

			「そうだ！　小(さ)夜(よ)とは何の関係もない！」

			「い、いやいや、いいんですよ、御(み)仏(ほとけ)はあらゆる愛を許しますから」

			「愛してない！」

			　俺と小(さ)夜(よ)の大声が、ピッタリと同調した。

			　だがそんな大声もなんのその。少女は俺たちのすぐ前まで来ると、静かに腰を下ろした。ずいぶんとマイペースな子だ。

			「というか、君は誰だ？」

			「あれ、塾(じゆく)頭(とう)から聞いてないですか？」

			「え？」

			「言ったじゃないか。この子が竹田だぞ」

			「はいッ!?」

			　いやいやいや！　明らかにおかしいぞ。

			　今、俺の目の前に座る少女は、頭に被った白いベールに、ミッション系っぽい造りのおしゃれな改造制服、髪は見事な金髪で、目も透(す)き通ったサファイアブルーをしている。

			　どう見ても、寺というより教会の人だろ。事前にイメージしていた竹田さんと、あまりにも違いすぎる。

			　小(さ)夜(よ)の方へと顔を寄せ、竹田さんに聞こえないよう、そっと耳打ちをする。

			「おい、寺生まれじゃなかったのか？　どう見てもシスターさんだろ」

			「ああ……あれか。竹田は西洋かぶれでな、昔からあの格好なんだそうだ」

			「そ、そうなのか……？　竹田さん、その格好でほんとに大丈夫なの？」

			「はい！　仏教は心ですからね、形は関係ありません！」

			　俺の問いかけに対して、拳(こぶし)を握りしめながら力説する竹田さん。よく分かんないが、一応大丈夫なことは大丈夫らしい。けれど、漠(ばく)然(ぜん)とした不安にかられた俺は、とりあえず竹田さんのステータスを開いてみる。すると――、
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			　寺生まれって凄(すご)い。俺は見た目に思いっきり反したスキルの内容に、ただただそう思ったのだった――。

			　

			「ステータス、ですか」

			　俺が事の次第を伝えると、竹田さんは渋い顔をした。眉(まゆ)を白い富士額の中央に寄せ、小さな頬を膨(ふく)らませる。

			　そして数十秒後。彼女は改めて俺へ視線を向けると、疑わしげに首をかしげた。

			　うわ、全然信用されてねえ。まあ、普通の神経をしているならそうなるよな。向こうからしてみれば、ゲームのやりすぎでちょっと頭がおかしくなったとしか思えないだろうし。

			「信じられないかもしれないが、こいつの言っていることは本当だ。私が保証しよう」

			　しばらくすると、小(さ)夜(よ)が助け船を出してくれた。竹田さんはちらちらとこちらを見ながらも、隣の小(さ)夜(よ)の方へと視線を移動させる。

			「塾(じゆく)頭(とう)は竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さんのことを信用しているんですか？」

			「ああ、まあな。こいつのおかげで、私もいろいろと助かったことがある。嘘(うそ)はつかないはずだ」

			　任せておけと、ドンと胸を叩く小(さ)夜(よ)。この間までとは違い、今はボヨンと鈍(にぶ)い音がした。

			　この胸も、何だかんだで俺の力のおかげなんだよな。俺は波を打った豊かな膨(ふく)らみを見て、ゴクリと唾(つば)を飲む。

			　一方、竹田さんはその自信満々な様子を見て、やれやれとため息をつく。

			「塾(じゆく)頭(とう)がそこまで言うなら分かりました、信用しましょう」

			「おおッ！」

			「ですが、私にも全然そんな能力の心当たりはありません。いったい何なのか、見当もつきませんね」

			「お前でも知らないのか？」

			「はい。むしろどうやったらそんな力が身につくのか、こっちが知りたいぐらいです。竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん、何か心当たりとかありません？」

			　そう言うと、竹田さんは俺の方をじーっと見つめてきた。青い視線が容(よう)赦(しや)なく俺の身体を貫(つらぬ)く。けど、俺自身にもそんな記憶なんて全くないから困ってしまう。

			「そうは言われてもな。どうにも思いつかないんだよ」

			「本当に、何もないんですか？」

			「ああ、何にもないはずだ」

			「うーん。これはもしかして、能力が生まれる過程で記憶が飛んでしまったのかもしれませんね。これだけの能力の目覚めが、ふいに訪れるとは思えませんし」

			「いわゆる記(き)憶(おく)喪(そう)失(しつ)ってやつか？」

			「まあ、それに近いですね。あるいは記憶を消されたか……。あっ、ちょっと待ってください、いいものがありますから」

			　そういうと、竹田さんは持ってきていたカバンの中をがさごそと漁(あさ」)り始めた。すると、出るわ出るわ。経(きよう)典(てん)に数(じゆ)珠(ず)、お守りに独(とつ)鈷(こ)杵(しよ)……。仏教関連のグッズが、次々と飛び出してきた。

			　見た目はまるっきりシスターさんだが、ちゃんとした和風の霊能力者さんのようだ。

			「あったあった、これを一度試してみましょう！」

			「数(じゆ)珠(ず)？」

			　いろいろあるグッズの中から竹田さんが手にしたのは、小さな数(じゆ)珠(ず)であった。用途は分からないが、長い紐(ひも)がついている。彼女はその紐(ひも)を掴(つか)むと、俺の前で数(じゆ)珠(ず)をゆっくりと揺らし始めた。するとたちまち、楕円を描いていた数(じゆ)珠(ず)が中に太いワイヤーでも入っているかのように、綺(き)麗(れい)な真円へと膨(ふく)らむ。

			　神秘的な力が、重力を打ち消しているようだ。この不可思議な光景に、俺は思わず見入ってしまう。

			「いいですか、この輪の中心をまっすぐに見ていてください。だんだんと記憶が戻ってくるはずですから……」

			「わかった」

			　俺が頷(うなず)くと、竹田さんは滑(なめ)らかな口調でお経を唱え始めた。その心地よい声色を聞きながら数(じゆ)珠(ず)の中心を見ているうちに、だんだんと意識が遠のいていく。やがて大きなあくびをした俺は、そのまま夢の世界へと旅立っていった――。

			　

			「おーい、タクト！　そろそろ帰るぞ」

			　夕暮れの迫る放課後。教室に低い声が響く。ドスの利いたそれに、俺はやれやれとため息をついた。

			「お、嫁(よめ)さんがお呼びだな」

			「早く行ってやれよ」

			「誰が嫁(よめ)だよ！　あんなの願い下げだって」

			　男子たちに追い出されるように、俺は教室の外へ出る。

			　たちまち目に飛び込んでくるのは、筋骨隆々とした巨体。荒々しく岩を切り出したようなそれは、まさに山だ。そのガッシリとした肩の上にある顔は彫りが深く、裂(さ)けた眼からは威(い)圧(あつ)感(かん)がほとばしっていた。

			　巨人か鬼(おに)か。

			　とにかく、尋(じん)常(じよう)でない威(い)圧(あつ)感(かん)を発する小(さ)夜(よ)の顔を見上げながら、俺はくたびれたように息をついた。

			　毎日誘ってくれるのはいいんだけど、これはなぁ。

			　他の男子たちの視線もあるし、正直きつい。

			「別に迎えに来なくても、ちゃんと一人で帰るって」

			「最近は物騒だからな。一人じゃ危ないぞ」

			「だからって、一応は女子のお前がやることか？」

			「こう見えて、神凪流の塾(じゆく)頭(とう)だからな。不(ふ)審(しん)者(しや)ごときにひけは取らん！」

			　ドヤっと胸を張る小(さ)夜(よ)。

			　いや、そういう問題じゃないから。もちろんそんなこと言ったら、命がいくつあっても足りないので、その言葉は胸にしまっておく。

			「あー、分かったよ。一緒に帰ろう」

			「よし、じゃあついでに商店街のマッ○へ寄ろう。新メニューが出たんだ」

			「え、マッ○？　それはなぁ……」

			　カップルで埋め尽(つ)くされた店の様子を想像して、俺は唸(うな)った。

			　そんなところへ二人で出かけたのがばれたら、それこそクラスの連中になんて言われることか。最悪、本当にカップル認定を受けてしまう。ただでさえ嫁(よめ)なんて言われてからかわれているのに、それは絶対に嫌だ。

			「やっぱり……私とじゃ……嫌なのか？」

			　どことなく、しおれたような声で言う小(さ)夜(よ)。ヤバ、誤(ご)魔(ま)化(か)さないと！

			「そ、そんなことないさ。ただちょっと、腹の調子が悪くてさ」

			「そうですか！　ふん、なら早く家に帰らないとな！」

			　仮(け)病(びよう)だと悟(さと)られたのか、小(さ)夜(よ)は酷(ひど)くぶっきらぼうな様子で腕を引っ張ってきた。

			　そうして校門をくぐった俺と小(さ)夜(よ)は、まっすぐ家路をたどった。するとその途中、大通りから路地へと入るところで、一組のカップルを見かけた。

			「あれ、四組の七(なな)瀬(せ)か。すげーな、また彼女替えたのかよ……」

			　女子に向かってはにかむイケメン。

			　一年四組の七(なな)瀬(せ)瞬(しゆん)。我が辰見高校サッカー部の次期エースにして、学年一のイケメン野郎だ。この間も女の子を連れて歩いているのを見たが、その時とはまた違う子を連れていた。どうやら、たった二週間ほどの間に乗り換えたようだ。

			　クッソ、あのイケメン野郎め！　何て羨(うらや)ましいんだ！

			「女の方はたぶん剣道部の奴だな。見覚えがある」

			「へえ、剣道部か。良いなぁ、強くて可愛(かわい)い女の子とか、憧(あこが)れるよなぁ……」

			　七(なな)瀬(せ)に微笑(ほほえ)みを返す女の子。

			　その横顔は、かなり可愛(かわい)かった。肩にかかる黒髪に白い肌(はだ)。落ち着いた雰(ふん)囲(い)気(き)の目。そして、その清(せい)楚(そ)な雰(ふん)囲(い)気(き)とは裏(うら)腹(はら)に遠目でもはっきりと存在を確認できるバスト。ストライク、超ストライクだ。

			　チクショウ、何で神様は俺をイケメンにしてくれなかったんだ！　俺だって、俺だって――、

			「可愛(かわい)い子と一緒に帰りてえ！」

			　全身全霊、魂(たましい)を込めた叫(さけ)び。

			　だが、それに対して小(さ)夜(よ)は冷ややかな視線を向ける。

			「お前、一応女子と一緒に歩いてるのに、それはないんじゃないか？」

			「だってなあ……」

			　俺は改めて小(さ)夜(よ)の姿を見るが、やはりがっかりせずにはいられない。失礼とは分かっているんだけど、やっぱりなぁ。

			　可愛(かわい)いと言うのは、ちょっと無理がある。せいぜい、カッコイイだ。それも、漢(おとこ)として。

			　何で現実はこうなんだ。

			　すると、ふうっとくたびれたような息が小(さ)夜(よ)から漏(も)れる。そして、そのたくましい腕をグッと曲げ、ボディービルダーよろしくガッツポーズをした。

			「言っておくが、私はあの女より強いぞ！　我が神凪流は千年続く最強の流派だからな！」

			「そういう問題じゃなくてな。お前はこう、もうちょっと美しさとかに磨きをかけたらどうだ？　筋肉をちょっと減らしてみたりとか、化粧してみたりとかさ」

			「い、今さっき強い女の子に憧(あこが)れると言ったではないか！」

			「いや、それは……強くて可愛(かわい)い子に憧(あこが)れるっていうか……」

			「やっぱり、女は腕力だけじゃ駄目なのか……」

			「そりゃそうだろ。何と言うか、お前は人生のステ振りが間違ってるよ」

			「ステ振り？」

			「あ、小(さ)夜(よ)にはそれだけじゃ分かんねーか。ステ振りってのはな、ステータス振り分けのこと。ゲームとかにあるやつだよ。お前はもっとこう、腕力以外にも振ってやったらどうだ？　美しさとか、可愛(かわい)さとかさ」

			「……それができるなら、苦労はないさ」

			　ぼそりとつぶやく小(さ)夜(よ)。

			　その様子はどことなく寂(さび)しげで、大きな身体が少し小さく見えた。

			　さすがに、ちょっと言いすぎたかな。こいつだって、好きで筋肉だるまをやってるわけじゃないだろうし。俺の心に、ちょっぴりだが罪(ざい)悪(あく)感(かん)が湧(わ)く。

			「ごめん、悪かった。世の中広いから、筋肉好きな奴もどこかにいるかもな、うん。きっといるさ。お前はそういう奴と一緒になればいいんだよ！」

			「誰かじゃ嫌なんだけどな、私は……」

			「ん？」

			「な、何でもない！」

			　バシンっと肩に小(さ)夜(よ)の手が当たる。本人は軽く叩いたつもりなんだろうけど、その威(い)力(りよく)はなかなかどうして洒落(しやれ)にならなかった。思わずその場でよろめいてしまう。

			「おい、ちょっと力入れすぎだろ。……ん？」

			　その時、下がった視線の先で、少女が全(ぜん)力(りよく)疾(しつ)走(そう)していた。

			　身体の小さな女の子が、漆(しつ)黒(こく)のドレスを翻(ひるがえ)し、信じがたい速度でアスファルトを蹴(け)っていた。

			　平和な町には似つかぬ、あまりに非現実的な光景。俺は一瞬、ポカンと思考を停止してしまう。だが、その少女が歩道のガードレールを乗り越えたところで、我に返る。

			「危ない！」

			　俺が叫(さけ)ぶと同時に、女の子の身体が止まった。

			　金髪が振り乱れ、蒼(あお)い冴(さ)え冴(ざ)えとした瞳(ひとみ)がこちらを振り向く。ビスクドールを思わせる、精(せい)緻(ち)な顔立ちをした美少女だった。

			　年の頃は、十代前半ぐらいだろうか。その瞳(ひとみ)の怪しい輝(かがや)きに、俺の身体はにわかに硬直してしまう。

			　蛇(へび)に睨(にら)まれた蛙(かえる)とでも言えばいいだろうか。足が前へと動かなくなってしまった。それと同時に、肩を強烈な圧迫感が襲う。たまらず振り返れば、小(さ)夜(よ)が俺の脇から腕を差し入れ、肩をガッシリと固めていた。

			「お、おい！　俺よりあの子を止めろよ!!」

			「バカ!!　あの子って何だ！」

			「いや、だって女の子が……ってあれ？　誰もいない……」

			　いつの間にか、女の子の姿が消えていた。

			　通りを見渡しても、影も形もない。

			　どこかの脇道にでも、入って行ったのだろうか。けど、それにしたって速すぎる。俺が目を離したのは、ほんの一瞬にも満たない間だったはずだ。

			「おかしいな。確かに、通りへ飛び出した女の子がいたんだけど」

			「何かと見間違えたんじゃないのか。あのゴミとか」

			　そう言って、小(さ)夜(よ)が指差したのは風に舞う黒いビニール袋だった。うーん、あれはどう見ても人間だったんだけどな。顔もはっきり見ちゃったし。間違えようがない。俺は納得がいかないものの、小(さ)夜(よ)のあまりの剣(けん)幕(まく)に、ひとまず首を縦に振る。

			「最近、あったかくなってきたせいか変な話が多いからな。しっかり気をつけておけよ」

			「はいはい、分かったよ」

			　俺は軽く返事をすると、ずれたカバンの位置を直し、再び歩き始める。

			　その後を、小(さ)夜(よ)が小走りで追いかけてくる。ほんと、こいつが美少女だったら言うことないんだけどな。

			　ドタドタと地面を踏(ふ)みならすようにして接近する小(さ)夜(よ)に、俺は再び盛大なため息をつくのだった――。

			　

			「思い出した！　俺、昨日の夕方に変な女の子見てる！」

			　ガバッと起き上がると、そこにはハッとしたような顔をする小(さ)夜(よ)と竹田さんがいた。

			「そう言えば、そんなようなこと言ってたな。あれか！」

			「たぶんそうだろう。変に忘れてたし」

			　二人に向かって盛んに話し始める俺。それを見た竹田さんは、すぐに質問を飛ばしてくる。

			「とりあえず、どんな女の子を見たんです？」

			「ゴスロリで、外人さんみたいな女の子かな。年はたぶん、中学生くらいだと思う」

			「他に、何か特徴は？」

			「めっちゃくちゃ足が速かったな。世界記録狙(ねら)えるんじゃないかってぐらいだった」

			「なるほど……。直接の原因かは分かりませんが、確かに妙ですね」

			　うんうんと満足げに頷(うなず)く竹田さん。自分の能力が役に立ったからなのか、その顔はどこか誇(ほこ)らしげだった。けれど、そんな彼女にすぐさま小(さ)夜(よ)が水を差す。

			「しかしなあ、それがわかったところでどうすればいいんだ？」

			「そう言われると……確かに。難しいです」

			「女の子を捜(さが)して、話でも聞けばいいんじゃないのか？　さすがに何か知ってると思うけど」

			「それはやめておいた方がいいです！　話を聞く限り、その女の子は魔(ま)導(どう)師(し)の可能性が高いです！」

			「ま、魔(ま)導(どう)師(し)!?」

			「はい、ぜーったいに、関わり合いにならない方がいいですよ！」

			　とんでもない、とばかりに首を横に振る竹田さん。その顔からは、心なしか血の気が引いていた。

			「魔(ま)導(どう)師(し)って、魔法使いのことか？」

			「はい！　恐ろしい黒魔術を使う連中です！　実は最近も、魔(ま)導(どう)師(し)の仕(し)業(わざ)っぽい事件がこの町で起きてまして……」

			　さも当たり前のように、魔法使いなる空想の存在を肯定する竹田さんに、思わず面(めん)喰(くら)ってしまう。俺たち、もう高校生なのに……。

			「あ、その顔は、信じてませんね！」

			「いや、だっていきなりそう言われてもなあ」

			　いきなりステータスが見えるようになった俺ですら、にわかには信じがたい。だが、そんな俺とは対照的に、小(さ)夜(よ)は竹田さんの話に興(きよう)味(み)津(しん)々(しん)だった。

			「それで、魔(ま)導(どう)師(し)の事件ってどんな事件なんだ？」

			　小(さ)夜(よ)が身を乗り出して尋(たず)ねる。すると竹田さんは、顔を下に向けて恐ろしげな顔をしてみせた。

			「私の家で葬(そう)儀(ぎ)をした人の中に、様子が明らかにおかしい人が何人も混じっていたんですよ。具体的に言うと……魂(たましい)が不自然に変形してたんです。無理やりに力を引き出されたみたいに」

			「た、魂(たましい)が……？」

			　普段は武闘派で鳴らしている小(さ)夜(よ)が、ビビったのだろうか。膝(ひざ)が軽くではあるが震えていた。

			「あれは明らかに人(じん)為(い)的(てき)なものです。その女の子、もしかしたらこれに関わっているかもしれませんね」

			「そ、それは確かに……首を突っ込まない方がいいな！」

			「はい。能力についてはそうですねえ……。正直、地道に調べていってもらうしかないと思います。今のところ、それほど悪い気配はしないので、そこは安心してください」

			「分かった。よーし、タクト。今日の放課後は、能力の調査に使うぞ！」

			「そうだな。少しずつやるしかないか」

			　魔(ま)導(どう)師(し)うんぬんはひとまず置いておくにしても、結局、できることからやっていくしかない。

			　俺は小(さ)夜(よ)の言葉にうんうんと頷(うなず)いた。考えてみれば、ゲームのステータスだってコツコツと解析を進めていけば何とかなるものだ。

			　今、俺が見ているステータスだって、きっと調べれば何か分かるに違いない。俺は気を取り直すと、曲がっていた背筋をグーっと伸ばした。

			　すると、竹田さんがどこか申し訳なさそうに肩をすくめながら、スッと手を差し出してきた。

			「ん？　どうしたの、竹田さん」

			「すいませんが、本日の相談は終了ということで……その、代金をもらえますか？」

			「え、お金取るの!?」

			「いやはや、さっき使った法具なんですけどね。あれって、込める霊力の都合で一回こっきりの使い捨てなんですよ」

			　そういうと、竹田さんは先ほどの数(じゆ)珠(ず)を取り出した。見れば、一番大きな黒(こく)曜(よう)の宝(ほう)玉(ぎよく)にひびが入っていた。

			「そういうことは先に言ってくれ！」

			「すみません。高い物ではないんですけど、タダにしちゃうと私が後で怒られちゃうんですよね。最近はお寺の経営も苦しくって。ほんの少し、お志だけでも！」

			　ペロッと舌を出しながら、竹田さんがお願いしますと手をあわせる。俺と小(さ)夜(よ)はやれやれとため息をつくと、懐(ふところ)から財(さい)布(ふ)を取り出した。

			「まったく、相変わらずお前はしっかりしてるな」

			「すみません、寺の規則なので。こういうとこきっちりしておかないと、お姉さまがうるさいんですよね。ほんと」

			　そういうと、竹田さんは俺たちに一礼して去って行った。何と言うかまあ、とにかく凄(すご)い子だったな。俺と小(さ)夜(よ)は半ば呆(あき)れたような顔をして、その背中を見送るのであった――。

		

	
		
			第３話　ステータスの法則

			　

			「さーて、いよいよやるか？」

			「そうだな。よし」

			　待ちに待った放課後。俺と小(さ)夜(よ)はさりげなく席を立つと、教室の端へと移動した。そして周囲から眼をつけられないように、ひそひそと話し始める。

			「まずは、何を調べる？」

			「そこはやっぱり、残りポイントだろう。ここの法則が分かれば、ステータスをドンドン増やせるかもしれないし」

			「なるほど、確かにそうだな」

			「とりあえず、残りポイントに個人差があるのは分かってるから、まずはその個人差が、何を基準にしてるかってところだな」

			「となると、当たりをつけてできるだけ大量の人間を観察するのが一番か」

			「ああ。まずは……あいつらからだな」

			　ポイント検証の第一歩として、俺はまず教室にいる男子たちを覗(のぞ)いてみることにした。彼らはいずれも帰宅部で、どちらかといえばオタク系の連中である。

			　俺も含めて、このクラスの帰宅部員たちは三十分ほど教室でだべってから帰るのが常だった。ようは暇(ひま)人(じん)ってことだ。

			「どうだ？」

			「うーん、こいつらはみんなポイント少なめだな」

			　表示される残りポイントは、いずれも10前後の数字だった。ひどい奴になると、一桁(けた)なんてのもいる。小(さ)夜(よ)の１３０があまりにも高すぎたのか、それともこいつらの10前後というのが低すぎるのか。もっとデータが必要だな、これは。

			「次はそうだな、運動部でも見に行くか」

			　帰宅部の逆と言えば、運動部だ。そいつらのデータも取れば、まあだいたいの傾向は分かってくるだろう。俺は小(さ)夜(よ)を連れて校庭に出ると、すぐさま運動部員のステータスを開いた。

			「お、すげーな。全員30以上あるぞ！」

			「もしかして、ポイントって運動能力に比例するんじゃないか？」

			　筋肉を躍(やく)動(どう)させ、活発に動き回る運動部員たち。その様子を見ていた小(さ)夜(よ)が、ぽんっと手を打った。

			　なるほど。確かにそう考えれば、小(さ)夜(よ)がやたらと高く俺が低かった理由も分かる。もやしオタクの俺と熊を一撃で倒せる小(さ)夜(よ)との運動能力の差は、軽く一〇倍以上はあるに違いない。

			「なら、次はどうしよう。運動能力って考えを確かめるのに、いい人はいないかな」

			「うーん……。ひとまず、文化部なんてどうだ。帰宅部や運動部と違いがあるかを見れば、また変わってくるかもしれん」

			「そうだな。まだまだデータを取らないと」

			　俺と小(さ)夜(よ)は一旦校舎の中へ戻ると、今度は文化部を見て回ることにした。

			　まずは、最大勢力を誇(ほこ)る吹(すい)奏(そう)楽(がく)部からだ。流れてくる旋(せん)律(りつ)に乗って、三階の音楽室へと向かう。こうして扉の前まで辿(たど)り着いた俺は、すぐさま中にいる部員たちのステータスを開いていく。たちまち半(はん)透(とう)明(めい)の板が出現する。すると、その一つに――、

			「あれ？」

			「どうした？」

			「いや、女の子なのに30越えの子がいてさ」

			「誰かわかるか？」

			「ちょっと待ってろ」

			　ま、まさか。小(さ)夜(よ)のような肉体派が吹(すい)奏(そう)楽(がく)部にいるのか？　文化部なのに？　

			　俺はステータスを出したまま、恐る恐る中を覗(のぞ)き込む。どうやら、今表示されているステータスは、この子のもののようだ。

			「あの子みたいだ」

			「見たところ、運動は苦手そうだな」

			　その子は、どちらかといえばおとなしそうなタイプであった。

			　眼鏡を少し曇(くも)らせながら、一生懸命サックスを吹いている。身長は低く、身体も華(きや)奢(しや)。体重は五〇キロもないぐらいだろう。どう見ても、運動部の男子たちと同レベルの運動能力があるとは思えない。

			「どうだ、確かめてみるか？」

			　手をゴキゴキと鳴らし、小(さ)夜(よ)がつぶやく。

			「バカ、確かめるまでもないだろ」

			「意外と分からんぞ？　私みたいなパターンもあるかもしれないじゃないか」

			「そんなの他にいてたまるかよ」

			　俺は両手を上げると、やれやれと息をついた。その表情を見た小(さ)夜(よ)は、どこか不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな顔をした。

			「しかし、どうする？　運動能力じゃないとすると、全然見当がつかないぞ」

			「うーん……やっぱりまだ調査しないと駄目か」

			「それなら、今度はとにかくステータスが高そうな人、優秀な人を探してみないか？」

			「ああ、なるほど。基本ステータスが高い人ほど残りポイントが多い、とか分かるかもしれないな」

			「だとすると、うーん……」

			　俺の言葉に小(さ)夜(よ)は腕を組んで唸(うな)った。そして数十秒後、ハッとしたような顔をすると、ポンと手を叩く。

			「……そうだ、千(ち)歳(とせ)先輩がいいんじゃないか？　間違いなくステータスは高いと思うぞ」

			「千(ち)歳(とせ)先輩か……。確かに」

			　小(さ)夜(よ)の言葉に、俺はなるほどとばかりに深々と頷(うなず)いた。

			　我が辰見高校の生徒会長、千(ち)歳(とせ)桜(さくら)先輩。文武両道にして容(よう)姿(し)端(たん)麗(れい)、性格も下級生思いで優しいという、まさに三拍子揃(そろ)った完(かん)璧(ぺき)少女である。確かに彼女ならば、ステータスは高そうである。

			「えっと、今の時間だと生徒会室かな？」

			「そのはずだぞ。確か、今日は何もなかったはずだ」

			　小(さ)夜(よ)はスマホを取り出すと、時刻を確認した。そして「大丈夫だ」と答えると、首を軽く縦に振る。

			「よし、行くか」

			「ああ、でもちょっと待ってくれ」

			「どうした？」

			「先輩に会うなら、身だしなみを……」

			　俺はそう言うと、乱れてアンテナがいくつも立った頭を撫(な)でた。すると小(さ)夜(よ)は、ぷうっと頬を膨(ふく)らませる。

			「バカ、生徒会室の外から見るだけだ。とっとと行くぞ！」

			「あ、ちょっ！」

			　こうして俺と小(さ)夜(よ)は、生徒会室へと向かうのであった――。

		

	
		
			第４話　生徒会長は×××？

			　

			　生徒会室に辿(たど)り着いた俺は、すぐさま扉に張り付いた。そしてその隙間から会長の姿を確認すると、ふうっとため息を漏(も)らした。

			「う、美しい……」

			　揺れる白銀のショートカット。それに縁(ふち)取られた顔は処女雪のように白く、深い鳶(とび)色の瞳(ひとみ)を際(きわ)立(だ)たせていた。夕陽に照らされ、どこかけだるい雰(ふん)囲(い)気(き)で書類を読むその姿は、さながら一(いつ)幅(ぷく)の絵画のように完成されていた。

			　俺はその美しさに言葉を失うと、しばし見とれた。すると、肩が何者かにぽんぽんと叩かれる。振り向けば、そこにはまだ不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに頬を膨(ふく)らませた小(さ)夜(よ)の姿があった。

			「お前、何してるんだ？　まだステータスは分からんのか？」

			「いや、その。時間がかかるんだよ」

			「ははん……さては先輩に見とれてたな？」

			「そ、そんなことはない！」

			　核心をつかれた俺は、ややうろたえながらも強く否定した。俺の声が、誰もいない廊(ろう)下(か)に響き渡る。するとその直後、後ろの扉がゆっくりと開かれる。やがてその隙間から、怪(け)訝(げん)な顔をした千(ち)歳(とせ)先輩が姿を現した。

			「あなたたち、何してるの？」

			「べ、別に何も……」

			「ちょ、ちょっと先輩に用があってきただけです」

			「用？　何かしら？」

			　戸(と)惑(まど)って、小(さ)夜(よ)が自ら墓(ぼ)穴(けつ)を掘ってしまった。先輩の言葉に答えられない小(さ)夜(よ)は、どうしようと俺の方を見つめてくる。その額には冷や汗が浮いていて、動(どう)揺(よう)が全く隠せていなかった。

			　困ったな。用といっても、まさかステータスを見に来ましたなんて言えるわけがない。かといって、このまま何でもありませんというのも、先輩からの好感度が下がっちゃうし……。

			　俺は何かないかと、とっさにカバンに手を突っ込んでみた。すると偶(ぐう)然(ぜん)、購買で買ったままになっていたお茶のペットボトルに手が触れた。

			「さ、差し入れに来ました」

			「差し入れ？　あなたたちが？」

			「はい！　先輩、ここ最近忙(いそが)しそうですから。な、小(さ)夜(よ)？」

			「あ、ああ……そうです！　私たち、差し入れに来ました！」

			　俺はすかさずペットボトルを取り出すと、先輩の前に掲(かか)げた。それを見た先輩の顔から、警(けい)戒(かい)の色が消える。

			　彼女は軽く微笑(ほほえ)むと、「そうだったの」といって頷(うなず)いてくれた。急ごしらえの策だったけど、割と上手くいったようだ。

			「そういうことなら、入って。お茶菓子があるから、一緒に食べましょ」

			「いいんですか？」

			「ええ。一人じゃ食べきれないから」

			「じゃあ、ありがたく！」

			「私も、失礼します」

			　先輩に導(みちび)かれて、俺と小(さ)夜(よ)は生徒会室の中へと入った。いざ中へ入って見ると、外から見ていたよりも狭(せま)い空間だ。スチール製の戸棚が壁一面に置かれていて、執(しつ)務(む)用の机と応接セットが部屋の中央を占(せん)拠(きよ)している。

			　天井と壁は石(せつ)膏(こう)ボードで、かなり殺(さつ)風(ぷう)景(けい)な印象だ。生徒会という言葉から連想されるイメージとは、少しばかり違っていた。

			「そこのソファに腰かけて。ちょっと古くてぼろいけど、我(が)慢(まん)してね」

			「いえいえ、全然大丈夫です」

			「そう？　私が初めてここに来た時は、ちょっとがっかりしたんだけどね。生徒会にしてはボロいなって」

			「別に、そんなことは……。それより、差し入れのお茶を入れますね」

			「ええ」

			　軽く返事をすると、先輩は小(さ)夜(よ)の横に腰かけ、リラックスした様子を見せる。俺は戸棚からコップを出して机に置くと、なみなみとお茶を注いだ。そしてそれを先輩に差し出すと、すぐさまステータスを呼び出す。

			　先輩がお茶に視線を向けているうちに、できるだけさりげなく。人からは見えないとはいえ、目の前にいる人物のステータスを本人に内(ない)緒(しよ)で確認するのは、何とも言えないスリルだ。秘密を覗(のぞ)いてしまうことに対する、ちょっとした背(はい)徳(とく)感(かん)もある。それが美人の生徒会長となれば、なおさらだ。

			　そうして現れた、先輩のステータス。それを見た俺は、すぐさま茫(ぼう)然(ぜん)自(じ)失(しつ)とした。

			　

			・名前：千(ち)歳(とせ)桜(さくら)

			・年齢：17

			・種族：人間

			・職業：高校生　魔(ま)導(どう)師(し)

			・ＨＰ：１３０

			・ＭＰ：80

			・筋力：45

			・体力：55

			・知能：80

			・器用：80

			・速度：60

			・容(よう)姿(し)：95

			・残りポイント：90

			　

			・スキル：黒魔術
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			「……マジか」

			　嘘(うそ)だろ!?　まさか、本当にいるのかよ、魔(ま)導(どう)師(し)。しかも、こんなところで出会ってしまうなんて。ていうか、ど、どどどうすればいいんだ。さっきの竹田さんの言葉に偽(いつわ)りがないのなら、魔(ま)導(どう)師(し)って、魂(たましい)とかいじるようなゲキヤバな連中なんだよな？

			　あまりの出来事に、俺はただただ茫然として、その場で立ちつくしてしまった。するとそのことを不審に思ったのか、先輩が小首をかしげて俺の表情を覗(のぞ)いてきた。

			　先ほどまで美しく見えた鳶(とび)色の瞳(ひとみ)が、今はとんでもなく不気味に見える。

			「あなた、どうかしたの？」

			「いえ、べ、別に何も……ただちょっと頭が痛くなって」

			「おいおい、大丈夫か？」

			　小(さ)夜(よ)はゆっくりと立ち上がると、俺の額に手を押し当てた。熱でもないか心配しているのだろう。俺はとっさにその手をつかむと、先輩に向かって頭を下げた。

			「すみません、今日はちょっと体調が悪いみたいなんで……。小(さ)夜(よ)、行こう」

			「えッ!?」

			「早く！　ほんとにちょっと、ヤバいんだ!!」

			「お、おいおい！」

			「あ、ちょっと待って！」

			　小(さ)夜(よ)を引っ張ってその場を立ち去ろうとすると、急に先輩に呼び止められてしまった。まさか、俺が正体を知ったことにもう気づいたのか？　全身の毛穴が開き、嫌な汗が背中をツーっと流れていくのを感じた。

			　ナイフを持ったヤンキーにでも呼び止められたような気分だ。生きた心地がしない。

			「な、何ですか？」

			「あなた、最近変なものとか見なかった？」

			　見まくりである。それどころか、明らかに現実世界に存在してはいけないものを現在進行形で見ている。

			「……あ、何も。なあ、小(さ)夜(よ)？」

			「ん？　ああ、そうだな」

			　俺がジロッと睨(にら)みつけると、さすがの小(さ)夜(よ)も空気を読んだのか話を合わせてくれた。先輩は「そう」と小声でつぶやくと、残念そうに肩をすくめた。

			「一瞬、変な気配を感じたのだけど……。まあいいわ、身体をお大事にね」

			「はい、ありがとうございます」

			　俺たちは素早く頭を下げると、そのまま生徒会室を後にした。やがてその扉が廊(ろう)下(か)の彼方(かなた)に消えたところで、俺はふうっと息を漏(も)らす。マラソンを走り切ったかのように、全身がどっと重くなった。

			「やっと終わった……」

			「大丈夫か？　お前、様子がおかしいぞ。病院へ行くか？」

			　額に皺(しわ)をよせながら、焦(あせ)った様子で声をかけてくる小(さ)夜(よ)。よっぽど、今の俺は具合が悪そうに見えたのだろう。ずいぶん心配してくれているようだ。

			　俺はそんな小(さ)夜(よ)に、自分が見た先輩のステータスを大まかに説明した。たちまち小(さ)夜(よ)の顔が険(けわ)しくなり、目つきが矢のように鋭くなった。

			「それ本当か？　嘘(うそ)じゃないよな」

			「この顔色で、嘘(うそ)を言ってるように見えるか？」

			「そうだな。すまなかった。しかし魔(ま)導(どう)師(し)か……。ポイントの多(た)寡(か)を調べていただけなのに、とんでもない正体を知ってしまったな。もしも千(ち)歳(とせ)先輩に正体を知っていることがばれたら、相当にヤバそうだ」

			「確かにな、どうするべきか……」

			「明日の昼休みにまた竹田と会おう。あいつなら、何かいいことを思いつくだろう」

			「今から会うのは無理かな？」

			「うーん……。電話してみるけど、期待するなよ」

			　小(さ)夜(よ)はスマホを手にすると、竹田さんの番号をタップした。だが、なかなか電話に出てくれないようだ。やがて小(さ)夜(よ)はやれやれと肩をすくめると、ため息をつく。

			「駄目だ、『ただ今電話に出ることができません』だとさ」

			「……むう」

			　明日……か。先ほどの感じだと、千(ち)歳(とせ)先輩も俺を見て何か怪しんでたし、それまでの間に、先輩が何か仕掛けてこなければいいんだがなあ。

			　それを見た小(さ)夜(よ)は、何かを思いついたように妙にいい笑顔をした。そして俺の耳元に顔を寄せると、そっとささやく。

			「そんなに不安なら、今日はうちに来ないか？　部屋なら空いてるぞ？」

			「ば、バカなこと言うな！　俺たちもうガキじゃないんだぞ!?　年頃の男が行くのはまずいだろ」

			「お前なら、別にかまわん」

			　そう言って白い歯を見せる小(さ)夜(よ)の笑顔に、何となく背筋がぞわりとした。嫌な気配がする。危機察(さつ)知(ち)レーダーに感ありだ。

			「や、絶対にいい！　今日は一人で我(が)慢(まん)する！」

			「お、おい!?　待たんか！」

			　こうして俺は、呼び止める小(さ)夜(よ)を振り切って走り出したのだった――。

			　

			　翌日の昼休み。結局何事もなく一夜を明かした俺と小(さ)夜(よ)は、竹田さんと屋上で待ち合わせをした。今日も竹田さんは少し遅れていて、寝不足気味の俺はあくびをしながら小(さ)夜(よ)とだべっていた。

			「結局、何もなかったな」

			「やっぱり、心配しすぎだろ。先輩は何も気づいてないんじゃないか？」

			「けど、相手は魔(ま)導(どう)師(し)だぞ？　いつかばれるかもしれない」

			「私とタクトさえ黙(だま)ってれば、大丈夫そうな気もするんだがなあ」

			　笑いながら、そう言う小(さ)夜(よ)。俺は相変わらずアバウトなその考えに、やれやれと手を上げた。肝(きも)が据(す)わっているというか、神経が図太いというか。俺には到底真似のできない考え方だ。

			　こうして俺が呆(あき)れていると、屋上に繋(つな)がる階段の扉が勢いよく開いた。

			　中から竹田さんが飛び出してくる。彼女は息を切らしながらこちらに走り寄ってくると、すぐさまペコっとお辞(じ)儀(ぎ)をした。

			「すいません、購買でパンを買ってたら遅くなっちゃって」

			「なんだ、購買によってたのか。言ってくれれば、いくらでも分けたのに」

			　小(さ)夜(よ)はカバンの中から、弁当箱を三つも取り出した。男子から調達してきたものである。それを見た竹田さんは、「いやいや」と顔の前で手を振る。

			「それ、塾(じゆく)頭(とう)に食べて欲しいって用意された物ですよね。私が食べちゃうのは、ちょっとどうかと」

			「そう言われればそうか。竹田なら、喜ぶ奴もいそうだけどな」

			「あはは、そんなことないですよ。それより、私に何の用ですか？　大変なことが起きたってことはメールで伝わって来たんですけど……。内容がよく分かんなくて」

			「実はさ……」

			　俺と小(さ)夜(よ)は互いに距離を詰めると、できる限り小さな声で竹田さんに事情を説明した。するとたちまち、彼女の眼が驚きで丸くなる。その白い額に、玉のような汗が浮いた。やがて彼女は、ゆっくりと唇を開くと――

			「え、ええ!?　千(ち)歳(とせ)先輩が魔――」

			「なッ！」

			　いきなり大声を上げた竹田さんの口を、俺は大慌てで抑(おさ)え込んだ。

			　大丈夫だよな、聞かれていないよな？　俺はバタバタと抵抗する竹田さんの口を抑(おさ)えながらも、ゆっくりと周囲を見渡した。

			　もし万が一にでも、今のを先輩に聞かれていたら大変だ。周囲の様子を確認するが、特に変化は見当たらない。

			「一応、大丈夫そうだな。あッ！　やばッ！」

			　改めて視線を戻すと、竹田さんの顔が少し青くなっていた。俺は慌てて手を離すと、大丈夫かと彼女の肩を揺らす。たちまち、「フーッ！」と荒い息が漏(も)れた。そうして呼吸が落ち着いたところで、彼女は今にも泣きそうな眼でこちらを睨(にら)みつけてくる。

			「げ、解(げ)脱(だつ)するかと思いましたよ！　危うく涅(ね)槃(はん)に行くところでした！」

			「ご、ごめん！　でも、竹田さんがいきなり叫(さけ)ぼうとしたから、つい」

			「私のせい!?」

			　すごい剣(けん)幕(まく)の竹田さん。とりあえずもう一度頭を下げる。すると彼女は、「もうッ！」と頬を膨(ふく)らませた後で、ゆっくりと肩を落とした。

			「まあ、私も取り乱しちゃいましたからね……。この件は、これでなしということにしましょう」

			「ああ、ごめんな。それで、俺たちどうすればいいんだ？　魔(ま)導(どう)師(し)って、ヤバいんだよな？」

			　ようやく、俺は本題を切り出すことができた。竹田さんは俺の問いかけに、やや渋い顔をする。

			「そうですねえ……。こちらからは、できるだけ何もしない方が良いかと。下手に騒ぐよりは、気づかれないようにするべきです」

			「やっぱ、大人しくしておく方がいいのか」

			「はい。こちらから攻めて行っても、向こうが何をしてくるか分かりませんからね。私の手に負えるとも限りませんし」

			「だけど、それだと少し不安だな」

			「待っててください。護(ご)身(しん)用に何かないか、ちょっと捜(さが)してみます」

			　竹田さんはカバンをひっくり返すと、あれやこれやと店を広げ始めた。ズラリと並ぶオカルトグッズ。やがて彼女はその中から、一つのお守りと一本の小さな木刀を選び出した。どちらも、アクセサリーほどのサイズである。

			「このお守りはあらゆる魔への抵抗性を高めるお守りです。ついでに、もし何かあった時のための機能もいろいろとあります。お知らせ機能ですとか」

			「へえ、魔法にもちゃんと効くのか？」

			「おそらくは大丈夫かと。それで、この木刀が霊(れい)刀(とう)秋雨。あらゆる霊的な物を切り裂(さ)くことができます。これは塾(じゆく)頭(とう)がお持ちになってください」

			　竹田さんは眼を閉じると、木刀を指で軽くさすった。すると風船でも膨(ふく)らませるかのように、手のひらサイズだったはずのそれが、みるみる大きくなっていった。

			　目の前で起こった不思議現象に、俺たちは揃(そろ)って目を丸くする

			「すごいな……！」

			「ふふ、これが法術の力です！　はい、どうぞ」

			「ああ、ありがとう」

			　小(さ)夜(よ)は竹田さんから木刀を受け取ると、早速腰にさした。その様子は実に様になっていて、まさにサムライガールといった雰(ふん)囲(い)気(き)だ。

			「では、今日のところはこれで解散しましょう。あまり私と一緒にいると、怪しまれるかもしれませんので」

			　そう言って、竹田さんは屋上から去ろうとした。だが、気がついたように振り返ると、てへへっと頭を掻(か)く。

			「すいません、また代金をもらうの忘れてました！」

			「お、お前はこんな時でも金を取るのか!?」

			　呆(あき)れたように叫(さけ)ぶ小(さ)夜(よ)であった――。

			　

			「お前……許さん！」

			　その日の放課後。俺がカバンに教科書を詰めていると、佐伯が物凄い剣(けん)幕(まく)で俺の席へとやってきた。額に青筋を立てていて、尋(じん)常(じよう)な様子ではない。

			　いったい、何があったんだ？　俺は思い当たる節がなく、ポカーンと口を半開きにする。

			「いや、何だよ？　俺が何かしたか？」

			「しらばっくれるな。お前、我らが神凪さんだけじゃなく、六組の竹田さんにまで手を出しただろ！」

			「え!?　いや、どこで聞いたよ、それ」

			「ふ、俺たち親(しん)衛(えい)隊(たい)の情報収集力を舐めるなよ。お前は最近、神凪さんと竹田さんを連れて屋上に行ってるらしいな。あんな人気のないところで、いったい何をしてた！　まさか、いかがわしいことじゃないだろうな!?」

			　バンっと机を叩き、俺に詰め寄る佐伯。その眼には嫉(しつ)妬(と)の炎がメラメラと燃えたぎっていた。女の嫉(しつ)妬(と)も恐ろしいが、野郎の嫉(しつ)妬(と)も恐ろしい。特にモテない童(どう)貞(てい)のそれは、時として女のそれを凌(りよう)駕(が)する。これは上手く答えないと、明日からヤバいぞ！

			「その……だな。何と言うか……」

			　俺は適当に口を動かしつつも、周囲を見渡した。

			　すると佐伯だけでなく、クラスに残っていた男子のうち何人かが、こちらの様子をチラチラと窺(うかが)っている。チクショウ、包囲されてるのか。これじゃ不意を突いて逃げ出すこともできねーぞ！

			　というか、男子たちにばれているのならば先輩にもばれているんじゃないか？　まさか、会話を聞かれてたりしたら……。

			「さ、小(さ)夜(よ)……」

			「すまん、昨日とおとといは鍛(たん)錬(れん)をさぼってしまったからな。今日ぐらいは早めに帰らないと」

			　そういうと、小(さ)夜(よ)は呼びとめる暇もなく行ってしまった。最後の希望が、希望が……！　俺は小(さ)夜(よ)がいなくなった方に手を伸ばすと、茫然と目を見開く。

			「残念だったな」

			　俺の肩に手をかけ、ニタッと粘(ねん)着(ちやく)な笑みを浮かべる佐伯。先輩もヤバいが、男子たちもヤバい。身の危険を感じた俺は、助けを求めるように視線を泳がせた。すると、教室の扉の向こうに一人の少女の姿が見えた。

			　短めのシャギーカット。透(す)き通るように白く輝(かがや)く肌(はだ)。深い鳶(とび)色をした大きなアーモンド形の瞳(ひとみ)。高く通った鼻筋と、ふっくらとした頬。廊(ろう)下(か)を音もなくこちらに歩み寄ってくるその姿は、間違いない、千(ち)歳(とせ)先輩のものだった。

			　彼女はそのままふらっと、教室へ入ってくる。

			「か、会長!?」

			　いきなり現れた先輩に、驚く男子たち。先輩は動(どう)揺(よう)する彼らを一(いち)瞥(べつ)すると、困ったように言った。

			「あら、お取り込み中だったかしら？」

			「いえいえ！　会長が御用とあれば、いつでもＯＫです！」

			「じゃあそこの竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君。私と一緒に来てくれる？」

			「へっ!?」

			「ほら、急いで」

			　や、やべえ！　これは連行されて殺されるコースか……!?　俺の頭の中をにわかに絶望が駆(か)け抜(ぬ)けた。逃げよう。俺はとっさに身を引いて、その場から離れようとした。だがそれを、泣きそうな顔をした佐伯が押しとどめる。

			「こら、会長の誘いを断るなんてそれでも男か!!　とっとと行って来い！」

			「い、行きたいならお前が行けばいいだろう？　先輩、駄目ですか？」

			「そうね、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君じゃなきゃ駄目よ」

			　先輩は一(いつ)顧(こ)だにすることなく、きっぱりと断言した。それを聞いた男子たちは、ますますヒートアップする。嫉(しつ)妬(と)のあまり、男泣きし始めるものまで現れた。

			「行け、このリア充め！　そして死ね！」

			「そうだ、さっさと出ていっちまえ！　裏切り者――!!」

			　男子たちの絶(ぜつ)叫(きよう)を背景に、俺は先輩の顔を見た。すると彼女は、逃がさないわよッとばかりに満面の笑みを見せる。クソ、これではもう逃げられないじゃないか……。

			「行きましょう」

			「は、はい……」

			　こうして俺は、ド○ドナよろしく胸を絶望に染めながら、先輩に連れられて行ったのであった――。

		

	
		
			第５話　放課後デートは危険な香り

			　

			　千(ち)歳(とせ)先輩に手を引っ張られ、俺は取る物もとりあえず、学校の外へと連れ出された。いったい、先輩はこれから俺をどこへ連れて行くつもりなんだろうか。

			　住宅街の細い道をゆっくりと歩きながら、周囲に視線を走らせる。もしかして、この町のどこかに彼女たち魔(ま)導(どう)師(し)の集まる集会所でもあるのだろうか。例えば、人気のない廃(はい)屋(おく)が密かに改造されていて、そこに夜な夜な魔(ま)導(どう)師(し)たちが集っているとか。

			「……先輩、どこへ行くんですか？」

			「内(ない)緒(しよ)」

			　悪戯(いたずら)っぽく笑う千(ち)歳(とせ)先輩。

			　いったい全体、何を考えてるんだこの人。その真意が全く読めない。俺はカバンに手を突っ込むと、中に入れてあるお守りを握りしめた。万が一の時は、これだけが頼りだ。

			　そうして先輩の背中を追ってしばらく歩いて行くと、住宅街を抜(ぬ)け、道幅が広くなり、建ち並ぶ建物も民家からビルへと変わっていった。

			　やがて通りの先に、一際大きく角張った形をした建物が見えてきた。青地に白い鶏(にわとり)の看板を掲(かか)げたその建物は、この地域の住民なら誰もが知っている「カトーナノカドー」である。インドア派の俺も月に一回はお世話になる場所だ。スーパーはもちろん充実した専門店街にシネコン、さらには屋内プールまである大(だい)規(き)模(ぼ)な商業施設だ。

			　俺たち学生にとって言わば、ショッピング施設兼レジャー施設兼デートスポットというような非常に便利な場所だった。

			「ナノカドー？」

			　広々とした駐車場の真ん中で、俺は茫然と城(じよう)塞(さい)のように巨大な建物を見上げた。

			　クリーム色の外(がい)壁(へき)と「春物大処分市!!」と書かれた大きな垂れ幕が目に飛び込んでくる。何でよりにもよって、ナノカドーなのだろうか。まさかこんな人の多い場所に、魔(ま)導(どう)師(し)たちの集会所があるのか？　

			　賑(にぎ)わうショッピングセンターの端にこそこそ集まる魔(ま)導(どう)師(し)たちの姿を想像して、思わず肩をすくめる。何と言うか、あってほしくない光景だ。イメージ崩(ほう)壊(かい)にもほどがある。

			「先輩、これはいったい？」

			「ここでデートしましょう。これから夜まで、私はあなたの彼女になります」

			「は？」

			　先輩の言葉は、俺の頭を右から左へスウッと通り抜(ぬ)けて行った。俺は一瞬、その言葉の意味が分からず思考停止状態となってしまった。頭の中が真っ白になるとは、まさにこのことだろうか。言葉が思いつかなくて「へ？　あ？」といった間抜けな声が口から出てしまう。

			「だから、デートしようと言っているの。私ではご不満？　そういえばあなた、神凪さんと仲良しだったわね。あの子の方が良いの？」

			「ふ、不満なんてあるわけないじゃないですか！　小(さ)夜(よ)とはそんな関係じゃないし。何でデートなのかなって、気になっただけで」

			「まあいいじゃない。私とデートできるなんて、貴重な機会なのよ？」

			「は、はあ……」

			「じゃ、行きましょ」

			　そう言うと、先輩はそのまま建物の方へと歩き出してしまった。何か深い思(おも)惑(わく)があるのか。はたまた、本当にただの気まぐれなのか。俺は彼女が何を考えているのかさっぱり分からなかったが、相手は魔(ま)導(どう)師(し)だ。ここは覚悟を決めてデートをするしかない。

			「って、待ってください、先輩！」

			　こうして俺が先輩に追いつくと、彼女はいきなり俺の手を握りしめてきた。

			　柔(やわ)らかい。最高級の羽毛布団のような感(かん)触(しよく)だ。こ、これは何だ!?　どういう意味なんだ！俺はどぎまぎして、脳がショートしそうになる。

			「えッ!?　ええッ!?」

			「いいのよ。言ったでしょ、夜まであなたの彼女だって」

			　先輩は軽やかに微笑(ほほえ)むと、握った手にさらに指を絡めてきた。いわゆる、恋人つなぎというやつだ。こんなの、小(さ)夜(よ)とですらやったことがない。

			　ましてこんな美少女が相手なんて、未体験ゾーンもいいとこだ。たちまち思考が沸(ふつ)騰(とう)して全身が熱くなる。これは、夢なんじゃないか。思わずほっぺたをつねってしまった。

			　こうして思考停止しているうちに、俺は先輩に連れられて自動扉をくぐった。たちまち、５月だというのにギンギンに効いた空調が、ほんの少しだが身体の熱を冷ました。

			　さすがにこの地域一番のショッピングセンターだけあって、平日だというのに中々混んでいた。主婦に若者にカップル。さまざまな人々が、雑(ざつ)多(た)に行きかっている。広いはずの通路が、人でいっぱいだった。

			「さて、どこへ行く？」

			「えッ？　そうですね……」

			「どこでもいいわよ。特にないなら、私が決めちゃうけど」

			「ああ、いや。ぜひ決めさせてください」

			　とっさに建物の案内図を見る。するとその横に、「魔法少女プリティールル絶賛公開中！」と看板が出ていた。へえ、あのアニメ、映画になったのか。ちょっと興味あるな。

			「そうだ。先輩、映画に行きません？」

			「映画？」

			「ええ、あの看板のやつ」

			　そう言って指をさすと、先輩は眉(まゆ)をひそめた。やべ、やっぱアニメ映画なんて引かれたか。いくらなんでも、趣味丸出しすぎたかな。

			「あの……もしかして嫌いですか？　アニメ」

			「いえ、ただ、魔法少女っていうのが気になっただけで」

			　しまった。全然意識してなかったけど、魔(ま)導(どう)師(し)である先輩に魔法少女物のアニメを勧めるなんて、正体を知ってますと言ってるようなものじゃないか。

			　不(ふ)穏(おん)な気配に、俺はたまらず顔をひきつらせる。

			「魔法少女物といっても、これは全然違いますからね！　正統派魔法少女を踏(ふ)まえつつ、そのお約束をあえて破る斬(ざん)新(しん)さとか！　従来のものにはなかった圧倒的なダークさとか！　とにかく、面白いですよ。元々深夜アニメなんですけど、俺は全部録画してますし！」

			「そこまで言うなら、まあ面白いんでしょうね」

			「はい、もちろん！」

			　俺がそう畳(たた)みかけるように断言すると、先輩は「ふーん」と息をついた。やがて彼女は気を取り直したのか、再び笑顔になって俺を見る。どうにか、上手く誤(ご)魔(ま)化(か)せたようだ。

			「行きますか？」

			「ええ」

			　こうして俺は、先輩を連れて映画館まで移動したのであった――。

			　

			　映画館は、建物一階の一番奥まったところにある。複数のスクリーンを持ついわゆるシネマコンプレックスというやつで、今日もたくさんの映画が上映されていた。

			　ガラスで区切られた少し高級感のある空間に、「上映中！」と書かれたポスターが所狭しと張られている。そこの受付で、俺は高校生二人分のチケットを購入した。

			「まだ、ちょっと時間ありますね」

			「売店でも行く？」

			「いいですね。小(こ)腹(ばら)も空きましたし」

			　そうして向かった売店には、さまざまな物が売られていた。ファーストフード店を思わせるカウンターに、ずらりと商品の写真が貼られている。

			　何がいいかな。そう思って視線を走らせる俺に、すかさず先輩が話しかけてくる。

			「あのロイヤルポップコーンってやつ、おいしそうね」

			「あれですか？　……おおっ!?」

			　真っ白なポップコーンの上に躍(おど)る「８００」の文字。思わず変な声が出てしまった。

			　普通のポップコーンの倍じゃないか！　ただでさえこういうところの物は高いのに、ぼったくりもいいところだ。

			　高い。あまりにも高すぎる。俺はこそっと財(さい)布(ふ)を開くと、中を覗(のぞ)き込む。すると野口が三人、「俺に任せろ！」とばかりに力強く存在を主張してきた。うーん、払えないことはないな。

			「……分かりました、買いましょう！」

			　俺は店員にビシッと野口を差し出した。それと引き換えに、山盛りの白いポップコーンが現れる。さすがロイヤル。コーンの甘い香りが芳(かぐわ)しい。

			「ありがとう。一つあげるわ。はい、あーん」

			「な、なんですとっ!?」

			　ラッキー、払って良かった八〇〇円！　まさか、先輩のアーンが味わえるなんて！　俺はすぐさま、口元に差し出されたポップコーンにかじりついた。

			　直後、口の中に広がる独特の軽い食感。コーンの甘い香りが鼻に抜(ぬ)けて、何とも心地よい。普通はギトギトしているはずの脂(あぶら)も、不思議とまろやかだ。

			　さすがロイヤル、侮(あなど)れない。それに加えて、憧(あこが)れの先輩からのアーン。これはたまらん、幸せすぎる！　ビバ、アーン！　頭の中が甘くとろけて、全身がこのまま液体になってしまうような気さえしてくる。

			「おいしい！　マジ最高です！」

			「そう？　だったら二人で半分こしましょうか」

			「え、いいんですか？」

			「もちろん。私一人じゃ、こんなに食べきれないわ」

			「ありがとうございます！」

			　俺は先輩に向かって、直角にお辞(じ)儀(ぎ)をした。それを見た先輩は、やれやれと苦笑する。

			「喜んでくれてありがたいけど、私とあなたは恋人同士なのよ？　遠(えん)慮(りよ)しなくていいわ」

			「いやいや、そういうわけには」

			「意外と堅いのねえ。ま、いいわ。映画始まっちゃうし、そろそろ行きましょうか」

			　先輩に手を引かれ、中へと入る。平日の夕方だからか、劇場内の人はまばらであった。

			　そして俺と先輩が腰を下ろしたところで、ジリリっと開始のベルが鳴った。それに合わせて照明が落とされ、スクリーンに灯(あかり)がともる。

			　せっかく映画館に来たんだし、映画は映画でしっかり見よう。そう思って、俺はスクリーンを注視した。

			　

			　数十分後、不意に視線の横を何かがかすめていく。

			「へっ？」

			　間抜けな声を出しながらも振り返ると、隣で先輩が何やらエキサイトしていた。

			　映画を見ながら、無言でシャドーボクシングのような仕草をしている。

			「ああ、ごめんなさい」

			「いえ、いいですよ。けど意外ですね、先輩って結構熱くなるタイプなんですか」

			「まあね。つい、身体が動いちゃうわ」

			「その割には、声は出さないんですね」

			「迷惑だから。マナーでしょ？」

			「……なるほど」

			　器用な先輩に関心しつつ、俺はスクリーンへと視線を戻した。

			　そして、無事に映画は終わり、スタッフロールが流れ始める。

			　さすがプリルル、文句なしに面白かった。いい映画を観終わった後独特の、何とも言えない高(こう)揚(よう)感(かん)と達成感が入り混じったような感覚。それが俺を包んでいた。

			　先輩も同様のようで、顔から心地よさがはっきりと見て取れる。最初は最悪のチョイスをしたかと思ったが、しっかりと楽しんでもらえたようだ。これはこれで良かったのかもしれない。

			「面白かったですね、映画」

			「ええ。よくできていたわ。魔法を発射するシーンとか、よくあれだけのリアリティーを出せたものね。特に魔法陣のシーンとか……」

			　いろいろと思うところがあるのか、先輩の語りはなかなか止まらない。やっぱり、本職なだけはあるな。魔法陣の展開速度にまで突っ込むとは。俺はその観察力と知識の深さに感心して、うんうんと相(あい)槌(づち)を打った。が、五分もするとさすがに飽きてくる。

			「もう、これぐらいにしましょうか」

			「え、もう？」

			「次の映画が始まっちゃいますよ。また来年、新作が公開されますから。続きはその時に、ね」

			「そうなの。じゃあ、来年も一緒に」

			「はいッ！」

			　俺と先輩は再び手をつなぐと、そのまま映画館を後にした。ここで時計を確認すると、時刻はまだ六時半。帰宅するのはもう少し先でいいだろう。もうちょっと、この夢のようなひとときを堪(たん)能(のう)したい。

			「もう少しだけ、遊んでいきましょうか」

			「何をする？」

			「ゲーセンなんてどうでしょう？」

			「いいわね、行きましょ」

			　こうして俺は先輩を連れて、三階にあるゲームセンターまで移動した。

			　

			　カトーナノカドーの売りの一つは、ゲームセンターといっても過言ではない。それほどここのゲームセンターは広く、ゲームの種類も充実していた。コインにクレーン、さらには懐かしのインベーダーゲームまで。古今東西のあらゆるゲームが、建物のフロアの半分ほどを占(せん)拠(きよ)している。

			　薄暗い照明の中で、液晶やランプが色とりどりの光を放つゲーセンは、ちょっとした異空間のようだった。俺と先輩はその狭(せま)い通路をゆっくりと通りながら、ゲーム機を品定めしていく。

			「ゲームセンターといえば、まずはこれかしらね」

			　そう言って先輩が指差したのは、クレーンゲームだった。

			　透明なケースの中に、ぬいぐるみや小物といった、ファンシーなグッズがぎっしり詰まっている。

			「クレーンゲームですか」

			「ええ。あなた、こういうの得意？」

			「結構自信ありますよ」

			　ドンっと胸を張る。別に先輩の前だからといって、無理をしているわけではない。クレーンゲームに関しては、ちゃんと腕に覚えがあった。ゲーセンに行くたびに、小(さ)夜(よ)にあれ取ってこれ取ってとせがまれていたからだ。

			「じゃあ、あの熊取れる？」

			　そう言って先輩が示したのは、ケースの一番奥に鎮(ちん)座(ざ)する特大サイズのぬいぐるみだった。ちょっとした抱き枕ぐらいの大きさがあって、しかも他のぬいぐるみがその周囲をガッシリと埋めていた。

			　その様子は、さながらクレーンゲームの主だった。どっしりと構えていて、ちょっとやそっとじゃ動きそうにない。

			　俺はすぐに、アームの確認をする。くさび形をした細いアームが二本、ＵＦＯ型の機械から生えている。なるほど、このタイプでこの大きさの景品か。かなり難しそうだな。

			「これは……」

			「やっぱり、無理かしら？」

			「そんなことないです！　任せてください」

			　俺は三〇〇円を投入すると、精神を集中させた。まずは、横から。アームがまっすぐ、熊の正面に来るように水平移動させる。わずかでもずれると、食い込みが浅くて持ち上がらないだろう。俺は最適だと思うタイミングで、ボタンを離した。

			「ふう」

			　横は上手く行った。問題は奥だ。普通、これだけの大きさのぬいぐるみを落とすとなると、少しずつ前方にずらし、何回かに分けて落とす。けれど、今の俺にそれだけの金はない。多少リスクはあっても、一発で決めるほかなかった。

			　そうなると方法は一つ。アームを熊の脇の下へと入れ、強引に引っ張り上げるのみだ。

			　油がさされていないのか、ぎこちないマシンの動き。それにイライラしつつも、タイミングを合わせて指を離す。

			「行った！」

			「わあっ！」

			　狙(ねら)いどおり、熊の脇の下にアームが入った。自身の重量で直立する姿(し)勢(せい)となった熊は、頭と両脇の三点でバランスを保ち、ゆっくりと浮き上がる。そしてそのまま、取り出し口の方向へと移動を始めた。あとは、マシンの揺れで熊が落ちないことを祈(いの)るのみ。俺は指を組むと、「神様！」と心の中で叫(さけ)ぶ。

			　その時だった。取り出し口に熊を落とす直前、アームがわずかに揺れた。その衝(しよう)撃(げき)で熊の姿(し)勢(せい)が崩(くず)れ、そのままぬいぐるみの山へと落ちていく。そんな、ここで落ちるのかよ！　俺はあちゃーっと額を指で押さえた。が――、

			「%&$##！」

			　その直後、何やら聞き慣れない旋(せん)律(りつ)が耳を駆(か)け抜(ぬ)けた。複数の言葉を圧(あつ)縮(しゆく)して、高速再生したような感じだ。聞いているだけで、心がざわついて落ち着かない音である。

			　すると、熊のぬいぐるみが、さながらスーパーボールのような反発力を見せた。落ちると同時に反発したそれは、たちまち取り出し口の方へと弧(こ)を描いた。ありえない、物理に反してる。おかしな光景に、俺は驚いて何度も目をこすった。

			「ありがと！　熊、落ちたわよ！」

			「いや、今のは明らかにおかしいというか……」

			　あまりにも不思議なでき事に、顔をしかめる。もしかして、魔法だろうか。疑いを深めた俺は、先輩の目をじっと見(み)据(す)えた。すると彼女は熊を抱えて、ひどく爽(さわ)やかに笑う。

			「まあいいじゃない。それより、次行きましょう」

			「は、はい」

			「あれなんて面白そう」

			　そう言って先輩が指差したのは、リズムゲームのマシンだった。音楽に合わせて床が光り、それをタイミングよく踏(ふ)んでいくというタイプのやつだ。値段はワンプレイ三〇〇円で、二人まとめて遊べる。時間を考えれば結構お手ごろだ。

			「いいんじゃないですか」

			「ああいうの、得意？」

			「いや、リズム感覚とかはあんまり。先輩の方はどうですか？」

			「ちょっと自信アリね」

			　先輩の自信を確かめるべく、俺たちはさっそくゲームをプレイしてみることにした。機械にお金を投入し、曲を選択するとすぐさま音楽が流れ始める。それと同時に、先輩の革(かわ)靴(ぐつ)が軽やかに舞う。

			「♪～～♪～～」

			　メロディを口ずさみながら、先輩は躍(やく)動(どう)する。髪が流れ、靴が軽快な音を立てた。自信があると言っていただけあって、その動きは優(ゆう)雅(が)で美しい。しかも、リズムもほぼ完(かん)璧(ぺき)だ。一応、対戦形式のゲームなのだが、俺は勝負を忘れてその動きに見入ってしまった。

			　徐々にテンポアップしていく音楽。それに合わせて、先輩の動きもますます激しさを増していく。やがてそれが頂点に達した時、短いスカートがはらりとめくれ上がった。白い布が、一瞬にして俺の視界を埋める。しかも、スカートが上手い具合に折れて戻らなくなった。

			「うおッ！」

			　何という幸運！　俺はスカートがめくれあがっていることに気づかない先輩の姿を、全力で目に焼き付けた。華(きや)奢(しや)で長い脚(あし)に反して、ほどよく肉のついた眩(まぶ)しい太もも。その先にある三角形の絶対領域。シルクで縁(ふち)取られた大人っぽいデザインのそれは、まさに男子の理想郷！　ユートピア！　

			　この殺(さつ)伐(ばつ)とした世界に現れた、至福の天国！　俺は興奮のあまり、「ふはぁ」っと変な顔をしてしまった。

			　しばらくして、さすがに俺の様子がおかしいことに気づいたのだろう。先輩の動きが止まる。

			「あら、どうしたの？　具合でも悪い？」

			「い、いえ。そういうわけじゃ……」

			「ん？　……あッ！」

			　ようやく、先輩は自身のスカートがめくれてしまっていることに気づく。彼女はなるほど、とばかりに手を叩くと、俺の方を見る。細い眉(まゆ)が、ニィッといやらしく歪(ゆが)んだ。その様子は、まさに魔女というのがふさわしい怪しげな雰(ふん)囲(い)気(き)だ。

			　何だか、凄(すご)く嫌な予感がする。俺の顔から、サッと血の気が引いた。

			「見てたの？」

			「ご、ごめんなさい！　悪気があったわけじゃないんです！　し、指摘しづらくて」

			「別に、気にしてないわ。平気よ」

			「そ、そうですか！　でも、とにかくごめんなさい！」

			「気にしすぎよ。パンツを見たぐらいで、いい年した男の子がそんなに動(どう)揺(よう)しないの」

			「で、でも……」

			「何なら、私とこれからいいことする？」

			　俺の顔を見上げながら、愉しげな様子で言う先輩。いいことって、もしかしてその……Ｈなことなのか？　鼻をつく甘い香りと、耳に残る心地よい言葉。全身の血流がにわかに速くなり、身体が火(ほ)照(て)るのを感じた。ヤバい、凄(すご)くしたい……！　け、けど……。理性と本能が、激しくせめぎ合う。

			「ぜ、ぜひ……。い、いえ！　え、遠(えん)慮(りよ)しときます！」

			「そう？　残念。えっと、じゃあ次のゲームは……」

			「あ、ちょっと！」

			　ホップステップ。先輩は弾むようにして、ゲーセンの狭(せま)い通路を駆(か)けていったのだった。

			　

			「さて、そろそろ時間は大丈夫？」

			「あ、そう言えば……」

			　その後、いくつかのゲームを先輩と楽しみ、気がつけばだいぶ時間が経っていた。

			　時計を見ると、時刻は午後八時。さすがに、少し遅い時間だ。いつもならばとっくに家に帰って、夕飯を食べている。

			　遅くなる時は必ず事前連絡しているので、万(ま)里(り)や母さんが心配しているかもしれない。そう思ってポケットからスマホを取り出すと、気付かないうちに不在着信が何件もあった。けれど、その番号は自宅や小(さ)夜(よ)のものではなく、非通知になっていた。

			　おかしいな。そう思った俺は、スマホをしまいながらも渋い顔をした。すると先輩は、心配そうに俺の方を覗(のぞ)き込む。

			「何かあったの？」

			「いえ、別に大したことは。けど、そろそろ遅いですしここらへんで帰ります」

			「そう。じゃあ、デートはこれでおしまいね」

			　そう言うと、先輩はどこか冷たさを孕(はら)んだ瞳(ひとみ)で俺を見た。先ほどまでとは、雰(ふん)囲(い)気(き)がまるで違う。彼女の中で、獰(どう)猛(もう)な獣(けもの)が目覚めたかのようだ。

			　恐怖を感じた俺は、すぐさま先輩と距離を取ろうとした。だが、彼女の方が一足早く俺に身体を近づけてくる。背中には、レーシングゲームのマシン。巧(こう)妙(みよう)に逃げ道をふさがれた俺に、凍(い)てつくような声が響く。

			「ねえ、あなた何者なの？」

			「え？」

			「今日一日デートしたけど、ごく普通の男の子にしか見えなかったわ」

			「いったい、何が言いたいんですか？　まるで俺が何か特別な人みたいな言い方ですけど」

			　そう言うと、先輩は白(しら)々(じら)しいとばかりに鋭い視線を送ってきた。彼女は俺の額に指を付きつけると、「そのとおり」と言った。

			「あなたは何か特別な力を持っているはず。例えばそうね、魔力を感じ取るような。じゃなければ、私をそんなに恐れたりはしないわ。あなた、気づいてるんでしょう？　私の正体に」

			　先輩は俺の顔をスッと見上げた。クソ、なんて言えばいいんだ!?　とっさに上手い言い訳が思いつかず、全身から嫌な汗を流す。額から、ぼたりと制服に滴(しずく)が落ちた。逃げよう。そう思って身体を動かそうとするが、硬(こう)直(ちよく)して上手く行かない。

			　クソ、こうなったら竹田さんのお守りを使うしかないか。俺はカバンの中に入っているそれを、素早く取り出そうとする。だがその手を、先輩に止められてしまった。

			「あッ……」

			「変なことしちゃ嫌。あなた、やっぱり何か隠しているんでしょう？」

			　まずい、より事態が悪化してしまった。俺はじりじりと先輩に詰め寄られ、ゲーム機の脇まで追い詰められてしまう。クソ、何とかしなければ。そう思うものの、上手い策が思いつかない。

			「うッ……」

			「悪いようにはしないわ。素直になって？」

			「いや……けど……」

			「じゃあ、質問を変えるわ。あなた、女の子知らない？」

			「お、女の子ですか？」

			「ゴスロリ風のファッションをしてる、十代前半ぐらいの子よ。ほんとに知らない？」

			　先輩の質問に、俺は思い当たる節があった。おととい、学校から家に帰る時に見かけた例の女の子のことだ。黒いドレスを着ていて、年もそれぐらいだったと思う。

			「それなら、おとといの夕方に見ましたよ」

			「やっぱり！　それで、彼女に何かされなかった？」

			「別に、見ただけですよ。特に何も」

			「おかしいわね。見ただけじゃ、何かあるわけないし……」

			　口元に指を当て、うーんと唸(うな)る先輩。そうしていると、彼女の胸元から涼(すず)やかな音色が響いてきた。高い金属質の音は、鈴(すず)だろうか。今まで全く気がつかなかったが、先輩はポケットに鈴(すず)を入れていたらしい。それがいきなり激しく鳴り始め、シャラリンシャラリンと音を連続させる。先輩が特に動いていないにもかかわらず、だ。

			「これは……！　先に失礼するわ、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君」

			「ちょ、ちょっと！　どうしたんですか！」

			「絶対また連絡するから、じゃ！」

			「え、ええ!?」

			　動(どう)揺(よう)する俺を置いて、先輩は一目散に走り出した。スカートが翻(ひるがえ)るのも構わず、全速力で床を蹴(け)る。その背中は瞬(またた)く間に小さくなっていき、すぐに見えなくなった。

			　いったい、何がどうなっているのか。俺は茫然として、その場に尻を落としてしまう。

			　助かった。けど、今の先輩の様子は明らかにただごとではなかった。魔(ま)導(どう)師(し)の先輩があんなになるなんて、不吉だ。何かヤバいことが、この町で起こったのかもしれない。鈴(すず)が鳴るのは魔が近づいているから。そんなオカルト話を、どこかで聞いたこともある。

			「ま、まあ……とにかく今日のところは良かった」

			　そう呟(つぶや)くと、ゲーム機につかまりながらゆっくりと立ち上がる。何であれ、先輩の追及を逃れられたのは幸いだ。

			　緊張の糸がほぐれた俺は、いつの間にか渇(かわ)いてしまった喉(のど)を潤すべく、カバンからお茶を取り出した。するとこのタイミングで、スマホがブルブルと震え始めた。画面をタップしてみると、またも非通知の番号からだ。

			「詐(さ)欺(ぎ)じゃないよな？」

			　非通知なので、さすがに躊(ちゆう)躇(ちよ)する。けれど、いつまでたっても鳴り続けているので、俺は意を決して画面をタップした。

			『遅い！　全然連絡が取れないから、心配したじゃないか！　家にも帰ってないらしいし、今どこにいる!?』

			　いきなり耳を貫(つらぬ)く怒(ど)号(ごう)。だが、その声と口調にははっきりと聞き覚えがあった。小(さ)夜(よ)だ。いったい、何を大騒ぎしているのか知らないがいい迷惑だ。鼓(こ)膜(まく)が破れる。

			「もうちょっと声を抑(おさ)えてくれ、耳が痛い」

			『ふん、私がどれだけ心配したと思っているんだ』

			「すまんすまん。今ナノカドーにいる。もうじき帰るよ」

			『何でまたそんな所に。まーたお前、エロゲでも買いに行ってたのか？』

			　ふーん、とからかうような口調で尋(たず)ねてくる小(さ)夜(よ)。まったく、こいつの頭の中で俺はいったいどんな存在になってるんだよ。エロゲばっかり買ってたまるか、たまにはＲＰＧぐらい買うぞ。

			「違うよ。千(ち)歳(とせ)先輩につかまって、ちょっとな」

			『な!?　だ、大丈夫か!?』

			「何とかなったよ。意外と楽しかったし。それよりお前、いったいどこからかけてるんだ？　番号がおかしいんだけど」

			『ん？　ああ、それなら病院の公衆電話からかけてるからだな』

			「病院？　お前、また誰かを怪(け)我(が)させたのか」

			　戦闘力の有り余る小(さ)夜(よ)は、よく道場の門下生を怪(け)我(が)させては病院まで付き添いに行っていた。今回もまたそんなところだろうか。俺がそう推(すい)測(そく)すると、受話器の向こうから違う違うと声が響いてきた。

			『事故があったんだよ。家の周りをランニングしてたら、目の前で四組の七(なな)瀬(せ)がトラックにはねられてな。急いで通報して、そのまま付き添いで病院へってわけだ』

			「あの七(なな)瀬(せ)が？」

			　七(なな)瀬(せ)と言えば、サッカー部の次期エースであり、先日俺と小(さ)夜(よ)が下校中に見かけた学校一のイケメンだ。

			『何かな、横断歩道を渡っている途中でいきなり棒立ちになったんだ。そこへ突っ込んできたトラックにはねられて、ドンッだな。原因はよく分からんらしいが、とにかくショック性の何からしい』

			「ショック性ねえ……」

			　どうにも、怪しい感じがした。事故の状況や原因不明ということもそうだが、何よりタイミングがあまりにもよすぎる。

			　先輩が慌てて出て行ったことと何か関連があるのだろうか。俺は近くのゲーム機に寄り掛かると、うーんと唸(うな)った。

			「そう言えば、おとといの帰り道でも七(なな)瀬(せ)を見たよな」

			『ん？　そう言えばそうだが、どうかしたのか？』

			「実はさ――」

			　俺は先輩との一部始終を、小(さ)夜(よ)に伝えた。受話器の向こうから深刻な唸(うな)りが聞こえる。

			『うーん……。つまり、その女の子が七(なな)瀬(せ)に何かした可能性があると』

			「ちょっと突(とつ)拍(ぴよう)子(し)もないかな」

			『その関連で、千(ち)歳(とせ)先輩もいなくなったと考えれば確かに怪しいが……今のところ、こっちには先輩来てないぞ』

			「女の子もか？」

			『ああ。それらしき奴は来ていない。平和なもんだ。七(なな)瀬(せ)の方も、一時は危なかったが今は落ち着いてるしな。たぶん、入院は一週間ぐらいですみそうだぞ』

			　トラックにはねられたという割には、大した怪(け)我(が)ではなかったようだ。俺はほっと胸をなで下ろす。

			「それは良かったな。けど一応、竹田さんに相談するだけはしておくか」

			『そうだな。明日、時間があるかどうか聞いておこう』

			「頼む」

			『それじゃあ、明日な。気をつけて家に帰れよ』

			「分かってる。暗いところには気をつけるさ」

			『心配なら、迎えに行ってやろうか？』

			「それはいいよ。もしお前と一緒にナノカドーから出るとこなんて見られたら、恥ずかしいからな」

			『む……。分かった、またな！』

			　そういうと、小(さ)夜(よ)はブチッと電話を切ってしまった。やけに一方的だ。まったく、最近のあいつは妙に機嫌が悪いことが多いな。前はそこまででもなかったのに。

			　俺はスマホをポケットへとしまうと、その場で大きく伸びをした。何だか、今日は変に気疲れをしてしまったな。こうして俺が体をほぐしていると、ピンポンパンとアナウンスが響く。

			『お客様に、閉店時間のご案内を申し上げます――』

			「やっべッ！」

			　時計を見れば、いつの間にか時刻は九時近くになっていた。さすがに、少し遅くなりすぎたな。俺は足早にナノカドーを出ると、自宅に向かって走ったのであった――。

		

	
		
			第６話　病室に潜(ひそ)むもの

			　

			　翌朝。学校に行くと、教室は事故に遭(あ)った七(なな)瀬(せ)の噂(うわさ)でもちきりだった。クラスは違えども、七(なな)瀬(せ)はリア充筆頭とでも言うべき人気者。さすがの話題性だ。もう学年全体に広がってしまっているらしい。いつもはリア充のことなんて話題にしない、オタ連中まで声を上げている始末だ。

			　こうして騒がしい教室の中でも、特に一部の女子は「七(なな)瀬(せ)君大丈夫かな？」とそれはもう凄(すご)い状態だった。中には、一緒にお見舞いに行こうと盛んに声をかける猛(も)者(さ)までいる。

			　もし俺が何か事故に遭(あ)ったら、これだけ騒いでもらえるんだろうか？　俺の頭をふとそんな考えがよぎったが、想像するだけ虚(むな)しくなるのでやめた。イケメンでサッカー部のエース候補である七(なな)瀬(せ)と、インドアオタクの俺じゃ比べるだけ無駄だ。

			「はあ……」

			　こうして俺が朝から憂(ゆう)鬱(うつ)な気分で椅子に腰を下ろすと、佐伯が近づいてきた。もしかして、昨日の先輩とのデートもどきのことを、もう察(さつ)知(ち)したのだろうか。そう思って俺はとっさに身構えたが、何かいつもと様子が違う。日焼けした顔から血の気が引いていた。まーた、徹夜でエロゲでもしていたのか。

			「おい、大丈夫か？」

			「昨日は、あんまり眠れなくってな。疲れてんだ」

			「ほんとに大丈夫かよ？　何かあったのか、悩みなら聞くぞ？」

			　俺がそう言うと、佐伯はハッとしたような顔をした。そしていきなり、ガバッと抱きついてくる。

			「うおお！　それでこそ親友だ！」

			「お、おう！」

			「実はさ、三日前……」

			　そこまで言ったところで、佐伯は周囲をぐるっと見渡した。そして俺の方に身を乗り出すと、小声でささやく。

			「すまん、こっち来てもらっていいか？」

			「ああ……」

			　こうして促(うなが)されるまま教室を出ると、佐伯はそのまま俺を廊(ろう)下(か)の端まで引っ張って行った。そして改めて周囲の目がこちらを見ていないことを確認すると、俺に向かってグッと身を乗り出した。

			「七(なな)瀬(せ)のことなんだけど……俺が悪いかもしれないんだ」

			「は？　あれは事故だろ？　何でさ」

			「実はな……。三日前、変な女の子に聞かれたんだよ。恨んでる奴はいないかって」

			「女の子？　どんな子だ？」

			「黒いゴスロリ風のファッションをしてる子でさ。たぶん、外人じゃないかな。金髪碧(へき)眼(がん)だったし」

			　佐伯の言葉に、俺は驚いた。三日前、俺が見た例の女の子に特徴が似ていた。

			「どういうことだ？　詳(くわ)しく聞かせてくれ」

			「分かった分かった、落ち着けよ！」

			　少々どもったように、ゆっくりと話し始める佐伯。その話をまとめると、だいたいこのような内容だった。

			　三日前。いつものように俺が小(さ)夜(よ)に捕(つか)まったため一人で帰ることとなった佐伯は、何となく普段と違う道を通ることにした。

			　途中、人気のない路地を歩いていると、黒いゴスロリ風の衣装を着た少女と出会った。顔はなぜか全く覚えていないらしいが、十二～三歳ほどの幼い少女だったそうだ。

			　彼女は気がついたらすぐ後ろに立っていて、いきなり声をかけてきたらしい。「誰か恨んでいる人はいない？」と。

			「それで、七(なな)瀬(せ)って答えたのか？」

			「気味が悪くてよ、逆らえなかったんだ。まさかこんなことになるなんて、思わなかったんだよぉ！」

			「それは分かるけど、何で七(なな)瀬(せ)なんだよ。あいつ、お前に何かしたのか？」

			「そりゃ……リア充爆発しろって感じでさ。それに、あいつが最近彼女にした剣道部の子、密かに俺も狙(ねら)ってたんだよ。それを先に取られてさ。チクショウ、イケメンが何だってんだ！」

			　なるほど、そういうことか。俺は佐伯の肩をパンっと叩くと、その眼をまっすぐに見(み)据(す)える。

			「なるほどな。けどそれ、完全に逆(さか)恨(うら)みじゃねえかよ！」

			「しょうがないだろ、非リアなんだから！　リア充を憎(にく)んで何が悪い！」

			　俺のツッコミに対して、ものの見事に開き直る佐伯。さすが、わが校の非リア筆頭。

			　筋金入りの駄目人間だ。俺もたいがい人のことを笑えないが、あまりに一(いつ)貫(かん)したその考えに、逆に感心してしまう。

			「お、おう……。さすがだな……。ところでお前、ちょっとおかしくないか？」

			「なんだ？」

			「お前、小(さ)夜(よ)の親(しん)衛(えい)隊(たい)隊長だろ？　剣道部の女子狙(ねら)ってたって、小(さ)夜(よ)一筋じゃあなかったのかよ」

			「そりゃまあ……な。神凪さんにはもう……」

			　そういうと、佐伯は俺の顔をじーっと睨(にら)みつけてきた。その眼からは、恐ろしいほどの殺(さつ)気(き)が迸(ほとばし)っている。さながら、目からビームでも出そうだ。

			　いったい、何がこいつをここまで怒らせたんだ？　そのあまりの迫力に、俺はじりじりと後退りする。

			「な、ど、どうしたよ」

			「自覚ないのか？」

			「自覚も何も、俺がどうしたっていうんだよ。まさかお前、俺と小(さ)夜(よ)の関係を疑ってるんじゃないだろうな？」

			「そうだよ！　毎日いちゃいちゃしやがって！　親友だが、心の友だが！　それだけはゆるせーん!!」

			「ちょ、落ち着け！　誤解だ！」

			　乱心のあまり、突進してくる佐伯。だがここで、教室から俺たちに向かって声がかけられる。

			「お前ら、何しとるんだ。さっさと教室へ戻れ」

			「は、はい！」

			　教師にどやされて、慌てて教室へと戻る。ひとまず難を逃れた俺は、ほっと一息ついたのであった――。

			　

			「それで一日中、佐伯にびくびくしてたってわけか」

			「ほんと、参っちまうよ」

			　放課後。俺と小(さ)夜(よ)はいつもの屋上へとやって来ていた。今日もここで、竹田さんと待ち合わせである。彼女が教室の掃除を終えてやってくるまでの時間、暇ができた俺たちはフェンスにもたれかかりながら、適当にだべっていた。

			「けど、佐伯の話は気になるな」

			「ああ。やっぱり、七(なな)瀬(せ)と例の女の子は関連してるんだろうな」

			「けど、何のために？」

			「そうなんだよな。理由がない」

			「よくあるパターンだと、『願いを叶(かな)えてやったからお前の魂(たましい)を戴(いただ)くぞ！』とかか？」

			　そう言うと、小(さ)夜(よ)はやたらと怖い顔して「がおー！」と吠(ほ)えた。なるほど、契約の対価ってやつか。ありえなくはないな。けど、それなら佐伯が今朝になってもピンピンしているのが気になる。昨日のうちに、とっとと始末されていそうなものだ。

			　いや、待てよ。単純に昨日は時間がなくて、これから殺すってだけなんじゃ……！

			「さ、佐伯が危ない！　襲われるかもしれないぞ！」

			「え、何だって!?」

			「とにかく、ヤバいんだよ！」

			「事情を説明してくれ、さっぱり分からん」

			「一刻を争うんだ、とにかく俺に付いてきてくれ！」

			「お、こらッ！」

			　俺は無理やりに小(さ)夜(よ)を引っ張ると、大慌てで屋上の出入り口へと向かった。するとそこで、ドーン。扉を開こうとしていた誰かと、豪快にぶつかってしまう。頭の上を星が舞い、気がつけば尻(しり)餅(もち)をついていた。

			　アタタ！　たちまち全身を痛みの波が襲ってくる。俺は腰のあたりを擦(さす)ると、思わず唸(うな)った。さすがの小(さ)夜(よ)もこれはたまらなかったらしく、「ひゃんッ！」と可愛(かわい)い声が聞こえた。

			「ど、どどうしたんですか？　いきなり」

			　酷(ひど)く動(どう)揺(よう)した様子でこちらを見ていたのは、竹田さんであった。

			　グッドタイミングというよりほかはない。俺は彼女の肩をわしっと掴(つか)む。

			「説明は後だ！　とにかく、ついてきて！」

			「あ、ちょっと！　そんなに引っ張らないで！」

			　抵抗する竹田さん。だが、今は緊急事態だ。俺は彼女の腕をわし掴みにすると、強引に連れて行く。小(さ)夜(よ)も俺の態度に異変を察したのか、何も聞かずに竹田さんの背中を押してくれた。

			　そうして階段を下り、教室へと戻ると、そこには周囲をやたらこそこそと窺(うかが)う佐伯の姿があった。

			　もしかして、何かあるのかも。とっさにアイコンタクトを取った俺と小(さ)夜(よ)は、佐伯に気付かれないよう、一旦教室の外で待機をする。

			「もう、何なんですか！」

			　俺が手を離すや否や、声を上げる竹田さん。俺は慌ててその口をふさぐと「シーっ」と人差し指を口に当てる。

			「静かにして。実は……」

			　俺はできるだけ手短に、竹田さんと小(さ)夜(よ)に今回の事情を説明した。最初は戸(と)惑(まど)った顔をしていた竹田さんも、事の重大性を徐々に理解していくにつれて、次第に顔が血の気を失っていく。

			「それ、本当ですか？」

			「だから、これだけ騒いでいるんだ」

			「なるほどな、そういうことか」

			　納得したのか、深々と頷(うなず)く竹田さんと小(さ)夜(よ)。状況を完全に理解したらしい竹田さんは、教室の扉のすぐそばまで近づくと、ゆっくりと中の様子を確認する。

			「どうだ？」

			「今のところは、怪しい気配はありませんね。ただ、あれだけ周囲を警(けい)戒(かい)しているとなるとやはり何かありそうです」

			「やっぱり、あの女の子に狙われているのか？」

			「その可能性は分かりませんが、近くに怪しい気配はしませんね」

			　竹田さんは懐(ふところ)から小さなコンパスを取り出すと、俺たちの方に差し出した。金属製のそれは、一見すると何の変(へん)哲(てつ)もない。その赤い針(はり)はまっすぐ北を指していて、小揺るぎもしなかった。

			「このコンパスは特別製で、近くに霊や魔のものが近づくと反応します。ただいまのところ、全く反応はありません」

			「壊れてるとかはないの？」

			「それはないです。ほら、見ていてください」

			　そういうと、竹田さんはコンパスを床に置き、何やら力み始めた。そして掌(てのひら)をかざし、ハ○ドパワーでも送るかのような姿(し)勢(せい)を取る。すると驚いたことに、先ほどまで正確に北を指していた針(はり)が、勢いよく回り始めた。

			「霊力を送ったので、回りました。間違いなく壊れてないです」

			「どれ……」

			　小(さ)夜(よ)はコンパスを拾い上げると、先ほど竹田さんがして見せたようなポーズをとった。だが、コンパスの針(はり)が動くことはなかった。途中で意地になり始めたのか、やたらと力むが変化はない。

			「やっぱ駄目だな、ちゃんとそういうものに反応するようだ」

			「そういって、途中で本気になってただろ」

			「そ、そんなことはない。しかしそうなると、佐伯は何であんなに周囲を警(けい)戒(かい)してるんだ？　ちょっとおかしいだろう」

			　小(さ)夜(よ)はブンブンと手を振ると、慌てて話題を切り替えた。ちょうどその時、佐伯の方にも動きがあった。今まで周囲を警(けい)戒(かい)していた佐伯が、いきなり机の方を注視し始めたのだ。その表情はやけに緩(ゆる)んでいて、口元からよだれが落ちそうになっている。明らかに、様子がおかしい。何かの中毒者のようだ。俺たちは話を打ち切ると、佐伯の行動に集中する。

			「よしッ……」

			　何か意を決したような顔をすると、佐伯は机の奥に手を突っ込んだ。そして、掌(てのひら)サイズほどの紙を取り出す。ここで、竹田さんが険(けわ)しい顔をして叫(さけ)ぶ。

			「あれ、召(しよう)喚(かん)符(ふ)ですよ！　あれで悪魔か何かを呼び出すんです！」

			「何!?」

			「おそらく、すでに佐伯君は操られてるんです！　急がないと、召喚されたら厄(やつ)介(かい)ですよ！」

			「よし、任せろ！」

			　木刀を片手に、勢いよく飛び出す小(さ)夜(よ)。机を乗り越え、ひとっ飛びで佐伯のもとに辿(たど)り着いた彼女は、瞬間的に木刀を抜(ぬ)きはなった。一(いつ)閃(せん)。刹(せつ)那(な)のうちに閃(ひらめ)いた木刀は、木刀であるにもかかわらず、佐伯の持っていた紙を一(いつ)刀(とう)両(りよう)断(だん)した。

			　サラッ！　斬(き)られたことによって紙は宙を舞い、描かれていたものが公となった。するとたちまち、小(さ)夜(よ)の頬が赤くなる。

			「あ、ふわ!?」

			　佐伯が手にしていたもの。それは、グラビアアイドルの写真であった――。

			　

			「まったく、とんだ恥をかいた」

			「す、すみません」

			　学校からの帰り道。ふんっと鼻を鳴らす小(さ)夜(よ)に、ペコっと頭を下げる竹田さん。彼女は申し訳なさそうに苦笑すると、俺の方にも頭を下げる。

			「竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さんにも、恥ずかしい思いさせちゃいましたね」

			「俺はまあ別にいいよ。それより、佐伯にあとで弁(べん)償(しよう)してやれよ。あの写真、先輩から特別に貰ったものらしいから」

			「いくらぐらい、しますかね」

			「うーん。何と言っても生写真だからな。サインもあったし、三〇〇〇円はしたんじゃないかな」

			「しゃんぜんえん!?」

			　竹田さんはたちまち目を丸くすると、ポケットから可愛(かわい)らしいカエルの形をしたガマ口を取り出した。そしてその中身を覗(のぞ)き込むと、たちまちおろろっと泣きそうな顔をする。

			「今月のお小遣いがぁ……」

			「自業自得だな」

			「そう言わずに塾(じゆく)頭(とう)、助けてくださいよ！　もとはといえば、佐伯さんが危ないなんて、お二人が紛(まぎ)らわしい言い方をするからです。私、この格好のせいでお小遣いを全然貰えてないんですよ！　このままじゃ、コンビニスイーツが不足して餓(が)死(し)してしまいます！」

			「絶対平気だろう。だいたい、小遣いがなくて困るなら、その格好をやめればいいじゃないか」

			「嫌です！　父さんの推(すい)奨(しよう)する尼(あま)さんスタイルなんて、ぜーったいに嫌です！」

			　ブンブンと激しく首を振り、竹田さんは断(だん)固(こ)拒(きよ)否(ひ)の姿(し)勢(せい)を取った。

			　その眼はやけに必死だ。もしかして、髪を剃(そ)れとでも言われたんだろうか。俺は娘に坊主を強制する父親の姿を想像して、確かにそれは嫌だなと肩をすくめた。

			「それより、七(なな)瀬(せ)の件はやっぱ女の子とは関係なかったのかな。佐伯のこともまるっきり勘違いだったし」

			「うーん。一度、病院へ行って様子を見るのが一番かもしれないですね」

			「よし、なら今から行くか」

			　そういうと、小(さ)夜(よ)はくるりと反転し、小走りで元来た道を戻り始めた。そして俺たちの方を振り返ると、「早く！」と声を上げる。相変わらず、せっかちな奴だ。

			「分かった、分かったからもうちょっとゆっくり行こうぜ」

			「あのー、申し訳ないんですけど……私はちょっと遠(えん)慮(りよ)させてもらいます」

			「え？　なんで？」

			「今日はちょっと、お通夜がありまして。どうしても外せないんです」

			「そうか。なら、明日にしようか？」

			　不安を覚えた俺は、そうみんなに提案をした。けれどそれに、小(さ)夜(よ)や竹田さんはちょっとばかり困ったような顔をする。

			「いや、でも……。もし万が一のことがあったら困るからなぁ」

			「そうですね。早い方が良いとは思います」

			「それも確かに、そうだな、けど、俺と小(さ)夜(よ)だけではさすがにちょっと……」

			　自分で言うのも何だが、俺は戦闘力についてはからっきし駄目だ。いくら小(さ)夜(よ)がいるとはいえ、敵が出てきたらどうすればいいのか。どうにも不安が抑(おさ)えきれない俺は、竹田さんをすがるような目で見る。

			　すると彼女は、それならばと以前渡されたのと同じお守りを取り出す。

			「もし何かあったら、前に渡したこのお守りを握って念じてください。すぐに駆(か)けつけるようにしますから」

			「緊急時の連絡手段ってことか」

			「はい。たとえ電話が通じないような状況になっても、それはきっちり通じますから安心してください。ではそろそろ時間なので、失礼しますね」

			　竹田さんは俺たちに軽くお辞(じ)儀(ぎ)をすると、そのまま走り去って行った。その背中を見送ると、俺と小(さ)夜(よ)はゆっくりと顔を見合わせる。

			「どうする？　竹田さんはああ言ってたけど……」

			「こうなったら、行くしかないだろう。急がないと、七(なな)瀬(せ)に何かあるかもしれない」

			「それはまあ……そうなんだけどさ」

			　何が出るか分からないところに、二人だけで行くのはさすがに不安だった。俺は自然と言葉を失い、その場に立ちつくしてしまう。背中が曲がり、顔がゆっくりと下向けになった。

			　すると小(さ)夜(よ)は、腰の木刀を撫(な)でながら笑う。

			「安心しろ。魔(ま)導(どう)師(し)の一人や二人、私が斬(き)ってやるさ」

			　こうして、小(さ)夜(よ)に手を引っ張られた俺はゆっくりだが歩き始めたのであった――。

			　

			　歩くこと約十五分。通りの向こう側に、白い大きな建物が見えてきた。この辺りでは一番大きな総合病院だ。小(さ)夜(よ)の話によると、七(なな)瀬(せ)はこの建物の最上階にある６７０２号室に入院しているらしい。

			　怪(け)我(が)は大したことなかったものの、七(なな)瀬(せ)は家が金持ちなので、一番上等な個室にいるそうだ。俺たちはその威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)とした建物を見上げると、意を決して自動扉をくぐる。

			　外来の患者で込み合うエントランスを抜(ぬ)け、エレベーターで最上階に昇る。ずいぶんと速度の速いエレベーターで、一分もしないうちに目的階へ到着した。

			　そうして扉が開くと、雰(ふん)囲(い)気(き)が一変。病院というよりも、どこぞの高級ホテルのような空間が広がっていた。木目調の壁と扉が何とも上品で、照明も安っぽい蛍(けい)光(こう)灯(とう)ではなくランプ風の洒落(しやれ)たデザインのものとなっている。

			「すげえな。この病院にこんなとこがあったのか」

			「お前、来たことなかったのか」

			「どうせ俺の家は貧乏だよ」

			　この金持ちめ。小(さ)夜(よ)の家もデカイ道場をやっているだけあって、結構儲(もう)けてるんだよな。お隣さんだと言うのに、全くひどい格差だ。

			　こうして俺が世の不条理を嘆(なげ)いているうちに、ナースセンターに着いた。そこで面会の手続きを済ませると、小(さ)夜(よ)に続いて七(なな)瀬(せ)がいるという６７０２号室へと歩いていく。

			　扉の前に着いてみると、そこは廊(ろう)下(か)の一番端にある角部屋だった。俺はコンコンと扉をノックして声をかけると、スライド式のそれを滑(すべ)らせる。

			「よく来たね。神凪さんに……竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君だっけ？」

			　ベッドから身を起こした七(なな)瀬(せ)は、至(し)極(ごく)元気そうだった。顔色もよく、しゃべり方もしっかりとしている。

			　西日を浴びたその秀(しゆう)麗(れい)な顔は何とも爽(さわ)やかで、口元から覗(のぞ)く白い歯が決まっていた。

			　ベッドの脇に点滴こそ置かれているが、それ以外は普段と何ら変わりないように見えた。チッ、これは心配して損したな。

			「ずいぶん元気そうだな！　昨日あんなことがあったばかりなのに」

			「まあね、日頃鍛(きた)えているおかげだよ」

			　ニカッとはにかみながら、七(なな)瀬(せ)はグッと力こぶを作って見せる。爽(さわ)やかな顔に反してその腕はたくましく、とても男らしく見えた。

			　俺のひょろりとした白い腕とは、全然違う。チクショウ、これが学年最強リア充の実力か。いったい、容(よう)姿(し)はどんだけあるんだ？　三桁(けた)ぐらいあってもおかしくなさそうだぞ、これ。

			　嫉(しつ)妬(と)心に駆(か)られた俺は、何気なく七(なな)瀬(せ)のステータスを覗(のぞ)いてみる。すると――背筋がたちまち凍(こお)りついた。

			　

			・名前：七(なな)瀬(せ)瞬(しゆん)

			・年齢：16

			・種族：人間（擬(ぎ)態(たい)）　死人

			・職業：高校生　使(し)役(えき)魔(ま)

			・ＨＰ：０

			・ＭＰ：30

			・筋力：１４０

			・体力：１２０

			・知能：40

			・器用：45

			・速度：80

			・容(よう)姿(し)：85（30）

			・残りポイント：０

			　

			・スキル：ソウルハント

			　

			「ひィ!?」

			　こいつ、もう死んでいる！

			　あまりの恐ろしさに、変な声が出してしまった。腰が、今にも砕(くだ)けてしまいそうだ。全身がにわかに震え始め、汗が落ちる。

			　千(ち)歳(とせ)先輩が魔(ま)導(どう)師(し)であることを知った時の比ではない。

			　こいつは、確実にヤバい。このままここにいたら、俺たちは殺される！　心の奥でそう直感した俺は、すぐさま竹田さんから渡されたお守りををギュッと握った。そして表情を押し殺しつつ、小(さ)夜(よ)の方を見る。

			「すまん、見舞いに来たのに土産(みやげ)を忘れてた。売店に買いに行ってくる」

			「そういえばそうだな。すまん、頼む」

			「小(さ)夜(よ)も付いてきてくれ。二人で選んだ方がいいだろう」

			「一人にするのは、よくないんじゃないか？　私はここに残って――」

			「いいから、早く！」

			　俺の剣(けん)幕(まく)に、さすがの小(さ)夜(よ)も異常を察したようだ。彼女は小さく頷(うなず)くと、黙(だま)って俺の後につく。ひとまず、このまま病室を脱出して安全なところまで逃げよう。その後は、竹田さんとの合流待ちだ。俺は今すぐにでも走り出したい気持ちを抑(おさ)えながら、できるだけ平静を装い、ゆっくりと歩く。

			　そうして病室の扉に手をかけた時、何かが肩をガッと掴(つか)む。万力のような、とんでもない握力だった。小(さ)夜(よ)か？　そう思って後ろを振り返ると、そこには――、

			「どうしたんだよ。変に身体が震えているじゃないか。もしかして俺のことが――怖いのか？」

			　ベッドの上から俺の肩まで手を伸ばした、人ではありえない七(なな)瀬(せ)の奇(き)怪(かい)な姿があった。

			　

			　人の手がありえない長さまで伸びる。

			　ゴム人間が主人公の超有名な作品があるので、これを絵として見たことがある人は多いと思う。だが実際に、現実のものとして見てみると、その異様さは想像を絶していた。生理的嫌(けん)悪(お)感(かん)とでも言えばいいのだろうか。見ているだけで、胸をかきむしりたくなるような不快さが押しよせる。

			「ぬわッ！」

			　俺はとっさに、自分の肩を掴(つか)む七(なな)瀬(せ)の腕を思い切り振り払った。伸びすぎた腕は、バンっと床に叩きつけられ、そのままスルスルと寝間着の袖口へと吸い込まれていく。

			「貴(き)様(さま)、何者だ!?」

			　カバンから木刀を抜(ぬ)き、叫(さけ)ぶ小(さ)夜(よ)。その問いかけに七(なな)瀬(せ)は、ニタァっといやらしい笑みを浮かべた。魔性。まさに称(しよう)するのがふさわしい表情だ。

			「知る必要はない。お前たちはここで俺の餌(えさ)になるんだ！」

			　そう言うと同時に、七(なな)瀬(せ)の背中がくの字に曲がって盛り上がった。白い寝間着が裂(さ)け、その中から巨大な黒い骨格が出てきた。全身の筋肉がそれに従って変形し、金属のような光沢を帯(お)びる。皮(ひ)膚(ふ)はいつのまにかそれらの中に取り込まれ、その姿を失う。

			　やがて現れたのは、骨格標本のお化けのような怪物だった。そのあまりの迫力に、俺はただ黙(だま)って息を飲むことしかできない。

			「タクト、お前は逃げろ！　竹田が来るまで、私が時間を稼ぐ！」

			「バカッ！　いくらお前でも、こんなの無理だろ！」

			「ふん、前に戦ったヒグマに比べれば、こんな骨ぐらい雑(ざ)魚(こ)だ!!」

			　瞬間、小(さ)夜(よ)の身体が跳(と)んだ。木刀が横に一(いつ)閃(せん)。それに遅れてビョウッ、と鈍(にぶ)い風切り音が響く。

		

	
		
			[image: p_119.jpg]
		

	
		
			　あまりにも速い一撃。動きに追い付けなかった七(なな)瀬(せ)は、その攻撃をまともに食らった。背骨が腰のあたりで大きく曲がり、大きな足がたたらを踏(ふ)む。彼は赤い輝(かがや)きを放つ眼を小(さ)夜(よ)に向けると、おぞましい声を上げた。

			「良い動きだ！　それにその木刀、ただの木刀ではないな？」

			「ああ、霊(れい)刀(とう)秋雨とか言っていたな」

			「霊(れい)刀(とう)か、それは厄(やつ)介(かい)な物を。まあ良いわ、まとめてなぶり殺しにしてやる！」

			　七(なな)瀬(せ)はどこからか巨大な鎌(かま)を取り出すと、それを手に構えた。直後、一瞬のうちに振るわれた鎌(かま)と木刀が、激しく火花を散らす。

			　鉄と木材。普通に戦えば勝負は見えているが、さすがは霊(れい)刀(とう)。見るからに切れ味の鋭い鎌(かま)を相手にしても、互角以上だ。すぐさま斬(き)り合いが始まり、激しい剣(けん)戟(げき)の音が響く。

			「なんってバカ力だ……！　熊以上だぞ！」

			　しばらくして、小(さ)夜(よ)の顔が険(けわ)しさを帯(お)びた。そのステータスを覗(のぞ)いた俺は、思わず唸(うな)る。平常時は90あるはずの小(さ)夜(よ)の体力が、すでに50にまで減少していた。

			　筋力で押されているので、攻撃を防ぐのがきついのだろう。その証拠に、攻勢を続ける七(なな)瀬(せ)の体力は未だに１００以上を保っていた。

			　ステータスの体力は、おそらくスタミナのことを示している。ＨＰと違って０になれば死ぬということはないだろう。が、なくなれば疲労で動けなくなるはずだ。もし竹田さんが来るまでに小(さ)夜(よ)が動けなくなれば……即終了だ。俺では、七(なな)瀬(せ)には太刀打ちできない。

			「どうすりゃいいんだよ……！」

			　俺は両者のステータスを見比べながら、必死に頭を捻った。普通ならば、体力が無(む)尽(じん)蔵(ぞう)でもＨＰを減らしてしまえばいい。だがあいつのＨＰは元から０だ。マイナスという概念はないようだから、それ以上はどうやっても減らせない。不死身の怪物。今の七(なな)瀬(せ)は、そうとしか言いようのない存在だった。

			　こうなったら、騒ぎになるのを承知で助けを求めるしかないか？　いっぱい人が来れば、多少は時間が稼げるかもしれない。

			　そう思い扉を開く。だが、そこには異様な世界が広がっていた。

			　視界に飛び込むすべての物が、色を失い、モノクロとなっていた。

			「無駄だ！　この病院には一時的に結界を張らせてもらった。助けを求めることはできんぞ！」

			「チッ!!」

			　動(どう)揺(よう)する俺に対して高らかに言い放った七(なな)瀬(せ)。そうしている間にも、戦闘を続ける小(さ)夜(よ)は限界に近付いていた。その動きが、次第に鈍(にぶ)くなる。体力も40を切ろうとしている。早く何とか、何とかしなければ――思いだけが加速していく。

			「くっそ！」

			　ＨＰ０のアンデッドって、どうすれば倒せるんだ！　

			　やがて、いよいよ限界の近づいた小(さ)夜(よ)が絶(ぜつ)叫(きよう)する。

			「もういい、逃げろ！　お前だけでも助かれ！」

			「バカッ!!　最後まであきらめるな！　こんな三流ゲームのボスみたいな奴、俺が攻略してやる！　……んッ？」

			　俺はふと、ゲームにおけるアンデッドの特性を思い出した。こいつもアンデッドなら、もしかすると薬のような物が弱点かもしれない。

			　そう思った俺は、七(なな)瀬(せ)がもといたベッドの脇を見た。するとそこには、点滴のパックが先ほどまでと変わらない様子で揺れていた。

			　設置されている場所からして、腕を伸ばした時に無理やり管を引っ張ったはずなのだが、中身が漏(も)れたりしている様子はない。

			　これは、もしかして。七(なな)瀬(せ)は最初から点滴を刺していなかったということだろうか。予感が、確信へと変わっていく。

			「小(さ)夜(よ)、そいつの動きを止められるか!?」

			「できる！　できるが、持って十秒だ！」

			「それでいい、頼む！」

			「よし！　おっりゃアァ!!!!」

			　大きく息を吸い込み、全身に力を貯める小(さ)夜(よ)。

			　その刹(せつ)那(な)、彼女の身体が爆発的な勢いで飛び出し、一(いつ)閃(せん)。

			　木刀が鎌(かま)を弾き飛ばし、七(なな)瀬(せ)の骨格を強かに打ちつけた。黒い巨体は床を滑(すべ)るように飛び、病室の壁へと叩きつけられる。小(さ)夜(よ)は起き上がろうとする七(なな)瀬(せ)に近づくと、さらに攻撃を続行した。

			「らアァ！」

			「おのれエ……！」

			　攻撃の嵐に、身動きが取れなくなる七(なな)瀬(せ)。

			　今のうちだ！　俺は急いでベッドへと走ると、その脇にあった点滴のパックを投げつけた。透明なパックは硬い身体に当たると同時に破け、中に入っていた薬液が飛び散った。

			「ぎゃあああああああああああ」

			　薬液はたちまちのうちに七(なな)瀬(せ)の身体を溶かし、白い煙(けむり)が上がる。七(なな)瀬(せ)の口から、おぞましいばかりの叫(さけ)びが轟(とどろ)いた。だが、それも次第に収まって行く。

			「やったぞ！」

			　やがて、沈(ちん)黙(もく)する七(なな)瀬(せ)。俺はその前でガッツポーズをした。けれど、小(さ)夜(よ)にとってはあまりに予想外のことだったのだろう。彼女は茫然と、動きを止めた七(なな)瀬(せ)の巨体を見つめている。

			「て、点滴が弱点だったのか！」

			「ＲＰＧじゃポーションが効くからな！　やっぱりだ！」

			「そういう問題なのか……？」

			「そういう問題なんだろ。いいじゃないか。倒せたんだから！」

			「それは、そうなんだがな……」

			　俺と小(さ)夜(よ)は、本当に倒せたのかを確認するため、恐る恐る七(なな)瀬(せ)の方へと歩み寄る。だがその時、その巨体がバンっと跳ねあがった。

			「油断したな！　その魂(たましい)の力、今すぐ喰(く)らってやるわ！」

			「しまっ――！」

			　一瞬の隙(すき)を突いて、七(なな)瀬(せ)の鎌(かま)が小(さ)夜(よ)の身体を斬(き)った――いや、通り抜(ぬ)けたと言うべきか。紫(むらさき)の輝(かがや)きを帯(お)びた刃が、彼女の身体をすうっと煙(けむり)のように抜(ぬ)けていった。

			　まさか、身体は斬(き)らずに魂(たましい)だけを斬(き)るとか、そういうことなのか!?　俺は慌てて小(さ)夜(よ)の顔を覗(のぞ)き込むが、変化はない。生気が消えているとか唇が紫(むらさき)になるとか、そういう兆(ちよう)候(こう)は全くなかった。

			「大丈夫か!?」

			「あ、ああ……何も」

			「バカな……！　こやつほどの腕ならば、間違いなく魂力を貯め込んでいるはずなのに！　なぜ、なぜ力が流れてこない!?」

			　平然とする小(さ)夜(よ)の一方で、動(どう)揺(よう)した声を上げる七(なな)瀬(せ)。

			　手足を見苦しくばたつかせるその様子は、とても動(どう)揺(よう)しているように見えた。何のことだか分からないが、とにかく小(さ)夜(よ)は助かったようだ。俺たちはこの隙(すき)に再び七(なな)瀬(せ)から距離を取ると、態勢を立て直す。

			　だが頼みの綱(つな)の点滴に耐えられた以上、打つ手はもうない。

			　状況は絶望的だ。悲観的な気分になり、涙すら出てくる。いったいどうすればいいのか。

			　そう途方に暮れた時だった。どこからか、聞き覚えのある高い声が響いてきた。

			「破ァ！！！！！！」

			　直後、青白い光が七(なな)瀬(せ)の半身を吹き飛ばした――。

			　

			　吹き飛ばされた七(なな)瀬(せ)の姿を見て、その場で立ち尽(つ)くす俺と小(さ)夜(よ)。弱ってはいたのだろうが、あれだけの化け物が実にあっさりと倒されてしまった。

			　先ほどまでの苦労と絶望はいったいなんだったのか。俺たちの戦いって、無駄だったのか？

			　俺と小(さ)夜(よ)が茫然と倒れた七(なな)瀬(せ)の姿を見つめていると、後ろから心配そうな声が響いてきた。

			「大丈夫ですか!?」

			　振り返ってみると、そこには息を切らした竹田さんが立っていた。ここまで全力で走ってきたのか、ベールが半分ほど脱げてしまっていた。

			　やれやれ、どうにか間に合ってくれたようだ。俺と小(さ)夜(よ)は遅れてやってきた彼女の姿に、ほっと胸を撫(な)で下ろした。

			「なんとかな。見てのとおり、生きてる。怪(け)我(が)もしてない」

			「ギリギリで間に合ったようですね」

			「ほんとにギリギリだったぞ。もう少し、早く来られなかったのか？」

			　さすがに死にかけただけあって、恨みがましい視線を竹田さんにぶつける小(さ)夜(よ)。その剣(けん)幕(まく)に、竹田さんはいつものように丁寧な仕草で頭を下げる。

			「すいません、抜(ぬ)けようとしたら声をかけられちゃいまして……」

			「お前、世間話で遅れたのか……」

			「あはは……。古い付き合いのある檀(だん)家(か)さんだったんで、振り払ってくるわけにもいかなかったんですよ。周囲の眼もありましたし……。ほ、ほんとにごめんなさい」

			「まあいいよ、お前のお守りで、助かったみたいだしな」

			　そういうと、小(さ)夜(よ)は胸ポケットから竹田さんに以前もらったお守りを取り出した。けれど、それを目にした竹田さんは「おや？」と不思議そうな顔をする。

			「どういう状況で役に立ったかは知りませんが、そのお守り、そこまで強力な物じゃないですよ。魔への抵抗性を若(じやつ)干(かん)高めるぐらいで」

			「そうなのか？　いや、けど私が助かったのはこれが役立ったからとしか思えないのだがな……」

			「小(さ)夜(よ)のことだし、意外と気合で何とかなったとか？」

			「いくら私でも、それはないだろう……」

			　俺の方を見ると、心底呆(あき)れたような顔をする小(さ)夜(よ)。何をバカなことを、とでも言いたそうな雰(ふん)囲(い)気(き)だ。けれどそんな彼女に、竹田さんは至(し)極(ごく)あっさりとした口調で言う。

			「いえ、意外とあると思いますよ」

			　え、そういうものなの？　専門家からの予想外の言葉に、俺も小(さ)夜(よ)も揃(そろ)ってポカーンと間抜けな顔をする。

			　魂(たましい)とか霊とか、そういうものを扱(あつか)うのには何か特殊な鍛(たん)錬(れん)とかが必要じゃないのか？　脳内で疑問符を浮かべる俺たちをよそに、竹田さんは解説を始める。

			「ああいう霊的な物は、人間の精神に存在を大きく左右されるんです。ある意味、人間の認識によって成り立っていると言ってもいいかもしれません。極端な話、『鬼(おに)は強い！』と認識されているから鬼(おに)は強いんです。人間全体の認識が『鬼(おに)が弱い！』になれば、子どもでも倒せるようになるはずですよ」

			「へえ……」

			「個人レベルでも、それはある程度当てはまります。例えば霊と戦う時に霊を怖がったら、その分だけ相手は強くなるんです。逆に全く怖がらなければ、最小限の力で倒せます」

			「じゃあ、あれだ。例えばみんなが『ゾンビには回復アイテムが効く！』って認識すれば、実際にそうなるのか？」

			　俺がそう問いかけると、竹田さんはうーんと唸(うな)った。彼女は首をかしげつつも、ゆっくりとした口調で答える。

			「そうですねえ……。ありえなくはないと思いますよ」

			「なるほど。だから、ゾンビに点滴が効いたのか」

			「ゾンビに点滴って、もしかしてあれに点滴をぶつけたんですか？」

			　竹田さんは呆(あき)れたような口調で問いかけてきた。

			　あれ、ヤバかったのかな？　俺と小(さ)夜(よ)は若(じやつ)干(かん)不安を覚えつつも、首を縦に振る。すると彼女は、軽く肩をすくめて額に手を当てた。

			「む、無茶しますね。いくらなんでも無(む)謀(ぼう)すぎませんか!?　チャレンジャーすぎると思いますよ！」

			「私はまあ、タクトに言われたとおりにしただけだ」

			「俺はただ、ゲームの基本を実践しただけだ」

			「何ですか、その責任をたらいまわしにするお役人みたいな反応は！　たまたま上手くいったから良かったですけど、いかなかったらどうするつもりだったんです!?」

			「あれ以外に、どうしようもなかったからな」

			「あの状況じゃな、しょうがないだろう」

			　互いに顔を見合わせ、申し開きをする俺と小(さ)夜(よ)。竹田さんはふっと息をつくと、軽く肩をすくめる。

			「とにかく、今度からはちゃんとしたのを使いましょうね。どうでしょう、満(まん)福(ぷく)寺(じ)特(とく)製(せい)の御神水、特別価格で一本三〇〇〇円でお譲りしますよ！」

			「要らない!!」

			　俺と小(さ)夜(よ)の声が揃(そろ)った。まったく、油断も隙(すき)もないものだ。

			　あらゆることを商売へと持ち込もうとしてくる。お小遣いが足りないと、人はこんなにも商(しよう)魂(こん)たくましくなれるのか。何と言うか、人間のダークサイドを見ているかのようだ。

			「竹田さんもほどほどに……うおッ!?」

			　いきなりだった。俺たちの頭を、キーンと何か得体の知れない金属音のようなものが駆(か)け抜(ぬ)けた。その衝(しよう)撃(げき)の大きさは、思わず倒れそうになるほどのものだった。

			「マズイです、結界が解けます！」

			「おいおい……!?」

			　俺はとっさに、周囲を見渡した。めちゃくちゃになったベッドに、大きくへこんだ病室の壁。窓ガラスも割れている。何より、七(なな)瀬(せ)の巨体がまだ横たわっていた。これを見られるのはいかにもまずい。小(さ)夜(よ)もそのことに気づいたようで、焦(あせ)ったように言う。

			「ど、どうするのだこれは!?」

			「私の方で何とか処理しておきます！　お二人はとりあえず、病院の外へ出てください！」

			　必死の形相の竹田さんに促(うなが)されて、俺たちは急いで階段を駆(か)け降りた。そしてエントランスを潜(くぐ)り抜(ぬ)けると、途(と)端(たん)に世界に色が戻ってくる。目に飛び込んできた鮮(あざ)やかな夕焼け。その眩(まぶ)しさに、俺と小(さ)夜(よ)は堪(たま)らず目を細める。ここ数年来見たことがないほど色(しき)彩(さい)の強い、美しい夕焼けだった。その緋(ひ)色(いろ)の様は、まさに空が燃えていると言うのがふさわしい。

			「やれやれ……なんとかなったな」

			「ああ。けど、何かすっきりできない」

			「ん？　身体を切られたことが、まだ気にかかるのか？」

			「まあな」

			「そんなに気になるなら、ステータスを見てやるよ。異変があるなら、これで分かるはずだ」

			「おお、それはいいな。早く頼む」

			　せかす小(さ)夜(よ)をなだめると、俺はすぐさま彼女のステータスを確認してみることにした。すっかりお馴染となった思考をして、画面を呼び出す。すると――。

			　

			・名前：神凪小(さ)夜(よ)

			・年齢：15

			・種族：人間

			・職業：高校生　剣士

			・ＨＰ：１６０

			・ＭＰ：０

			・筋力：１１０

			・体力：90

			・知能：45

			・器用：80

			・速度：50

			・容(よう)姿(し)：１３５

			・残りポイント：５

			　

			・スキル：神凪流剣術

			　

			「の、残りポイントが増えてる!?」

			　俺は驚きのあまり、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声をあげてしまった。慌てて自分のステータスも確認してみる。すると、俺もまたポイントが増えていた。が、残念ながら１しかない。

			　おそらく、これは先ほどの戦闘で増えたものと見て間違いないだろう。それもどうやら、貢(こう)献(けん)度(ど)によって分配されているようだ。

			「クッソ、俺は１か……。貢(こう)献(けん)度(ど)的には仕方ないけど……」

			「どうした？　何か変化があったのか？」

			「ポイントが増えてたんだ。お前は５、俺は１だけどな」

			「な、なんだと!?　それなら今すぐ頭に振ってくれ、明日の課題がヤバいんだ！」

			　鼻息を荒くして、恐ろしい剣(けん)幕(まく)で詰め寄ってくる小(さ)夜(よ)。目をカッと見開いた様は、オーガ（♀）だった頃にも匹(ひつ)敵(てき)する迫力だ。

			　必死だ。めちゃくちゃ必死だ！　

			　俺はそんな小(さ)夜(よ)に圧倒されつつも、まあまあと宥(なだ)めて落ちつかせる。

			「落ち着けって！　七(なな)瀬(せ)は倒したけど、まだヤバそうな状況なのには変わりがないんだぞ。ここは知能より、体力とか筋力に振っておくべきだろう」

			「それは確かに、そうかもしれないが……」

			「少なくとも、きちんと考えてから振らないと後悔するぞ」

			「それ、お前が言える立場か？」

			　嫌(いや)味(み)っぽい口調でそう言うと、小(さ)夜(よ)はジトーっと冷えた眼差しでこちらを睨(にら)んできた。

			　まだまだ、恨みは忘れてはいないようだ。けど、ここはやはりきちんと言っておかねばなるまい。

			「とにかく、今日のところは振らないでおこう。状況がよく分からないし、あとあと必要になることだってあるかもしれない」

			「そういって、結局ポイントを使えないまま人生終わるなんてことはないだろうな？　お前、ポイントを出し惜しみしたままゲームクリアとかよくやるし」

			「安心しろ。お前のス○ィア板はきっちり埋めてやるから。できるだけ早く、どう振ったらいいか考えてやるよ」

			「そこまで言うなら……任せた。しっかり頼むぞ！」

			「ああ、任された！」

			　話を終えた俺たちは、その後は特に何事もなくそれぞれの家へと帰った。

			　そして辿(たど)り着いた玄関前。

			　俺がドアを開こうとノブを握ると、後ろから「ミャオン」とさびしげな声がする。振り向けば、そこには一匹の黒猫がいた。猫は俺の足元へと近づいてくると、その手で器用にズボンのすそを引っ張る。

			　ついてこい、とでも言っているような仕草だ。けど、うちは犬猫禁止だし、猫の遊びに付き合っている時間もない。

			「ミャーン、ミャーン」

			「ごめん、うち猫は駄目なんだよ。ほら、お帰り」

			　俺は猫の身体を持ち上げると、家の敷(しき)地(ち)の外へと追い出した。だが猫はすぐにまたこちらへ戻ってくると、再び声を上げる。俺はやれやれと肩をすくめた。

			「だからさ、駄目なんだって」

			「ミャーン、ミャーン！」

			「もう、あっちいってくれ！」

			　俺は素早く玄関の中へと入ると、扉を閉めて猫を追い出した。扉の外では、猫のかなしげな声がしばらく響いていた――。

		

	
		
			第７話　消えた生徒会長

			　

			「はあ」

			　誰もいない教室で、一人大きなため息をつく。ステ振り。そう、たかがステ振りだ。

			　ゲーマーの俺が毎日のように行っていたことである。特性やステータスをしっかり把(は)握(あく)したキャラであれば、それこそ息を吸うように最適の振り方をする自信がある。

			　けれど俺は、小(さ)夜(よ)のステ振りについて非常に悩んでいた。

			　小(さ)夜(よ)の性格や能力はしっかり把(は)握(あく)しているから、どのように振ればいいのかはだいたいの見当がつく。

			　だが、そこはゲームと現実。本人の希望だってある。そうそう簡単には決められなかった。

			「やっぱ、知能かな。小(さ)夜(よ)も進学希望だし」

			　小(さ)夜(よ)の成績は下から数えた方が圧倒的に早いような状況だ。けれど、小(さ)夜(よ)の家はああ見えても「文武両道」を掲(かか)げている。多少無茶してでも、大学への進学はほぼ必須だろう。

			　それに、本人も知能への割り振りを希望している。人情としては、やはりそこへ振ってやりたい。

			　けれど、今の俺たちの状況はかなり危険だ。体力や筋力なども、たくさんあったらそれに越したことはないだろう。あと５だけＨＰがあれば敵を倒せたなんてことが、経験上たくさんある。

			　それに、小(さ)夜(よ)本人の特性として筋力や体力に特化した方が良い気もする。

			「うーん、小(さ)夜(よ)には悪いけどしばらく様子見かなぁ」

			　俺はそうつぶやくと、ひとまず問題を棚上げにした。椅子にもたれかかり、天井をぼんやりと見上げる。

			　そうして俺がぼーっとしていると、教室の扉ががらりと開いた。背中の曲がった少年が、ゆっくりと中へ入ってくる。少し元気がないが、その顔は佐伯だった。彼は俺の方にゆっくり近づいてくると、よっと手を上げた。

			「昨日は災難だったなぁ」

			「まあな。けど、弁(べん)償(しよう)してくれるらしいし、あれはもういいよ」

			　そうはいいつつも、落ち込んだ表情を隠しきれない佐伯。やっぱり、男子学生にとってあれは痛いよな。限定品を、三年の先輩から特別に譲ってもらったものらしいし。

			「それより、七(なな)瀬(せ)のことの方が気になるな。やっぱ」

			「ごほッ!?」

			　佐伯の不意打ちに、俺は思わずせき込んだ。そうだ、七(なな)瀬(せ)だ。やっべえ、仕方なかったとはいえとどめを刺しちまったぞ！　俺はとっさに、奴と眼を合わせないように視線を逸(そ)らせた。そしてそろーっと席を立とうとする。だがその姿を、佐伯はすぐに見とがめた。

			「どうした？　体調悪いのか？」

			「い、いや……別に」

			「そうか。ならいいけどさ」

			「おはよう！」

			　ここで小(さ)夜(よ)が教室に入ってきた。やれやれ、タイミングが良いのか悪いのか。俺はふうっと息をつく。彼女はカバンを机の上に放り出すと、すぐさま俺の方へと走り寄ってきた。

			「ステ振り、決まったか？」

			「ごめん、まだ。やっぱり、事態が収まるまで様子を見た方が良いと思ってさ」

			「ふーん、そうか。けど、できるだけ早く頼むぞ。テストまでには、な？」

			「わかってるよ」

			「あ、あの！」

			　ややどもりながらも、佐伯が小(さ)夜(よ)に話しかけてきた。小(さ)夜(よ)は「ん？」と驚いた様子で振り向く。

			「どうした？」

			「その、神凪さんって七(なな)瀬(せ)を病院に連れて行ったんですよね？」

			「ああ、そうだが」

			「昨日とか、またお見舞いに行きました？　ちょっと、七(なな)瀬(せ)の様子が気になってて」

			　俺は思わずブッと噴き出してしまった。いきなりこんな質問をするとは。予想外だ。小(さ)夜(よ)の奴、ちゃんと誤(ご)魔(ま)化(か)してくれるだろうな……？　

			　不安にかられた俺は、小(さ)夜(よ)の横顔をまっすぐ見(み)据(す)えた。すると小(さ)夜(よ)は任せろとばかりに親指を上げる。

			「七(なな)瀬(せ)なら、ちゃんと元気にやってるぞ。うん」

			「ほんとですか？　じゃあ、学校もすぐに？」

			　佐伯の突っ込んだ問いかけに、小(さ)夜(よ)の表情が曇(くも)る。

			「それは……しばらく先になりそうだな。大事をとるそうだ」

			「そうですか。でもまあ、元気なら心配ないですよね！」

			「あ、ああ。そうだな」

			「神凪さん、どうかしました？」

			　あまりにぎこちない受け答えに、さすがの佐伯も小(さ)夜(よ)がおかしいことに気づいた。

			　額に一本、深い皺(しわ)が寄っている。おいおい、ここからどうするんだ？　嘘(うそ)がばれて動(どう)揺(よう)した様子の小(さ)夜(よ)に、俺はたまらず眉(まゆ)をしかめた。

			　すると、何を思ったのか小(さ)夜(よ)は顔の前で合(がつ)掌(しよう)をし、「頼む！」とジェスチャーをしてきた。やっぱ、脳筋の小(さ)夜(よ)に嘘(うそ)なんて無理だったか！　

			　仕方ない、ここは俺がフォローしてやろう。そうして助け船を出そうとした時、教室の扉を開けて予想外の人物が現れた。

			「おはようございます！　昨日の件なんですが、どうにか上手くできましたよ。ただ、七(なな)瀬(せ)さんはやっぱり……手遅れでしたね。どうにもしようがありませんでした」

			「え？　七(なな)瀬(せ)が手遅れ？」

			　ぽかんとした様子で尋(たず)ねる佐伯。言ってはいけない！　俺と小(さ)夜(よ)は慌てて竹田さんを止めようとした。だが、時すでに遅し。竹田さんは申し訳なさそうに顔を下に向けつつも、すぐに返事をしてしまう。

			「はい、残念ですが。七(なな)瀬(せ)さんはお亡くなりに」

			　竹田さんの言葉に、目をまん丸にする佐伯。「え？」っと声にならない音を出しながら、俺と小(さ)夜(よ)の方へと振り返る。

			　さすがにこの期に及んで、誤(ご)魔(ま)化(か)すことはできない。俺たちは互いに顔を見合わせると、深々と頷(うなず)いた。たちまち、佐伯の顔から血の気が引いて行く。やがて、その半開きになった口の端から泡が出てきた。

			「おわッ!!!!　お、俺のせいだアアァ!!」

			　いきなり叫(さけ)ぶと、佐伯は勢いよく窓の方へと走り出した。

			　ば、バカ野郎！　俺は慌てて佐伯の身体を羽(は)交(が)い絞(じ)めにすると、どうにかその動きを止める。興奮するとめちゃくちゃする奴だとは思っていたが、まさかここまでするとは！　本当に心の底から思い悩んでいたらしい。

			「落ち着けって!!　別にお前が悪いんじゃない、あれはただの事故だろ！」

			「でも、あの女の子に七(なな)瀬(せ)って言っちまったのは俺なんだ！　お、俺なんだよぉ!!」

			「だからなぁ――」

			　こうして押し問(もん)答(どう)をすること数分。他のクラスメイトもちらほら教室に入り始めたところで、ようやく佐伯は落ち着きを取り戻した。

			　周囲から注がれる視線に、我を取り戻したらしい。

			「あいつ大丈夫かな……？」

			「まあ、昨日はあれでエロ写真を見てたぐらいだからな。意外と大丈夫なんじゃないか？」

			「いや、男ってのは追いつめられるとエロに走るってパターンもあるからな。気を付けた方がいいぞ」

			「そうなんですか？」

			　疑わしげな顔をする竹田さんと小(さ)夜(よ)。まったく、これだから女は。エロというものを全く理解できていない。

			「いいか、エロって言うのは本来『子孫を残したい！』って本能に由来するものなんだ。だから当然、子孫を残したいような状況になれば人はエロくなる！　ようは、追い詰められればられるほど人はエロくなるんだ！」

			「じゃあタクト、やたらエロいお前は、いったい何に追い詰められているんだ？」

			「やっぱ、人生そのものとかですか？」

			　かなりきついことをしれっとした態度で言ってのける竹田さん。その声はやけに棒読みで、冷ややかだった。見た目によらず、突っ込みが厳しい子だな。というか、そんなことを言うほど俺と付き合い長くないだろう。

			「そ、そんなの何でもいいだろ！　今はとにかく、この事態を何とかしないと！」

			「それも、そうですね。けど、いったいどうすればいいんでしょう」

			「やっぱり、問題の女の子を見つけて事態を解決するしかないだろう。佐伯だけじゃなくて、俺たちにもかかわることだ」

			「けどなあ、その子とどうやって接触を取ればいいんだ。居場所すら分からないのに」

			「あてならあるさ。ちょっと、ヤバい感じだけど」

			「お前、まさか……！」

			　目を見開き、小(さ)夜(よ)と竹田さんは大きく息を吸い込んだ。二人とも顔が引きつり、口元が震えている。

			　俺もまた、彼女たちの顔を見てゴクリと唾(つば)を飲んだ。緊張して、なかなか言葉が出てこない。しかし、ここは言わなければならないだろう。

			　考えてみれば、いつまでも曖(あい)昧(まい)にしていいいはずがない。勇気を出して、正面から向き合うべきだろう。

			「千(ち)歳(とせ)先輩に会おう。あんなこともあったし、いい加減、逃げてられない。先輩なら、あの女の子について何か知っているかもしれない」

			　

			　放課後。俺と小(さ)夜(よ)と竹田さんの三人は、千(ち)歳(とせ)先輩がいるはずの二年二組を訪れた。二年生の中に混じった俺たちは、独特のいづらさを感じつつも先輩の姿を捜(さが)した。

			「うーん、いませんし戻りませんか？　やはり魔(ま)導(どう)師(し)相手となるとあまり自信ないですし……」

			　キョロキョロ視線を動かしながら、不安げにつぶやく竹田さん。

			　除(じよ)霊(れい)の時は非常に頼りになるのだが、普段は気が強いわけでもないらしい。

			　彼女は周囲から注がれる先輩たちの視線が、とても気になるようである。そもそも、霊は専門でも魔(ま)導(どう)師(し)は専門外のようだし。緊張しているのかもしれない。

			「まあまあ。竹田も先輩の正体は知ってるんだし、今さら逃げるわけにもいかんだろ？」

			「それはそうなんですけど、私はもともと関係ないと言いますか……。元はと言えば、塾(じゆく)頭(とう)たちに巻き込まれてるだけですからね！」

			「最初に相談した時は親身にしてくれたじゃないか」

			「そ、それは……。今月ピンチだったので、依頼がもらえると助かるなーと思ってただけで……。ま、まさか魔(ま)導(どう)師(し)と対決する羽目になるなんて、思ってませんでしたよ！」

			　ベソをかきながら、目を潤(うるま)ませる竹田さん。そんな彼女の肩を叩くと、小(さ)夜(よ)はふうっとため息をつく。

			「まったく、情けないぞ。それぐらいで動(どう)揺(よう)していては、神凪流の塾生は務まらん。狼に囲まれても笑っていられるぐらいの余裕を持て」

			「そんなの塾(じゆく)頭(とう)ぐらいです！　せいぜい、悪(あく)霊(りよう)で勘(かん)弁(べん)してください！」

			「そっちの方がヤバくないか？」

			　いつの間にか、かしましく騒ぎ始める小(さ)夜(よ)と竹田さん。その騒ぎを見かねたのか、クラスの中から一人の生徒が出てきた。

			　小(さ)夜(よ)と比べても背の高い女子で、長く伸ばした黒髪とくるぶしまで達するロングスカートが、さながら昭和のスケバンのようであった。顔立ちはとても整ってはいるがきつい印象で、特に切れ長の眼は三(さん)白(ぱく)眼(がん)に近い。

			　この人は確か、白(しら)泉(いずみ)さんだったか。自称『辰見のドン』。根っからの不良を気取っているのに、何を思ったのか生徒会長選挙に立候補して、千(ち)歳(とせ)先輩に見事に負けた人である。そういや、この人も先輩と同じクラスだったな。思いもよらぬ番長の登場に、俺は顔をこわばらせる。

			「あんたたち、ここで何やってんの？」

			「えっとその、千(ち)歳(とせ)先輩に用がありまして、いますでしょうか」

			　俺がややどもりながらそう言うと、白(しら)泉(いずみ)さんはなぜか大きく肩を落とした。そしてかしこまった表情をする俺たち三人に、ずいぶんとくたびれたような表情で告げる。

			「あいつなら無断欠席してるよ。あいつが理由もなしに休むなんて、明日は雪だね――」

			　

			　結局、千(ち)歳(とせ)先輩はそれから三日経っても学校には来なかった。

			　彼女が今どこで何をやっているのかは完全に不明である。校内はその話題でもちきりで、先輩のファンを中心に噂(うわさ)は広がる一方だった。

			　いったい、何が起きたのか。俺たちは七(なな)瀬(せ)のこともあって気が気ではなかったが、捜(さが)す伝手がないので、どうしようもない。

			　ひとまず俺は、小(さ)夜(よ)のステータスを「問題が解決するまで保留、解決したら知能極振り」ということに決定した。テストがいよいよ二週間後にまで迫ってきていたので、小(さ)夜(よ)は一も二もなくそれに賛成した。と言っても、たかが５ポイントだ。

			　効果はあまり期待はできないだろう。平均点が誤差程度でも上がれば上出来だ。小(さ)夜(よ)の方はそれに期待しまくっているようだけど。

			　死にかけていた佐伯は、一日学校を休んだ。が、今日は普通に登校してきていた。

			　まだ完全というわけではないが、あの時のやつれた様子からはだいぶ回復している。顔色も良くなり、元の浅黒い肌(はだ)へと戻っていた。何でも、新作のエロゲーが出たので倒れていられなくなったらしい。

			　……まあ、理由はともあれ、元気になることはいいことだ。あのまま突き進んでいたら、確実にやばかったしな。

			「何だか、気味が悪いな」

			　ゾンビが大暴れし、その翌日には魔(ま)導(どう)師(し)である千(ち)歳(とせ)先輩が姿を消した。普通に考えれば、その後に何か起きてもおかしくはない。だが現実は酷(ひど)く平和で、表面的にはそれまでとほとんど変わらない日常がすっかり戻ってきていた。

			　もちろん、七(なな)瀬(せ)のことでまだまだ暗い顔を見せる生徒たちも多い。それに関する噂(うわさ)も、水面下では広がる一方だ。

			　けれど、所(しよ)詮(せん)はその程度。学校全体が混乱するようなことは、ほとんど起きていない。せいぜい、七(なな)瀬(せ)を慕(した)っていた一部の女子が、集団で欠席したくらいだ。

			　それが、俺にとってはどうにも気味悪かった。俺たちが平(へい)穏(おん)に暮らしている下で、得体の知れないものがエネルギーを貯め込んでいるような気がしてしまう。それはちょうど、はるか大地の下で誰も気づかないうちに膨(ぼう)大(だい)なエネルギーを蓄(たくわ)えているプレートのようである。

			「なに深刻な顔をしてるんだ？　やっぱり、この間のことがまだ気になるのか？」

			　長い髪をかきあげながら、実に能天気な様子で声をかけてくる小(さ)夜(よ)。あれだけのことがあったというのに、実に神経の図太い奴だ。きっと心臓から超合金のワイヤーでも生えているに違いない。

			「あれだけのことがあって、しかも先輩が行方不明なんだぞ？　そりゃ、次に何が起きるか心配にもなるさ」

			「まあな。でも、いつまでも心配していたって仕方ないだろう？　佐伯も意外とあっさり回復したんだし、問題ない」

			「そりゃそうなんだけど、何だかなぁ」

			「そんなに気になるんなら、聞いてみたらどうだ？　先輩の行方をさ」

			「はあ、誰に？」

			　先輩の行方は教師でさえも知らないのだ。この学校の生徒はおろか、この町の人間では誰も知らないに違いない。

			　そんなのがもし分かる人間がいたとしたら、それは神様か先輩本人ぐらいだ。

			「私も最近聞いた話なんだが、竹田のひい婆(ばあ)様が占(うらな)い師をやってるらしいんだ。それがまた、よく当たるって評判なんだ」

			「へえ、占(うらな)いねえ。けど、当てになるのかそんなの」

			　俺は基本的に占(うらな)いなんて全く信じない。血液型とか星座とか、まともに当たったことがない。何が恋愛運絶好調だよ、それで彼女なんてできた例がねーよ！　

			「そこは、あの竹田のひい婆(ばあ)様だからな。そこそこには当てになるんじゃないか？」

			「そう考えると、確かに……」

			　竹田さん自身、霊退治なんて訳の分からないことができる女の子だ。その家族が、占(うらな)いの一つや二つできたところで、最(も)早(はや)不思議ではないかもしれない。

			「うーん、試してみるか。よし、放課後すぐに六組へ行くぞ」

			「ああ、分かった」

			　こうして俺たちは、竹田さんのひい婆(ばあ)様に占(うらな)いをお願いすることに決めたのだった――。

			　

			「はあ、『美(み)代(よ)姉さま』に占(うらな)いの依頼ですか……」

			　放課後。俺たちが占(うらな)いのことについて話すと、竹田さんは妙に渋い顔をした。佐伯に三〇〇〇円弁(べん)償(しよう)することになった時以上の、しぶーい顔である。白い額に深い皺(しわ)が三本も寄っている。

			　もしかして、彼女とひい婆(ばあ)様とはよっぽど仲が悪いのだろうか？　家庭内でいろいろといざこざがあるとか。

			　それなら、少し悪いことを聞いてしまったかもしれない。

			「もしかして、仲が悪いのか？」

			「いえ、そんなことはないですよ。美(み)代(よ)姉さまは私をすごく可愛(かわい)がってくれてますから」

			「じゃあ、占(うらな)い自体を今はやってないとか？」

			「とんでもない！　今も現役バリバリです。月に一度はやってますよ。ただその……美(み)代(よ)姉さまはちょっと厄(やつ)介(かい)なお方で……」

			　こちらから眼を背けて、申し訳なさそうな顔をする竹田さん。よく分からんが、その美(み)代(よ)姉さまとやらはよっぽど偏(へん)屈(くつ)な人なんだろうか。というか、姉さまってどういうことなんだろうか。何か怪しげな気配がする。

			「いったい、どういう人なんだ？」

			「人嫌いで、若づくりで、あとは……ケチでお金が大好きです」

			「……何と言うか、確かに厄(やつ)介(かい)そうな人だな」

			「はい。姉さまと呼ばないとキレますし」

			「竹田にお金大好きって言われるなんて、よっぽどだな……」

			　茫然とつぶやく小(さ)夜(よ)。その言葉に、竹田さんは顎(あご)に人差し指を当ててうーんと首をかしげた。

			「そうですね、とにかく依頼料は高額です」

			「依頼料？　占(うらな)いをするのに、やっぱり金を取るのか？」

			「もちろん！　ボランティアじゃないんですから！」

			　竹田さんはとんでもないとばかりに手を振った。そりゃまあ、本職なら金も取るか。俺はすぐさま財(さい)布(ふ)を引っ張りだすと、中身を確認した。ひい、ふう……。二〇〇〇円しかない。

			　マズイな、これだけで足りるだろうか。ただでさえ占(うらな)いって高そうだし。

			　そう思って小(さ)夜(よ)の顔を見ると、小(さ)夜(よ)はドンっと胸を張った。そういえばこいつ、実家の道場の塾(じゆく)頭(とう)として正式に給料を貰ってるんだったな。

			　大して金も使ってなさそうだし、懐(ふところ)は暖(あたた)かいのか。

			「いくらだ？　金ならあるぞ」

			「えっと……言いにくいんですけど……一回一〇〇万円です」

			「ぶべらッ!?」

			　小(さ)夜(よ)はカッと目を見開くと、秘孔を突かれたような叫(さけ)びを上げた。俺もまた、驚きのあまりゴクリと唾(つば)を飲み込む。

			「な、何でそんなに高いんだ!?　いくらなんでも法外だろ」

			「そのですね……経費がかかることはかかるんです。特別なものをいろいろ使いますので。ですがまあ……本人の性格的な物が一番ですね」

			「老人がそんなに金を貯めてどうするんだ。子どもに残すのか？」

			　呆(あき)れたような顔をする小(さ)夜(よ)。その問いかけに、竹田さんもまた肩をすくめる。

			「いや、自分で使うんですよ」

			「さっき、ケチだって言ってなかったか？」

			「ケチはケチなんですけど、使いたい物には惜しまないので……。とにかく、見ていただければ分かると思いますよ。一度、家に来てみますか？」

			　竹田さんの提案に、顔を見合わせる俺と小(さ)夜(よ)。だが、断る理由は特にない。俺は首を縦に振る。

			「分かった、行ってみよう」

			「そうだな。事情を話せば分かってもらえるかもしれん」

			　こうして俺たちは、問題の人物がいる竹田さんの家へと向かうことにしたのだった――。

		

	
		
			第８話　占(うらな)いとロリータ？

			　

			　竹田さんの家は、町の中心からやや離れたところに位置する、満(まん)福(ぷく)寺(じ)という大きなお寺だ。小さい山を丸ごと一つ寺が所有していて、麓(ふもと)から山頂にかけての間に本堂や七(しち)宝(ほう)塔(とう)などさまざまな施設が点在していた。

			　そのうち美(み)代(よ)さんが住んでいるのは、山の頂上近くにある小さな庵(いおり)だそうだ。どうやら、彼女の人嫌いは相当なものらしい。

			「ふう、ずいぶん遠いな……」

			　麓(ふもと)の本堂裏にある登山道から、山を登り始めてはや一〇分。気を抜(ぬ)いたら滑(すべ)り落ちてしまいそうな急(きゆう)峻(しゆん)な山道を登ってきたが、まだそれらしき建物は見えない。オタ学生で体力のない俺は、早くも息が切れ始めていた。まったく、よく老人がこんなところに住むもんだ。若者でもきついぞ。そう思って足を止め、額の汗をぬぐっていると前方から怒(ど)号(ごう)が響いてきた。

			「こら、休むな！」

			「だって足が……仕方ないだろ」

			「だらしない。引っ張ってやるから登れ！」

			「うおッ!?」

			　レッカー車よろしく、物凄いパワーで俺を引っ張る小(さ)夜(よ)。

			　それに引きずられて、俺の身体が山道を猛烈な速度で進み始める。そうして進むこと数分。急に森が開けて、小さなお堂のような建物が見えてきた。

			　古びた瓦(かわら)屋根には草が生え、格(こう)子(し)の扉には何やら大量のお札が張り込められている。

			　その意味するところは分からないが、何だこりゃ。中に住んでいるのは妖(よう)怪(かい)か何かなのか？　建物の不気味さと森を抜(ぬ)ける風の冷たさに、俺はたまらず身を震わせた。それは小(さ)夜(よ)も同じだったようで、握った手が汗を掻(か)き、わずかに湿り気を帯(お)びてくる。

			「こ、ここか？」

			「はい、間違いないです」

			「こう言ったら何だが、ずいぶんと荒れてるな。ほんとに、人が住んでるのか？」

			「まあ、うちの寺自体が古いですからね。仕方ないですよ」

			　そういうと、竹田さんは口に手を当てて叫(さけ)ぶ。甲(かん)高(だか)い声が、森全体に響く。

			「美(み)代(よ)姉さま――！　お客様を連れて来ましたよ！」

			「おう、客か。久しぶりよの」

			　お堂の中から老(ろう)婆(ば)特有の低くしわがれた声が響くと、扉が音もなく開いた。そして現れたのは――腹のあたりが不気味に震える異様な白いのっぺらぼうだった。その姿を見た俺と小(さ)夜(よ)は、たちまち戦(せん)慄(りつ)する。

			「よ、妖(よう)怪(かい)だァ!!!!」

			「で、出たな!?　成敗してくれる！」

			　木刀を構え、一気に飛びかかろうとした小(さ)夜(よ)。竹田さんは急いで止めようとしたが、その動きの速さに間にあわない。だがその直後――、

			「待て！　落ち着かぬか！」

			　腹に響くような一喝。そのただならぬ気(き)迫(はく)に、小(さ)夜(よ)は動きを止めた。その間にのっぺらぼうは自らの顔に手を掛けると、ぺリぺリとそれを剥(は)ぎ取っていく。

			　その中から現れたのは、ごく普通の老婆の顔だった。皺(しわ)に埋もれていてよくは分からないが、顔立ちは竹田さんにほんのりと似ているような気もする。どうやら、この人が美(み)代(よ)さんのようだ。俺も小(さ)夜(よ)も、とんだ早とちりをしてしまったようである。

			「も、申し訳ない」

			「いやいや、こちらこそ済まぬな。パックをしていたことをすっかり忘れておったわ」

			「……では、そのやたらとブルブルしているお腹は？」

			「ああ、これか？　これはの、通販で買った最新式のトレーニングマシンでの。腹に巻いておるだけで、脂(し)肪(ぼう)がグングン取れるすぐれものじゃ！」

			「は、はあ……」

			「さ、中に入りなされ。わしに用があって来たんじゃろう？」

			　くいくいと手招きをする美(み)代(よ)さん。俺たちは彼女に促(うなが)されるまま、怪しげな雰(ふん)囲(い)気(き)のするお堂へと踏(ふ)み込む。するとそこは、古びた外観に反してしっかりした作りの和室となっていた。

			　まだ青い畳(たたみ)。天井から下げられた蛍(けい)光(こう)灯(とう)。部屋の奥には万年床が敷かれ、その脇の小机には最新型のパソコンが置かれている。さらにさらに、部屋中を埋め尽(つ)くす胡(う)散(さん)臭い感じの美容グッズの数々。それを見た俺と小(さ)夜(よ)は、美(み)代(よ)さんが金を必要としている理由を瞬時に察した。

			「大丈夫か、このお婆(ばあ)ちゃん……」

			　珍しく、不安げな顔をする小(さ)夜(よ)。まあ、無理もないか。俺も、いろいろな意味で非常に心配だ。

			「とにかく、ステータスを見てみよう。それである程度は分かるはずだ」

			　そう答えると、俺は早速ステータス画面を呼び出した。

			　

			・名前：竹田美(み)代(よ)

			・年齢：１０１

			・種族：人間

			・職業：占(うらな)い師　滅魔法師

			・ＨＰ：90

			・ＭＰ：70

			・筋力：40

			・体力：45

			・知能：65

			・器用：55

			・速度：35

			・容(よう)姿(し)：30

			・残りポイント：１１０

			　

			・スキル：竹田流除(じよ)霊(れい)術　霊(れい)視(し)　古式占術

			　

			　見た目と行動によらず、非常にまっとうな数値だ。スキルが三つもある上に、職業もばっちり占(うらな)い師になっていた。腕はまあ、確かなようだ。

			　何となく納得がいかないが、ステータスがそう言っているのならばそうなんだろう。俺はひとまずその結果を小(さ)夜(よ)に報告する。

			「まともだ。職業もスキルもばっちり」

			「予想外だな。てっきり、詐(さ)欺(ぎ)かと――」

			「お主たち、何を話しておるのじゃ？　わしはこの年でも耳はいいからの、無駄話はせぬ方がよいぞ」

			　詐(さ)欺(ぎ)という言葉に反応したのか、顔つきを険(けわ)しくする美(み)代(よ)さん。

			　皺(しわ)が深まり、その奥の瞳(ひとみ)が鋭い光を放った。その様子は、さながら山(やま)姥(んば)か何かのようだ。俺と小(さ)夜(よ)はブルリと震えあがると、すぐさま首を横に振る。

			「い、いえ！　何でもありません！」

			「わ、私も何もない！」

			「そうか。ならばよいがの。ところで、そなたたちはどうしてこのようなところへ？　何か用がなければ来ぬであろう」

			「そこは、私から説明します」

			　俺たちと美(み)代(よ)さんの間に、割って入った竹田さん。彼女はつらつらと、先輩がいなくなるに至った経緯などを説明した。美(み)代(よ)さんは時々相(あい)槌(づち)を打ちながら、その話に真剣に聞き入る。そして話が終わると、ふうっと大きく息をついた。

			「なるほどのう。この町にそのようなことが起きておったとは、知らなんだぞい。して、占(うらな)ってほしいのはその千(ち)歳(とせ)という娘の行き先じゃな？」

			「はい、できますよね？」

			「もちろんじゃ、わしを誰だと思っておる」

			「おおッ!!」

			　さすが、職業「占(うらな)い師」だ。俺たち三人はやったなとばかりにアイコンタクトを交わす。けれどまだ、一番超えるべき課題を超えていない。途方もない高額報(ほう)酬(しゆう)の件だ。

			「あの……料金の件なんですけれども……」

			「事情が事情だしの。特別に割り引いてやろう」

			「やった！」

			「そうじゃの、七〇万でいいぞい」

			「おぶあッ!?」

			　割り引いて七〇万かよ！　確かに三割引きって数値的にはそれなりに凄(すご)いけどさ！　俺たちは思わず、その場でひっくり返りそうになった。

			　このお婆(ばあ)さんは学生の所持金の相場とかを知っているんだろうか。七〇万なんて、ポンと出せる学生はそれこそ漫画の中にしかいないだろう。

			「美(み)代(よ)姉さま、もうちょっと……何とかならないんですか？」

			「わしもちと入用があってのう。近々、ドイツ製の美顔器が新発売されるんじゃ」

			　そういうと、彼女はぽんぽんと肩を叩きながら、こちらを値踏みするような眼で見てきた。クッ、このアンチエイジングババアめ！　緊急時だっていうのに、取るものはしっかり取るつもりなのかよ。もうちょっとこう、ボランティア精神とかはないんだろうか。

			「も、もう少し安くなりませんか？」

			「払えぬならばよいのじゃぞ。他をあたれ」

			「そ、それは……」

			　食えぬ態度を取る美(み)代(よ)さんに、いらだたしさを感じつつもグッとこらえる。他にあてなんてあろうはずがない。けどこの婆(ばあ)さん、七〇万以下にはびた一文まけるつもりはないんだろうな。さて、どうしたものか。いい知恵が思い浮かばない俺は、ふらふらと視線を彷徨(さまよ)わせる。

			　するとここで、小(さ)夜(よ)がハッとしたような顔をした。そして、ほれほれとばかりに自分の顔を示す。あ、なるほど。そういうことか！　俺は小(さ)夜(よ)が言わんとすることをすぐさま察した。

			「あの、美(み)代(よ)さん」

			「何じゃ？」

			「もし、美顔器が要らなくなれば、お金も要らないですよね」

			「まあ、そうじゃのう」

			「じゃあ、占(うらな)いの料金も？」

			「そなた、何が言いたいのじゃ？」

			　美(み)代(よ)さんは訝(いぶか)しげな顔をすると、俺の目を覗(のぞ)き込んできた。俺はそんな彼女に、自信たっぷりに胸を張る。

			「俺なら美顔器がいらないくらい、あなたを綺(き)麗(れい)にできますよ！」

			「本当か？　言っておくが、子どもだましのマッサージとかは通用せぬぞ？　わしはそういうのが嫌いじゃ」

			「まあ、任せてください」

			　俺はすぐさま美(み)代(よ)さんのステータスを呼び出すと、残りポイントを確認した。全部で、１１０もある。まだ加減が分からないので、俺はそのうち70ポイントほどをまとめて容(よう)姿(し)へと投入した。これで容(よう)姿(し)１００、現在が30なのでかなり綺(き)麗(れい)になるだろう。するとたちまち、美(み)代(よ)さんの小さな身体をまばゆい光が包み込んでいき――。

			　ストロボのような鮮(せん)烈(れつ)な白(はつ)光(こう)。

			　眼が焼けるようなそれに、俺は堪(たま)らず目を手で押さえた。やがて光が収まり周囲が元に戻ると、俺はショボショボする目をパチパチと瞬きさせる。

			　やがてくらんでいた目が視力を取り戻し、周囲に置かれている物の輪(りん)郭(かく)がはっきりとしてくる。すると視界の中央に、先ほどまでとは明らかに様子の異なる美(み)代(よ)さんらしき人物がいた。その姿を見た俺は、思わず茫然としてしまう。

			「ロリ…………？」

			　肩のあたりですっぱりと切り揃(そろ)えられた艶(つや)やかな黒髪。肌(はだ)は処女雪のように白く、透明感がある。大きな瞳(ひとみ)は蟲惑的な光を湛えていて、何とも怪しい雰(ふん)囲(い)気(き)に満ちていた。日本人形よろしく整った顔立ちは幼く、小学校高学年ほどにしか見えない。が、どこか深い色気がある。

			　華(きや)奢(しや)な身体に不釣り合いな膨(ふく)らみ――小(さ)夜(よ)より一回り小さいぐらいか――が、それをよりいっそう引き立てていた。

			「おお、これは……！」

			　自分の手足を見て、驚きの声を上げる美(み)代(よ)さん。その声は高く、ガラスが鳴るようだった。声までしっかりと若返っている。嘘(うそ)だろ、おい。まさか若返るなんて。驚きのあまり石化した俺たちを前に、彼女はその場でくるりと回った。

			　そして自らの大きな胸をグッと揉(も)むと、その大きな瞳(ひとみ)を丸くする。
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			「Ｆカップが、わしのＦカップが戻ってきた！　し、信じられぬ。どういうことじゃ!?」

			　彼女は戸棚を乱暴に漁(あさ)ると、手鏡を取り出した。そして自らの顔を見ると、またも驚いた声を上げ、今度はその場でひっくり返りそうになる。

			「うむ、顔も完(かん)璧(ぺき)にあの頃に戻っておる！　そなた、いったい何をやったのじゃ!?」

			　尋(じん)常(じよう)ではない勢いで、俺に詰め寄ってくる美(み)代(よ)さん。その勢いと予想外の事態に、俺はしどろもどろになってしまう。

			「そ、そのステータスを上げたら……」

			「すてーたす？　なんじゃそれは、よう分からんの」

			「えっと、そのですね……」

			　美(み)代(よ)さんは、動(どう)揺(よう)する俺から事情を根掘り葉掘り聞き出した。が、彼女は俺の話をいまいち理解できていないようだった。百歳超えのおばあちゃんに、そもそもステータスなんて分かるはずがない。

			　話の筋をつかめない美(み)代(よ)さんは、にわかに不満げな表情をした。そりゃそうだ、得体の知れない力で若返ったなんて気味が悪いに違いない。けれどすぐに機嫌を戻すと、嬉(うれ)しそうにスキップを始めた。

			「何だか知らぬが、まあ良いわ。異常はなさそうだしの。ふん～♪　ふふん～♪」

			　全身で喜びを表すように、部屋の中をグルグルと小躍りして回る美(み)代(よ)さん。だがすぐに動きを止めると、腰に手を当てて「イッツツー！」と声にならない叫(さけ)びをあげた。

			　その様子はさながら、瞬間冷凍されてしまったかのようだ。何だ、まさか副作用……!?　俺たち三人はにわかに戦(せん)慄(りつ)する。

			「み、美(み)代(よ)姉さま!?」

			「腰がァ……！　はよう、サロ○パスを貼っておくれ……！　し、死ぬゥ……！」

			「は、はい！　小(さ)夜(よ)さん、そこの棚にサロ○パスの箱があるので出してもらえますか？」

			「ああ、分かった！」

			　小(さ)夜(よ)は大慌てで戸棚を漁(あさ」)ると、サロ○パスの青い箱を取り出した。

			　竹田さんはそれを受け取ると、すぐさま中身を取り出し、美(み)代(よ)さんの腰に貼ろうと白い服に、さっと手をかけた。そして、俺の顔ををちらりと一(いち)瞥(べつ)する。

			「何見てるんですか！　あっち向いてください！」

			「ご、ごめん！」

			　俺は恥ずかしいんだか何だかよく分からないような気分になりながらも、急いで美(み)代(よ)さんに背中を向けた。すぐに後ろから「あぐッ!?」だの「ふがッ!?」だのと言った形容しがたい叫(さけ)び声が響いてきた。声自体はいわゆるアニメ声に近い高音なのだが、言っている内容は完(かん)璧(ぺき)にお婆(ばあ)ちゃんだ。どうやら、見た目だけしか若返っていないらしい。

			「ふう、死ぬかと思ったわい……。もう、こちらを向いてよいぞ」

			　俺がゆっくりと向き直ると、彼女はもうすっかり落ち着きを取り戻していた。その後ろでは、竹田さんがポンポンとテンポよく彼女の腰を叩いていた。結構酷(ひど)いぎっくり腰になってしまったようだ。南無南無。俺はしっかりと合(がつ)掌(しよう)する。

			「……まあ、中身はともかく見た目は完(かん)璧(ぺき)に二十代の頃に戻ったの。これぞ、わしの理想の姿じゃ！」

			「え、それで二十代……？」

			「そうじゃぞ。このナイスバデーは完(かん)璧(ぺき)に二十代だろうが」

			「はあ……」

			　竹田さんが腰を叩くたび、プルンと弾む胸元。そこだけは確かに大人と言っていい。が、それ以外はどう見ても子どもにしか見えなかった。

			　頑張って中学生、普通に見れば小学校高学年ぐらいだ。背も俺より頭一つ低いし、甲(かん)高(だか)い声もそれぐらいにしか聞こえない。

			　もしかしてこの人、昔はいわゆる合法ロリというやつだったんだろうか。

			　できることなら、その頃に会いたかったものだ。見た目は良くても、すぐぎっくり腰になる中身は致(ち)命(めい)的(てき)すぎる。

			「私の時も凄(すご)かったが……それ以上だな」

			「おや？　そなたもこやつの力で姿を変えたのか？」

			「いや……か、飼(か)い犬の話だ。私は産まれた時からこの姿だぞ！」

			　誤(ご)魔(ま)化(か)すように、おほほとぎこちない高笑いをする小(さ)夜(よ)。こいつ、誰も覚えていないのをいいことにオーガ（♀）だった事実を闇(やみ)に葬(ほうむ)るつもりかよ……。　

			　俺はおいおいと顔をしかめたが、すぐさま恐ろしい視線が飛んできた。話したら殺す。南極のブリザードのような、冷え切った殺意の嵐が俺を襲う。

			「しかし、凄まじい力よの。見た目だけとはいえこれほど人を変えられるとは」

			「それだけじゃない。タクトの力は人の記憶まで変えるぞ」

			「記憶を？」

			「ああ。見た目が変化したのに合わせて、齟(そ)齬(ご)が出ないように周囲の人間の記憶が改(かい)竄(ざん)されるんだ……あれ？」

			　そう言って、小(さ)夜(よ)は首を傾げた。その様子を見て、俺もようやく少しおかしなことが起きているのに気づく。この間、小(さ)夜(よ)の容(よう)姿(し)をいじった時にはいじられた小(さ)夜(よ)と俺しかそのことには気づいていなかった。

			　しかし今回は、俺と美(み)代(よ)さんだけでなく小(さ)夜(よ)も竹田さんもそのことをしっかりと認識している。考えてみればおかしな話だ。俺と小(さ)夜(よ)はとっさに顔を見合わせる。

			「どうしたのじゃ？」

			「少し、おかしなことがあったので。でもまあ、たぶん大丈夫だと思います」

			「そうかの。ならばよいのじゃが。しかし、この力はのう……気をつけねばならぬぞ」

			「何か、あるんですか？」

			「うむ。おそらくじゃが、この力は魂力をいじるものじゃろうて。ただの魔力や霊力では、ここまでのことは無理じゃからのう。ゆえに、使い方を間違えれば恐ろしいことになるぞい」

			　美(み)代(よ)さんは額に皺(しわ)を寄せ、急に険(けわ)しい表情をした。そのただならぬ迫力に俺は気(け)押(お)され、ゴクリと唾(つば)を飲む。魂力――そういえば、七(なな)瀬(せ)もそんなようなことを言っていたような気がする。いったいどういう力なのだろう。俺は意を決して、美(み)代(よ)さんに尋(たず)ねてみる。

			「魂力とは、なんですか？」

			「そなた、そのようなことも知らぬのか。魂力というのはのう、文字通り魂(たましい)の力じゃぞ。霊力や魔力よりももっと根源的な力でな。普通は魂(たましい)の奥底に封じられておるが、引き出すことができれば莫大な威(い)力(りよく)を得られるという。実際に使っておる者を見るのは、初めてじゃがの」

			「へえ……なるほど」

			　ステータスを見て、ポイントを振る。ゲームでは当たり前のような能力だが、現実では相当に凄(すご)い能力のようだ。

			　考えてみれば、限定的とはいえ人々の記憶を変えてしまうのだ。俺が想像している以上にこのステータスの力は強力なのかもしれない。

			「うむ、くれぐれも気をつけるのじゃぞ。わしから言えるのは、それだけじゃ。さてと、では約束通り占(うらな)いを始めるかの。ふふ、これだけ綺(き)麗(れい)にしてもらったのじゃ、気合を入れねばの。月(つき)奈(な)、三角鏡を持ってこい」

			「は、はいッ！」

			　竹田さんは少し驚いた様子で部屋の奥に向かうと、壁に掛けられていた鏡(かがみ)を運んできた。綺(き)麗(れい)な正三角形をした鏡(かがみ)で、大きさは手鏡を一回り大きくしたほど。縁(ふち)には鬼(おに)を模したようなデザインの装(そう)飾(しよく)が施されていて、見ていて非常に不気味だ。

			　しかも通常のガラスを使って作られているわけではないらしく、その表面は血を流したような紅(くれない)を帯(お)びていた。いかにも、といった雰(ふん)囲(い)気(き)の品だ。

			「これを使って占(うらな)うのも久しぶりじゃの……。起きろ、神理の鏡(かがみ)！　汝(なんじ)が映すは世界、汝(なんじ)が覗(のぞ)くは心！　流れゆく森(しん)羅(ら)万(ばん)象(しよう)、繰り返される輪(りん)廻(ね)。その身に絡みし因(いん)果(が)の糸を、今こそ我はこの手に掴(つか)まん！」

			　言(こと)霊(だま)を吐くと同時に、美(み)代(よ)さんは鏡(かがみ)に向かって手を突きだした。

			　するとその細い手がさながら水面に潜るように、鏡(かがみ)の中へと入り込んでいく。俺と小(さ)夜(よ)はその不可思議な光景に、思わずおおっと声を上げた。その直後、美(み)代(よ)さんの大きな瞳(ひとみ)がカッと裂(さ)けんばかりに見開かれ、手を鏡(かがみ)の内からざっと引き抜(ぬ)く。

			「見えたぞ……。これは髪じゃな。だが、少し不自然じゃの。うーん、ヅラじゃ。ヅラがその娘の行き先の鍵(かぎ)を握っておる！」

			　ヅラ。この言葉を聞いた時、俺と小(さ)夜(よ)、そして竹田さんの三人はすぐにある人物を思い浮かべた。

			　その人物は生徒会長である千(ち)歳(とせ)先輩とそれなりに近しい立場にあるし、何より俺たちの記憶に「ヅラの人」として刻み込まれている。今なお伝説として語り継がれる、四月七日の入学式。深く頭を下げすぎた彼は、新入生全員の前でヅラを――！

			「校長……!!」

		

	
		
			第９話　現れる恐怖

			　

			　辰見高校校長、神(かん)野(の)甚(じん)五(ご)郎(ろう)。

			　札付きのヤンキーから見事に更(こう)生(せい)して教師となり、ついには校長にまで成り上がった傑(けつ)物(ぶつ)である。

			　目つきの鋭い強(こわ)面(もて)と威(い)圧(あつ)感(かん)たっぷりのいかり肩を特徴としているが、見た目に反して面倒見が良く、生徒からはそれなりに人気がある。ただし、ヤンキー時代にしていたリーゼントや脱色が原因で、頭はザビエルのような状態となってしまっていた。

			　さすがにそれでは格好が付かないので、普段はヅラだ。

			　それも特別に毛が多いヅラで、遠めだとフサフサを通り越してモリモリと言った感じだった。そんな見苦しい抵抗などせずとも、いっそ、綺(き)麗(れい)に剃(そ)ってスキンヘッドにすれば似合うんじゃないかと思うが、校長としてそれはマズイらしい。

			「まさか、あの校長がな……。さすがに予想外だ」

			　寺からの帰り道。俺と小(さ)夜(よ)は住宅街の細い路地を歩いていた。

			　時刻はちょうど逢(おう)魔(ま)ヶ時(とき)。季節は５月だが、この時間はまだまだ肌寒い。俺は吹き抜(ぬ)ける風の冷たさに、ポケットに手を入れながら小(さ)夜(よ)の方を見る。

			「けど、校長なら生徒会長の先輩とバッチリ接点があるしな。あながちありえなくもない」

			「そうかもしれないが、あの校長も、もしかして魔法使いだったりするのだろうか」

			　小(さ)夜(よ)の言葉に、俺は思わず魔法使いっぽい校長の姿を想像した。ハゲでガタイのいいオッサンが、魔法少女よろしく杖(つえ)をくるくると回す姿が目に浮かぶ。

			　うへ、気持ち悪いなんてもんじゃないぞ！

			「いや、校長がそれはないだろ。似合わないなんてもんじゃない」

			「人間、見た目によらないってこともあるがな」

			「やめろ、大魔○峠じゃあるまいし」

			　こうして話しながら歩いているうちに、家の近くまで来た。

			　すると、黒猫が俺たちの家の前をうろうろとさまよっていた。ひどく落ち着きがない様子で、二つの家の玄関と門の間を行ったり来たり。さながら、何かの訪れを待っているかのようだった。

			　そういえば、この猫この前もいたよな。その猫の顔に、どことなく見覚えがあった。

			　しっかり追い出したはずなのに、また戻って来ちゃったのか。やれやれと手を上げつつも、猫に近づく。

			「こら、また来てたのか」

			　声をかけると、猫はゴロゴロと喉(のど)を鳴らして足にすり寄ってきた。

			　そして家に入れてとばかりに、またしても器用にズボンのすそを引っ張る。こんなことやられても困るんだけどな。

			　前回よりもさらに懐いてくる猫に、俺は頭をポリポリと掻(か)いた。そして、助けを求めるように小(さ)夜(よ)を見る。

			「お前、こいつを引き取れないか？」

			「その猫か？　いや、うちもなぁ……」

			「お前んとこもペット駄目だったっけ？」

			「別にそうじゃないんだがな。最近、猫を狙(ねら)った物騒な事件があるから、そう簡単には」

			「なんだそれ。聞いたことないぞ」

			「まったく。相変わらずお前は情報に疎(うと)いな」

			　俺がとぼけた顔をすると、小(さ)夜(よ)は呆(あき)れたように肩をすくめた。悪かったな、ぼっちで。

			「最近、猫を面白半分に襲っている奴がいるようでな。隣のクラスでも、飼(か)い猫が一匹やられたらしい」

			「マジかよ」

			「ああ。めった刺しだそうだ。ただでさえうちの道場は事件を起こすことが多いのに、これ以上の火種は……」

			　申し訳なさそうな顔をする小(さ)夜(よ)。

			　別に事件の犯人が怖いわけではないんだろうが、争いの種を持ち込むのがまずいのだろう。小(さ)夜(よ)の家の門下生は、血の気が多いからな。何か厄(やつ)介(かい)なことを起こしても困る。

			　やれやれ、どうしたものか。上目遣いでこちらを見てくる猫に、俺と小(さ)夜(よ)は二人して困った顔をする。

			　このまま放り出すのはさすがに忍びない。何せ、二回も来ているのだ。また、事件のこともあるならなおさらこのまま放置することもできない。

			　せめて、どこか面倒を見てくれる人の当てがあればいいんだが。俺と小(さ)夜(よ)は互いに頭を捻る。その時だった。俺はふと、あることを思い出す。

			「そう言えば、校長って猫好きだったよな」

			「ああ、校舎裏で野良猫の面倒を見てたはずだ」

			「だったら、校長に渡すのはどうだ？　猫好きの校長なら、嫌がらずにそのまま面倒を見てくれるかも」

			「え？　でも校長は……」

			　俺の提案に、小(さ)夜(よ)は顔をしかめた。無理もない、現在進行形で俺たちが疑っている相手だからな。けれど俺は、そんな小(さ)夜(よ)に向かってチッチと指を振る。

			「分かってないな。猫を預けるって理由があれば、校長に自然と近づけるだろう？　それでさりげなく、先輩のことを聞けるかもしれない」

			「ああ、そういうことか。意外といいかもしれんな。まだ時間もあるし、早速連れてくか」

			「ＯＫ、俺も付いてくよ。……あれ？」

			　早速、捕(つか)まえようとすると、先ほどまであれほど懐いてきた黒猫が、猛スピードで逃げ出してしまった。

			　俺が差し出した手をするりと抜(ぬ)けて、塀(へい)の上にひょいっと駆(か)け上がってしまう。慌てて小(さ)夜(よ)も手を伸ばしたが、猫はそれすらも避けて、近くの家の敷(しき)地(ち)に入り込んでしまった。その動きはやけに機(き)敏(びん)で、焦(あせ)っているかのようだった。

			「変な猫だな。さっきまで尻尾(しつぽ)振ってたのに」

			「ま、猫なんて気分屋だからしょうがないさ」

			「それでも何だかなあ」

			「仕方ない。そんなことより、早く帰ろうぜ。もうそろそろ飯だ」

			　そういうと、俺は不満げな顔をしている小(さ)夜(よ)を置いて、一足先に家の中に入ったのであった――。

			　

			「うーん……」

			　翌日。俺と小(さ)夜(よ)と竹田さんの三人は、校長の監(かん)視(し)をしていた。猫を連れて行く作戦が失敗したので、ひとまず地味な作業からである。

			　職員室脇の廊(ろう)下(か)に置かれた、大きなスチール製の本棚。そこにずらりと並べられた進路関係の資料を読む振りをしながら、俺たちは奥にある校長室の様子をうかがっていた。

			　かれこれ三十分。授業が終わってからずーっと張り付きっぱなしだ。

			　しかし、校長室の様子にこれといった変化はなかった。

			　ポンポンと判(はん)子(こ)をつく音やあまり上手とは言えない鼻歌などが聞こえてくるだけだった。どうしたことか、とても怪しい気配なんてない。俺はやれやれとため息を漏(も)らさずにはいられなかった。

			「なあ、本当に美(み)代(よ)さんの占(うらな)いは当たるのか？」

			「それは大丈夫です！　占(うらな)いが外れることは絶対にありません！」

			　俺の問いかけに、竹田さんは少々ムキになって反論する。

			　根(こん)拠(きよ)はいまいちよく分からないが、美(み)代(よ)さんの占(うらな)いに絶対の信頼を置いているようだ。ううむ、仮に占(うらな)いが当たっているとすると、もしかして校長ではなく、他のヅラの人が鍵(かぎ)を握っているんだろうか。

			　けれどそうなってしまうと、対象の特定はほぼ無理だ。

			「そう言えば、加(か)賀(が)先生もヅラだとかそうでないとか……」

			　思い出したようにつぶやく小(さ)夜(よ)。俺はその言葉に耳を疑った。加(か)賀(が)先生と言えば、まだ二十代前半の若い体育教師だ。その爽(さわ)やかでハツラツとした容(よう)姿(し)は、女子からの人気も絶大で、我が校を代表するイケメンの一人である。髪ももちろん、黒々フサフサだ。

			「おいおい、ほんとかそれ？」

			「ああ、あの髪は八割ぐらいア○ランスだと聞いたことがある」

			「その噂(うわさ)、私も聞いたことあります！　二組の松井先生がデート中にこっそりヅラを直してるとこを見たらしいですよ！」

			「何、あの松井先生が!?　あの二人、できてたのか？」

			「ええ、知りませんでした？」

			　当初の目的を忘れて、一気に盛り上がり始める女子二人。このミーハーどもめ。校内事情に疎(うと)い俺は、イマイチ彼女たちの話についていけない。

			　けれどそれを聞いている限り、どうやら加(か)賀(が)先生ヅラ説にはある程度の根(こん)拠(きよ)があるようだ。さて、そうすると校長だけでなく加(か)賀(が)先生の方も監(かん)視(し)しなければならないか……？　

			　そう思い始めた時、校長室の扉が開く。中から出てきた校長は、俺たちの姿を見ると不思議そうに首をかしげた。

			「うぬ？　お前たち、そこで何をやっておるんだ？」

			「あ、はい。進路のことを調べてまして……」

			　慌てて、俺は「大学案内」と書かれた雑誌を手に取った。小(さ)夜(よ)や竹田さんも、近くにあった赤本を手にして、精一杯の笑顔を見せる。するとたちまち校長は、満足げな顔であごひげをなでた。

			「ほう、一年のうちから進路研究か！　感心感心」

			　豪快に笑うと、校長はそのままどこかへと歩いて行ってしまった。その手には、キャットフードの入った袋が握られていた。そういえば、そろそろ餌(えさ)の時間だな。校長は面倒を見ている野良猫に、きちんと餌(えさ)を与えているようだ。

			「……どうする？」

			「校長先生だけでなく、加(か)賀(が)先生も気になりますよね……」

			「では二手に分かれよう。私が校長を追う。タクトと竹田は加(か)賀(が)先生の方へ行ってくれ」

			「分かった！　気をつけていけよ」

			「もちろんだ。私を誰だと思っている」

			　小(さ)夜(よ)は任せろと言わんばかりの表情をすると、校長が歩いて行った方へと走り去った。一方の俺は、隣の竹田さんと軽くアイコンタクトを取ると、加(か)賀(が)先生のいるグラウンドへと向かうのだった――。

			　

			　加(か)賀(が)先生は陸上部の顧(こ)問(もん)をしている。俺はグラウンドの隅(すみ)から陸上の練習――むさい男子ではなく女子の方を中心に――を見学しながら、彼の様子を観察していた。

			　とりあえず今のところは何も起きておらず、髪の毛がヅラだという気配もない。それよりも、走り込みをするたびに揺れる女子たちの膨(ふく)らみの方が一大事だったりする。

			「陸上部すげえな、全員Ｃは堅いぞ……！　クソ、補(ほ)欠(けつ)でもいいから入っとけばよかったかな……！」

			「何を見てるんですか。胸を見てる暇があったら、加(か)賀(が)先生を観察してください！」

			「ああ、ごめん！　つい、な」

			「それでよく、あの塾(じゆく)頭(とう)と付き合えましたね」

			　そう言うと、竹田さんは心底呆(あき)れたような顔をした。え、待ってくれ。今この人なんて言った？　あまりにも予想外の言葉に、俺はポカーンと口を半開きにする。

			「待て待て！　いつの間に俺と小(さ)夜(よ)は付き合ってることになってるんだ!?」

			「え、違うんですか？　あんなに仲が良いのに」

			「誰があんな奴と。俺と小(さ)夜(よ)はただの腐(くさ)れ縁(えん)だよ！」

			「私にはとてもそうは見えませんけどね」

			「いやいや、絶対違うから！」

			「ほんとですか？」

			　目を細め、疑わしげな顔をする竹田さん。確かに俺と小(さ)夜(よ)は仲が良いが、そういう関係では絶対にない。今は絶世の美少女でも、元はオーガ（♀）だからな。気分的には、マッチョなオッサンが全身整形して美少女になったようなもんである。

			　元の姿を知っている以上、恋愛関係だけにはならない……はずだ。全力で誘(ゆう)惑(わく)されたら万が一、ということもあるかもしれないけど、基本的にはない。ないはずだ！

			「よーし、練習終了！」

			　俺が心の中で葛(かつ)藤(とう)しているうちに、陸上部の練習が終わった。生徒たちと一緒になって運動していた加(か)賀(が)先生は、少し息を荒くしながら解散を告げる。

			　たっぷりと汗を流した生徒たちは、元気よく返事をするとすぐさま水飲み場へと殺(さつ)到(とう)した。彼らは文字通り、水を頭から浴びるようにしてがぶがぶと飲む。

			　やがてその人混みに、加(か)賀(が)先生も混じった。「しっかり汗を流せよ、お前ら！」などと言いながら、汗で濡れた頭にじゃぶじゃぶと水を浴びせる。その動きはかなり乱暴で、毛根なんて全く気にしてなさそうだ。

			「あれ、ヅラじゃないのか？」

			　加(か)賀(が)先生は水で頭をさっぱりとさせると、そのままタオルでゴシゴシと拭いた。最新のカツラは水洗いできるとか聞いたことがあるが、さすがにこれはどうなんだろう。

			　というか、肌(はだ)にぴったりと隙間なく張り付いた髪の毛の様子は、どう見ても地毛にしか見えない。

			「うーん、やっぱ違うみたいですね……。戻りますか」

			「そうだな」

			　俺たちはグラウンドに背を向けると、校長と小(さ)夜(よ)のいるであろう校舎裏へと向かおうとした。するとその時、竹田さんの服のポケットが、カッと強い光を放つ。

			「大変です！　塾(じゆく)頭(とう)のお守りに何かあったようです！」

			「なッ!?　急ぐぞ!!」

			　俺たちは顔を青くすると、急いで走り始めた。

			　コンクリートの大地を蹴(け)り、制服が乱れるのも構わずに全速力で駆(か)け出す。陽はすでに沈みかけて視界は薄暗く、頬を撫(な)でる風は鋭い冷たさを帯(お)びていた。

			　やがてさしかかった校舎裏は、ほとんど人気がなく物(もの)寂(さび)しい雰(ふん)囲(い)気(き)が漂(ただよ)っていた。そのはるか奥、学校を取り囲む塀(へい)と校舎との狭(はざ)間(ま)に、校長と小(さ)夜(よ)の姿はあった。だが、

			「あれ？」

			　二人の姿を見た俺と竹田さんは、思わず拍子抜けしてしまう。二人は何事もなく、仲良く猫に餌(えさ)を上げていたからである。

			　その様子はとてもほのぼのとしていて、危険なんて文字はひとかけらもなかった。

			「なんだ、タクトたちもこっちに来たのか」

			「ああ。何か知らないけど、小(さ)夜(よ)のお守りに何かあったみたいだからさ」

			「別に何にもないぞ。平和そのものだ」

			　猫を抱き抱えながら、心底幸せそうな顔をする小(さ)夜(よ)。彼女はペレット型の餌(えさ)を摘まむと、猫の口元へと持って行った。猫は軽く目を細めると、その餌(えさ)にパクっと食いつく。そして、満足げにゴロゴロと喉(のど)を鳴らした。

			「お前たちも、餌(えさ)をやるか？」

			　キャットフードの入った皿を手にした校長が、俺たちを見て笑う。

			　ニカッと金歯を剥(は)き出しにしたその笑みには、断りづらい迫力があった。俺と竹田さんは互いに顔を見合わせると、一瞬の躊(ちゆう)躇(ちよ)ののち、校長の下へと歩く。

			　たちまち、近くにいた猫が俺たちの方へとすり寄ってきた。

			　ずいぶんと、人に慣れているようだ。

			「結構慣れてるんですね」

			「おうよ、かれこれ三年も餌(えさ)をやっているからな。わしの家族だ」

			「へえ……」

			「ほれ、適当なやつにやってみろ」

			　そう言って、俺と竹田さんは校長から餌(えさ)をひと掴(つか)み受け取った。

			　さて、どの猫にやったものか。ここぞとばかりにすり寄ってくる猫たちに、俺は逆に目移りしてしまう。これだけの動物に囲まれたのは久しぶりというか、初めてかもしれない。

			「うーん……おッ？」

			　しばらく様子を見ていると、俺は猫たちの群れの端で、じーっと動かない黒猫の姿を発見した。

			　よく見れば、昨日うちの前に来ていた猫だ。あれだけ嫌がっていた割には、結局来ていたのか。俺はゆっくりと猫に近づくと、その身体をそっと抱きあげた。すると――、

			「血？　怪(け)我(が)してるのか!?」

			　俺は驚いて、猫の身体を離してしまった。猫はひたっと軽く着地すると、そのまま物陰へと引っ込んでしまう。

			　ゆっくりと手を持ち上げると、そこには微(かす)かにだが、確かに血(けつ)痕(こん)があった。

			　よくよく観察すると、足の毛並が一部濡れているようにも見える。間違いない。あの猫は、怪(け)我(が)をして血を流している。

			「なあ、あの猫……」

			「どうかしたのか？」

			　俺の動(どう)揺(よう)した顔を見て、訝(いぶか)しげに顔を歪(ゆが)める小(さ)夜(よ)たち。俺は彼女たちにこっちへ来いと手を振った。そして、猫の様子を確認した小(さ)夜(よ)たちは、驚いて目を見開く。特に、猫好きな校長はひどく慌てた様子ですかさず猫を抱き抱えた。

			「おのれ、ついにわしの猫までやられたか！　早速手当をせねば！」

			　怒りをあらわにしつつも、校長はポケットからハンカチを取り出し、傷口に巻いた。するとここで、竹田さんが妙な顔をする。細い眉(まゆ)が、額の中央に寄った。

			「校長、ちょっと猫の様子を見せてもらっていいですか？」

			「ん、どうかしたのか？」

			「少し、気になることがありまして」

			　竹田さんは懐(ふところ)から例の方位磁石を取り出した。そしてそれをゆっくりと猫の身体に近づける。

			　するとたちまち、コンパスの針(はり)がふらふらと揺れ始める。やがてそれは、ゆっくりではあるが確かに回転し始めた。明らかに、何らかの力が働いている。

			「わずかですけど、魔力が感じられますね」

			「本当か？」

			　思わず身を乗り出す俺と小(さ)夜(よ)。竹田さんは黙(だま)って頷(うなず)く。

			「はい。ただこの反応ですと――」

			　そんな竹田さんの言葉が終わらないうちに、近くの木々の葉が急に揺れた。

			　風は吹いていない。何事だと思った俺たちが振り返ると、黒い影が学校を取り囲む塀(へい)を乗り越え、中に入ってきた。影は三つ。二つの大きな影と、それより二回りほど小さい影が一つである。やがてその姿をはっきりと目に捉えた俺たちは、揃(そろ)って息を飲む。

			「化け物……！」

			　大きな影は、先日病室で見たのと同じ骨の化け物だった。そしてその二体の怪物の間に、エスコートされるようにして一人の少女が立っていた。水○黄門のご老公とでもいえば、構図として分かりやすいだろうか。
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			いきなり現れた少女は俺たちを一(いち)瞥(べつ)すると、竹田さんが抱える猫に眼をやる。

			「その猫、渡してくれない？」

			「何だてめえは！　人の学校にいきなり入ってきて、不法侵入だぞ!!　しかも猫を渡せだなんて、お前が最近の事件の犯人か!?」

			　手を差し出した少女の前に、校長が立ちふさがった。彼はスーツの袖(そで)をまくると、ゴキゴキと拳(こぶし)を鳴らして威圧する。

			　興奮しているのか、その様子はまるっきりヤンキー時代に戻っていた。けれどそんな校長に、少女は悪びれる様子もなく答える。

			「ええ、そうだけど。おじさん邪魔だよ。さっさとどいてくれない？」

			「どけと言われてどいてたら、頭は務まらねえよ！」

			「ざーんねん。なら、無理やりにでも動いてもらおっか。我、右手に剣を所望する。ソード・ア・ディスタンス！」

			「ふがァッ!?」

			　刹(せつ)那(な)のうちに伸びた光。剣の形に収(しゆう)束(そく)したそれは、校長の肩を貫(つらぬ)く。絶(ぜつ)叫(きよう)。校長の口から声にならない叫(さけ)びが漏(も)れた。

			　出血。グレーのスーツがたちまち赤黒い色に染め上げられ、血がぼたりぼたりと滴(したた)り落ちた。校長はそのまま、手で肩を掴(つか)みながらその場に崩(くず)れる。

			　あまりに突然の出来事。嘘(うそ)だろ、猫だけじゃなくて、人までやるのかよ！　俺は動(どう)揺(よう)のあまり顔を青くしながらも、校長のステータスを表示した。

			　ＨＰ40、体力30――良かった！　まだ生きている。俺は急いで校長のもとに駆(か)け寄ると、その身体を抱えて地面に横たえた。校長は意識を失っていた。

			「貴(き)様(さま)ァ!!」

			　小(さ)夜(よ)は恐ろしいほどの大声を上げると、少女に向かって飛び出した。だがその行方を、怪物たちの黒い巨体が阻(はば)む。彼女はそれを手にした木刀で振り払おうとしたが、いかんせん、二対一。さすがの小(さ)夜(よ)も、その動きを止められた。

			「チッ！」

			「野(や)蛮(ばん)な人たち。僕はその猫さえ渡してくれれば、なーんにもしないのに。ほら、そこの女の子。あなただって、痛い思いはしたくないでしょう？　ほら、早く猫を渡して」

			「嫌です！」

			　竹田さんは猫を近くにいた俺に預けると、一歩前へ進み出た。そしてポケットから符を取り出すと、少女に向かって付きつける。

			「竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん、塾(じゆく)頭(とう)。ここは下がっていてください。あとは私が」

			「大丈夫か？」

			「任せてください！」

			　そう言うや否や、竹田さんは手にした符を放った。直線を描き、五枚の符が少女に向かって殺(さつ)到(とう)する。

			　当たる！　

			　だがそう思った瞬間、怪物たちの手がそれを阻(はば)んだ。

			　爆発。黒い腕に巻きついた符が、さながら爆弾のように閃(せん)光(こう)と衝(しよう)撃(げき)をまき散らす。

			　その威(い)力(りよく)の大きさに、さしもの怪物たちもたたらを踏(ふ)んで仰け反った。その隙を狙(ねら)いすましたかのように、今度は竹田さんの掌(てのひら)から蒼(あお)白(じろ)い光が飛び出す。

			「破ァ!!!!」

			　それはさながら、ＳＦ映画のビームのようだった。蒼(あお)い光は独特の音を響かせながら、宙を貫(つらぬ)く。

			　あまりの速さに、怪物たちも対応ができなかった。少女の身体がたちまち蒼(あお)にのまれる。その強烈な光の洪(こう)水(ずい)に、俺も小(さ)夜(よ)も思わず目を閉じた。やがて立っていられないほどの衝(しよう)撃(げき)が襲い、俺は思わず膝(ひざ)をつく。

			「やったか……!?」

			「いや、まだだ！」

			　霞(かす)む視界の向こう。大きくえぐれた地面の上に、未だ立っている少女の姿があった。

			　俺と小(さ)夜(よ)、そして竹田さんまでもがその光景に思わず息を止める。まさか、あれを喰(く)らって平気なのか!?　驚きのあまり、身体が硬(こう)直(ちよく)してしまった。その時だった。

			「しまッ!?」

			　隙(すき)だらけになっていた竹田さんの身体を、得体の知れない木の幹のような物が絡め取った。突然身動きが取れなくなり、もがく竹田さん。やがてその前方から、底冷えのするような声が響く。

			「もしかして、七(なな)瀬(せ)を倒したのは君かな？　面白い術を使うね。今のはちょーっと、厳しかったかな――？」

			　

			　少女というのは、愛されるようにできている。

			　親に依存しないと生きていけない人間の赤ん坊が、自然と万人に好まれる姿となったように、少女もまたそうなのだ。ロリータ・コンプレックスという言葉もあるが、愛の対象としてではなく好意の対象としてならば、ほとんどの人間が少女を好きだというだろう。俺ももちろん、そのほとんどのうちの一人である。

			　けれど――いま俺たちの前に立つ少女は、全身の毛が逆立つようなおぞましい気配を放っていた。

			　ここにいてはいけない。存在自体に、明らかに異質な物がある。黒いゴシックロリータ風のドレスを着て、柔(やわ)らかな金髪を揺らす彼女の様子は、さながらよくできた肖(しよう)像(ぞう)画(が)のようだ。けれど俺は決してそれを綺(き)麗(れい)だとは思えず、深い蒼(あお)の瞳(ひとみ)も、精(せい)緻(ち)に造られたビスクドールのような顔立ちも、全てが作り物のように見えてしまっていた。

			「さっきの術、霊術の一種だよね。君、そんな格好だけど法師さんなのかな？」

			「は、離して！」

			「バカだなぁ、そう言われて離す人なんていないよ？」

			　少女は竹田さんの顔に手を伸ばすと、顎(あご)の先から頬にかけてのラインをスウッと撫(な)で上げた。白くほっそりとした手が美しい顔を撫(な)で上げる様は何とも官能的だが、今はただそれが恐ろしい。こいつは、いったい何者なんだ……？　

			　俺はここにきて、ようやく少女のステータスを開く。たちまち、見慣れた半(はん)透(とう)明(めい)の板が視界を埋めた。

			　

			・名前：ラルネ・フォンシール

			・年齢：13

			・種族：人間（強化状態）

			・職業：魔(ま)導(どう)師(し)　コレクター

			・ＨＰ：１７０

			・ＭＰ：１１０

			・筋力：１０５

			・体力：１００

			・知能：70

			・器用：70

			・速度：１３０

			・容(よう)姿(し)：90

			・残りポイント：１４０

			　

			・スキル：黒魔術　杖術　ソウルハント

			　

			「クッ……！　なんつー化け物だよ……！」

			　強化状態と表示されているから、おそらく底上げはされているのだろう。

			　とはいえ、恐ろしい数字だ。身体能力だけで小(さ)夜(よ)とガチバトルができるレベルじゃないか。その上、さっき校長に使ったような魔術もある、仲間だって二体いる。

			　俺と小(さ)夜(よ)の二人で、どうにかできる相手じゃない。

			　身体の芯(しん)が冷え、気持ちの悪い脂(あぶら)汗(あせ)がとめどなく流れる。

			「大丈夫か？」

			「ああ。けど、こいつのステータスはとんでもなくヤバいぜ」

			「どれぐらい？」

			「お前が五人ぐらいほしい感じだ」

			「それはきついな」

			　俺の言葉に、さすがの小(さ)夜(よ)も緊張の色をみせる。白い首筋に、汗が浮く。どうすれば、この状況を切り抜(ぬ)けられる……。思考だけが、ひたすら加速する。

			「拍(はく)動(どう)が加速しているね。僕が怖いのかい？」

			「そ、そんなことあるか！　何で猫を狙(ねら)ってるのか知らねーが、渡さねえ！」

			「そうだ！　痛い目を見たくなかったら、さっさと帰るんだな！」

			　俺と小(さ)夜(よ)はそう叫(さけ)ぶと、精いっぱい胸を張った。もちろん、虚(きよ)勢(せい)だ。

			　けどそうでもしなければ、恐怖で心がへし折れてしまいそうだった。そんな俺たちの様子を見たラルネは、口の端をニイッと吊り上げると愉しげに笑った。

			「そうかい。なら死ぬといいよ。――深(しん)淵(えん)より伸びる異(い)形(ぎよう)の手。それが握るは血の器。我が断(だん)罪(ざい)の剣、今その欠片(かけら)に魂(たましい)を注がん。来たれ！　ソード・ア・スピリアル!!」

			　いきなり、ラルネの手より放たれる光。先ほどの物よりはるかに強力に見えるそれは、嫌にゆっくりとこちらへ迫ってきた。

			　もしかして、これが走(そう)馬(ま)灯(とう)というやつなのだろうか。俺はゆっくりとした時の中で、そんなことを考える。当たれば俺なんてひとたまりもないだろう。それが感覚的に理解できてしまった。

			　すぐさま逃げようとするが、足が動かない。思考は極限まで加速しているが、日頃怠(なま)けていた身体はそれに追いつけていないようだ。

			　かろうじて光の射程から逃れた小(さ)夜(よ)が、脇で必死に叫(さけ)んでいる。

			　何といっているのかは、さっぱり伝わってこない。ネイティブの英語のようだ。けれどその必死さだけは伝わってきて、どうにか身体を動かさねばならないと思う。加速する気持ちに応じるかのように、もどかしいほどの速度で足が動く。

			　だが、間にあいそうにない。

			　無理だ――心が折れかけ、あきらめが頭をもたげた時だった。どこからか小さな黒い影が飛び出し、俺の前へと立ちふさがった。

			　それは、さっき俺が抱えていた猫だった。猫は雄(お)々(お)しく二本足で立ち上がると、

			「？％！＝＄＆＃＃」

			　何かの音が飛び出した、得体の知れない言葉。それはおよそ、動物の鳴き声ではなかった。いくつもの音が、多(た)層(そう)的(てき)に重なり合う。

			　そんな不思議な鳴き声が響くと同時に、淡い光の壁が現れる。蒼(あお)い正三角形をしたそれは、瞬(またた)く間に薄く広がると俺たちの前をしっかりと覆(おお)い隠した。衝(しよう)突(とつ)。光と光が正面からせめぎ合い、洪(こう)水(ずい)となって辺りに溢(あふ)れ出す。

			　白い世界。やがてそれが収まると、壁があった地点には小さなクレーターができていた。その向こうで、ラルネが驚いたように声を漏(も)らす。

			「圧(あつ)縮(しゆく)詠(えい)唱(しよう)……、やっぱり、桜(さくら)だね!?」

			　ラウネの問いかけに、猫はコクリと頷(うなず)いた。

			　まさか……！　俺の頭の中に、ある可能性が浮かび上がる。確かに、そう考えればラルネが猫を欲しがる理由も説明がついた。

			　けれど、そんなことって、あるんだろうか。俺は半(はん)信(しん)半(はん)疑(ぎ)ながらも、大急ぎで猫を見て念じる。すると、動物だというのにあっさりとステータスが開いた。

			　

			・名前：千(ち)歳(とせ)桜(さくら)

			・年齢：17

			・種族：人間（猫化状態）

			・職業：高校生　魔(ま)導(どう)師(し)

			・ＨＰ：80

			・ＭＰ：５

			・筋力：20

			・体力：15

			・知能：80

			・器用：40

			・速度：30

			・容(よう)姿(し)：50

			・残りポイント：90

			　

			・スキル：黒魔術

			　

			「せ、先輩!?」

			　表示されたステータスは、間違いなく千(ち)歳(とせ)先輩のものだった。

			　どうりで見つからないわけだ、まさか猫になっていたとは。予想外すぎて、上手く言葉が出てこない。

			　クソ、全然気づかなかった。もっと早くに、ステータスを開いてさえいれば！

			「やーっと出てきてくれたね。ここにいる猫たちにまぎれて、逃げるつもりかと思ってたゾ？」

			「ニャニャ！　ニャニャニャ!!」

			「おやおや、さすがの『弾速詠(えい)唱(しよう)』さんも猫状態じゃ上手くしゃべれないねー。ふふ、その様子だと、さっきので魔力もほとんど使っちゃったでしょ？　今なら楽勝だよ？」

			「……ッ」

			　額に皺(しわ)を寄せる千(ち)歳(とせ)先輩。ラルネの言うとおりだ。今の先輩のＭＰは５、魔法の消費魔力はよくわからないが、平常時と比べて一〇分の一以下にまで落ちている。

			　対するラルネのＭＰは、あれだけの魔法を使ったのに未だに90以上ある。魔法の打ち合いとなれば負けるのは目に見えていた。かといって、猫の状態では肉弾戦などもっと不可能に近い。

			　何か方法は……！　俺はとっさに、小(さ)夜(よ)を見た。小(さ)夜(よ)と先輩が力を合わせれば、この状況をどうにか切り抜(ぬ)けられるかもしれない。

			「小(さ)夜(よ)！　その猫は先輩だ！　フォローしてやってくれ！」

			「え？　この猫が!?」

			「説明は後回しだ、頼む！」

			「わ、分かった！　先輩、私がフォローします！」

			「雑(ざ)魚(こ)が一人増えても、同じだよ？」

			「舐めるな！」

			　木刀を構え、吠(ほ)える小(さ)夜(よ)。

			　それに応じるように、怪物たちもまた咆(ほう)哮(こう)する。疾(しつ)走(そう)。二体の怪物は、小(さ)夜(よ)を挟み打ちするかのように飛び出してきた。黒い腕が振るわれ、強力無(む)比(ひ)な拳(こぶし)が振り下ろされる。

			　小(さ)夜(よ)はその一撃を、かろうじてバックステップでかわす。そしてそのまま、小(さ)夜(よ)と怪物たちは乱戦へと突入する。

			「ニャアァ!!」

			　先輩もまた、その戦いへと参戦した。彼女はその小さな身体と四足獣のバネをフルに生かし、二体の間を縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に飛び回る。

			　しかし、最初こそたじろいでいたものの、体力で勝る怪物たちは、徐々に二人を押し始めた。見守るラルネも、余裕の表情だ。

			　このままでは負けてしまう。

			　俺が何とかしなければ！　そう思いステータスを必死で見つめると、「残りポイント」の欄(らん)が目に留まった。そうだ。このステータスがＲＰＧと同じならば、ポイントを振ることによってその分だけ「今のＭＰ」も上昇するはず……！

			「先輩、いまＭＰを送ります！」

			「ニャッ!?」

			　俺は先輩の持つ残り90ポイントのうち、50ポイントをＭＰへと注ぎこんだ。すると予想したとおり、最大ＭＰだけでなく現在のＭＰもきっちりと50ポイント増加した。

			　よし、これでいけるかもしれない！　グッとガッツポーズをする。その直後、先輩の身体がにわかに光を帯(お)び、元の姿へと戻っていった。

			「これは……！　魔力が戻った？」

			　人間の姿に戻った手足を見て、動(どう)揺(よう)した様子を見せる先輩。

			　猫から人間の姿に戻った先輩は――当然のように服を着ていなかった。

			　あるとは思っていたが、その予想を超えるたっぷりと円(えん)錐(すい)型(がた)に実った膨(ふく)らみ。腰からお尻(しり)にかけての細くくびれたライン。全体として華(きや)奢(しや)で線は細いが、ついていて欲しいところにはたっぷりとついている。

			　いきなり晒(さら)されたその白い裸体に、ラルネまでもが驚いたように息を飲んだ。

			「こ、これは……君、いま何をした？」

			「言えるかそんなもん！　つか、俺だって予想外だ！」

			「ふーん……。そういえば、君ってこの間も僕のことを見てたよね？　もしかして魔(ま)導(どう)師(し)なのかい？」

			「言えねえな」

			「それより早く！　何か着る物を！」

			　しゃがみ込み、忌(いま)々(いま)しげな顔をしながら叫(さけ)ぶ先輩。俺は慌てて上着を脱ぐと、どうにか眼をそらしながら彼女の方へと投げる。

			　見てはいけないと思いつつも、視線を逸(そ)らすのは至難の業だった。

			「ど、どうぞ！」

			「……いつかこの責任、取ってもらうからね」

			「は、はい！」

			　先輩は頬を染めながらも、鋭い目つきでこちらを睨(にら)みつけてきた。

			　そのただならぬ迫力に、俺は横を向きながらも全力で首を縦に振る。自分でも分かるほど、それは動(どう)揺(よう)してぎこちない動きだった。

			　先輩はそんな俺にやれやれと肩をすくめると、渡した上着を超特急で着た。

			「さて、仕切り直しよ」

			「まったく、締まらないなぁ。せっかくいいところだったのに。しかし君、結構いい身体してるねえ」

			　からかうように笑いながら、ラルネは手で胸のあたりに弧(こ)を描く。おっさんが「巨乳のおねえちゃん」を表現する時に、よくやるような仕草だ。

			　それを見た先輩は冷ややかな視線でラルネを睨(にら)み返す。

			「ふん、お子様のあなたとは違うのよ。そんなことより、行くわよ！」

			「そうかい。じゃあ、こちらも遠(えん)慮(りよ)なく。かかれッ！」

			　ラルネの号令に従い、怪物たちがいきなり背中から触(しよく)手(しゆ)のようなものを伸ばしてきた。それは先輩の方へと殺(さつ)到(とう)するかと思われたが、その直前で直角に方向転換する。

			「しまったッ！」

			　響く先輩の叫(さけ)び。その間にも黒い鞭(むち)を思わせる触(しよく)手(しゆ)は、瞬(またた)く間に宙を駆(か)け抜(ぬ)け、俺の身体を絡め取ろうとする。

			　ヤバい！　とっさにそう思ったものの、身体は鈍(どん)重(じゆう)。足が思うように動かない。

			「クッ!!!!」

			　捕(つか)まると思い、俺は恐怖で目を閉じた。だが、身体には何も触れない。恐る恐る目を開けてみると、そこには仁王立ちで俺をかばう小(さ)夜(よ)の姿があった。

			　全身が黒い触(しよく)手(しゆ)に絡み付かれ、完全に縛(しば)り付けられる。白い肉に深く食い込む触(しよく)手(しゆ)は、見ていてとても痛々しい。

			「さ、小(さ)夜(よ)!?」

			「相変わらずどんくさいな。こんなものも避けられんのか」

			「だ、大丈夫か!?」

			「平気だ。うぬッ!!」

			　必死でもがくが、触(しよく)手(しゆ)は千切れない。

			　俺も協力してどうにか外そうとしたが、びくともしなかった。ゴムと鉄を合わせたようなそれは、柔(やわ)らかいくせに恐ろしく頑(がん)強(きよう)にできていた。

			　腕で引っ張ろうが、歯で噛みつこうが、傷一つつかない。

			「無駄だよ、人間の力じゃ。けど困ったなぁ、一回しか使えないのに別人を捕(つか)まえちゃったよ」

			「あなた、なんで竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君を！」

			「あれだけ不思議な力を見せられちゃね。欲しくなっちゃった。けどこうなったら、みんな倒して連れて帰るしかないかなー？」

			「そんなこと、許すと思う？」

			　ラルネを睨(にら)みつけ、人差し指をビシッと付きつける千(ち)歳(とせ)先輩。その声にやや遅れて、竹田さんも叫(さけ)ぶ。

			「私だっていますよ！　そりゃあ!!」

			　竹田さんを拘(こう)束(そく)していた木の幹のような物が、一気に燃え上がった。竹田さんは軽やかにジャンプすると、炎を破ってその束(そく)縛(ばく)から解放される。

			　ひらりと着地し、ラルネを睨(にら)んだその表情は鋭く、一点の隙(すき)もなかった。先ほどまで余裕の表情だったラルネの目元が、わずかながらも歪(ゆが)む。

			　彼女はクッと手を上げると、怪物たちを小(さ)夜(よ)ごと自分の脇へと引き寄せた。

			「こんなに早く解けちゃうなんて。意外とやるなぁ」

			「これでも法師ですからね。修(しゆ)羅(ら)場(ば)は潜(くぐ)ってます！」

			「うーん、これじゃちょっと分が悪いか」

			　そういうと、ラルネはパチリと指を弾いた。それと同時に、小(さ)夜(よ)を捕(つか)まえていた怪物たちの形が崩(くず)れ、黒いアメーバのような状態となる。そして、それらはあっという間に小(さ)夜(よ)の身体を包みこんだ。甲(かん)高(だか)い悲鳴だけが、その場に残される。

			「小(さ)夜(よ)!?　お前、小(さ)夜(よ)に何をした!!」

			「安心して。別に危害は加えてないよ。ただ、人質になってもらうだけ」

			　ラルネはそう言うと、ひと固まりとなった怪物たちの上に飛び乗った。黒い塊(かたまり)は小(さ)夜(よ)を内に封じたまま重さを失い、ふわふわと風船のように浮かび上がっていく。

			　その動きを見た竹田さんと千(ち)歳(とせ)先輩は、すぐさまそれを止めようと構えた。だがそれを、ラルネは笑いながら制止する。

			「おっと、これに攻撃しない方がいいよ。高純度の魔力の塊(かたまり)だからね、下手に刺激したらどっかーんだよ！」

			「なッ！」

			「この子を助けたかったら、明日の夜にオランダ屋敷までおいで。すぐに返してあげる。じゃ、また明日！」

			　ラルネを乗せた黒い塊(かたまり)は、そのままふわふわと浮かび上がって行った。

			　クソ、このまま黙(だま)ってられるか！　俺は身動きの取れない先輩たちをよそに、手近にあった小石を掴(つか)むと、全力投球するが、

			「コラァ！　帰ってこい!!」

			「駄目！　今のあれに攻撃したら、爆発して神凪さんまで死ぬことになるわよ！」

			「そんなこと言われても！　小(さ)夜(よ)、小(さ)夜(よ)ォ!!!!」

			　先輩と竹田さんに身体を押さえられながら、俺はただひたすらに叫(さけ)び続けたのであった。

			　

			　小(さ)夜(よ)が連れ去られてしまった。

			　その事実を前に声が嗄(か)れるほど叫(さけ)んだ俺は、茫然とラルネたちが消えた方向を見(み)据(す)える。

			　いったい、なぜこんなことになってしまったのか。俺がおかしな力を身につけて、千(ち)歳(とせ)先輩と関わってしまったのがいけなかったんだろうか。

			　やり場のない後悔の念が、どす黒い水となって俺の心を満たしていく。

			　気がつけば手は空に伸び、瞳(ひとみ)からは涙が零(こぼ)れていた。

			「……私が必ず連れ戻すわ」

			　その場に膝(ひざ)をついた俺の肩に手を乗せて、先輩は優しげな口調でそう言った。それに続いて、竹田さんも声を上げる。

			「待ってください！　私も行きます！」

			「そう、分かったわ」

			「俺も――」

			　行かせてください。そう言おうとしたが、言葉が上手く出てこなかった。

			　二人の足手まといになることは、目に見えていたからだ。けれど言わなきゃいけない。ここでけじめをつけなきゃ、俺は今よりもっと駄目な奴になる。

			　大きく息を吸い込むと先輩の目を見る。その眼差しは、こちらを試しているようだった。それを見た俺は、覚悟を決める。

			「行かせてください！　俺も、小(さ)夜(よ)を助けたいんだ！　いや、俺が助けなきゃいけない！」

			「危険よ？　あの子はあなたも狙(ねら)ってる」

			　深く澄んだ鳶(とび)色の瞳(ひとみ)。冴(さ)え冴(ざ)えとした鋭い光がこちらに向けられる。

			　それは俺の心の内を、はるか奥まで見透かしているようであった。堪(たま)らず肝(きも)を冷やし、思わず変な声が出そうになってしまった。が、ギリギリのところでグッと堪える。

			「それでも、お願いします。行かせてください！」

			「……分かった。けど、命は保証しない。いいわね？」

			「もちろんです！」

			「そう」

			　先輩の顔がほころんだ。彼女は微(かす)かに目元を緩(ゆる)めると、俺に手を差し出した。仲間として、握手をしようということなのだろうか。俺はその手をガッシリと握る。

			「さてと……事件の処理をしなきゃいけないわね」

			　先輩はくたびれたように息をつくと、周囲を見渡した。地面は穴だらけ。周囲を取り囲む塀(へい)も、一部が欠けてしまっている。

			　校長の怪(け)我(が)も、致(ち)命(めい)傷(しよう)ではないにしろ大きな問題だ。

			「校長の方は私に任せてください。治(ち)療(りよう)術(じゆつ)と記憶操作をしておきます」

			「ありがたいわ。なら、私は現場の復(ふく)元(げん)をしようかしらね。ところで……」

			　竹田さんの言葉に頷(うなず)いた先輩は、不意に俺の方を向いた。その目つきは妙に鋭く、冷え冷えとしている。な、なんだ？　あまりの迫力に驚いてのけぞる俺の額に、先輩はピッと指を突きつけた。

			「いい、今日のことは忘れなさい？」

			「え？　何のことですか？」

			「……私の裸を見たことよ」

			　不気味なほど低く、重々しい声。悪魔のささやきか、鬼(おに)の叫(さけ)びか。およそ少女の声とは思えないその響きに、俺は全力で頭を下げたのであった。

		

	
		
			第10話　百(ひやく)聞(ぶん)は一見に如(し)かず

			　

			　その日の夜。俺たち三人は、美(み)代(よ)さんの庵(いおり)に集合した。敵に動きを察(さつ)知(ち)されないためには、ここが一番都合が良かったのだ。

			　何でも、満(まん)福(ぷく)寺(じ)の境内には魔の者が入れないような特殊な結界が張ってあり、その中でも美(み)代(よ)さんの住む辺りは特に強固な守備が施されているらしい。

			　ちなみに、事件の処理は何事もなく終わった。

			　現場は綺(き)麗(れい)に復(ふく)元(げん)され、校長の怪(け)我(が)も「階段から落ちた」ものとして上手く記憶を改変したそうだ。病院の時といい、今回の時といい、実に手慣れた処理の仕方である。俺が知らないだけで、もしかしたらこういう事件はたくさん起きているのかもしれない。

			「先輩、事情を詳(くわ)しく話してくれませんか？」

			　四人が車座になったところで、俺は千(ち)歳(とせ)先輩に話を切り出した。先輩は美(み)代(よ)さんに出されたお茶を床に置くと、薄く唇を開いた。

			「何から話していいか分からないけど……まず、私は魔(ま)導(どう)師(し)よ。そのことはもう、知っているようね？」

			　俺たちは揃(そろ)って頷(うなず)いた。それを確認した先輩は、脇に置いたカバンの中から大きな画用紙を取り出す。何枚か重ねられたそれには、劇画タッチのやたらと迫力のある絵が描かれている。彼女はそれを膝(ひざ)の上に載せると、紙を立てて絵を俺たちの方に示した。

			「まず、私たち魔(ま)導(どう)師(し)には二種類のタイプがいるの。一つは普通の人間たちと共存して生活をしている『正の魔(ま)導(どう)師(し)』。私はこちら側に所属しているわ」

			　先輩はそう言うと、画用紙に描かれた女の子を指で示した。フリルが大量に付いた可愛(かわい)らしい衣装を着て、手には身長よりも大きな杖(つえ)。顔は妙にリアル志向でイマイチ可愛(かわい)げがないが、魔(ま)導(どう)師(し)というより魔法少女という感じだ。

			　なるほど、先輩は自分たちのことを魔法少女とイメージしてるのか……。この間見せたアニメの影響かなぁ。俺は少しばかり冷めた視線を彼女に送りつつも、ちょっぴり責任を感じた。一方、竹田さんは「おおッ！」と妙に興奮している。こういうのが好きらしい。

			「もう一つは、魔(ま)導(どう)師(し)は優性種でいずれ世界を支配すべきと考える『負の魔(ま)導(どう)師(し)』。ラルネはこちらの陣(じん)営(えい)に所属する魔(ま)導(どう)師(し)ね」

			　そう言って先輩が画用紙をめくると、そこにはおどろおどろしいデザインの魔女っぽい人物が描かれていた。

			　首に髑髏(どくろ)を繋(つな)いだネックレスをかけていて、口から飛び出した吹き出しには「グワハハハ！」と書き込まれている。顔も目じりが裂(さ)けて恐ろしく、扱(あつか)いがもはや魔王だ。

			「正の魔(ま)導(どう)師(し)と負の魔(ま)導(どう)師(し)は、長年にわたり戦い続けているの。だけど基本的に内輪揉(も)め程度の感じで、そこまで激しい戦いではなかったわ。けど、今から何年前だったかしらね……。負の魔(ま)導(どう)師(し)の一人が、他人の魂力を奪う術式と、それを利用した兵器である使(し)役(えき)魔(ま)を造り出したの」

			　先輩がまた画用紙をめくる。するとそこには、やたらキラキラした少女漫画風のイケメンと、地(じ)獄(ごく)のミ○ワ風の冴(さ)えないブサメンが書かれていた。

			　イケメンの方はＣＤアルバムを、ブサメンの方はアニメのＤＶＤを手にしている姿が妙にリアルだ。そんな二人の頭の上にはそれぞれ「使(し)役(えき)魔(ま)」と「一般人」という文字が書かれていて、ブサメンからイケメンの方に向かって矢印が引かれていた。

			「使(し)役(えき)魔(ま)は基本的に人間に擬(ぎ)態(たい)して行動しているわ。その動力は魂子力(パトス・ドライブ)と言って、元となった人間の持つ魂力の一部と周囲から注がれる悪意を反応させて動いてるの。例えば、嫉(しつ)妬(と)とか殺意とかリア充爆発しろとか……その類ね。魔力は本性を現した時にしか使わないから、正の魔(ま)導(どう)師(し)としては見つけるのが難しいの。ただし使い捨てで、一定の期間が過ぎたり手持ちの魂力を使い切ったら元の死体に戻るわ」

			「恐ろしい兵器ですね……。だから、魂力がやたらと消費された死体が……」

			「ええ」

			　竹田さんは額から汗を流しつつも、先輩の話に相(あい)槌(づち)を打った。死体を無理やりに利用して戦わせるなんて、考えただけでおぞましい兵器だ。

			「やつらはこの使(し)役(えき)魔(ま)を使って、我々にばれないように魂力をドンドンかき集めてるの。目的は分からないけど、魂力を集めるなんて何かろくでもないことをすると見て間違いないわ。それに気づいた私が、どうにか奴らの計画を防ごうとしているってわけね」

			「その戦いの結果、猫になってしまったと」

			「ええ、ちょっとやられちゃってね。猫になると回復が早いの」

			　包帯を巻いた傷口を、軽くさすって見せる先輩。魔力が回復したことでだいぶ治っては来ているようだが、まだまだ痛々しい。

			「ほんとは、こんなことになる前に気づいてもらうつもりだったんだけどね。あなたたち、やたら鈍(どん)感(かん)だから……。校長のところへ連れていかれそうになった時は、さすがにびっくりしたわ」

			　そう言うと、先輩はじとーっと俺の顔を見た。家の前で邪(じや)険(けん)に扱(あつか)われたことを、まだちょっと根に持っているらしい。俺はすいませんと軽く頭を下げると、相(あい)槌(づち)を打った。

			「な、なるほど。だいたい事情は分かりました。けど先輩、一人で戦っているんですか？　仲間とかは……」

			「魔(ま)導(どう)師(し)は数が限られているからね。時々連絡を受けたりするけど、基本的には一人よ」

			「魔(ま)導(どう)師(し)以外の人は？　例えば、竹田さんみたいな法師とか」

			　俺がそう言うと、先輩はどことなく気まずそうな顔をした。そんな彼女に代って、美(み)代(よ)さんが俺の質問に答える。

			「魔(ま)導(どう)師(し)と法師というのはまあ、お互いに無関心無干(かん)渉(しよう)なようにしておるからな。こうして関わろうとしているわしや月(つき)奈(な)の方が珍しいのじゃ」

			「そうだったんですか。知らなかった」

			「私もまあ、このあいだ美(み)代(よ)姉さまから聞いた時は、絶対に魔(ま)導(どう)師(し)には関わりたくないと思ってましたしね」

			　世の中、いろいろあるものだ。気がつかないうちに俺は二人に迷惑なことをしてしまっていたのかもしれない。心の中で、深々と頭を下げる。

			「知らなくても無理はないわ。そもそも一般人とは縁(えん)がないことだし。それより、私のことは結構話したし、そろそろあなたのことを聞かせてくれない？」

			　画用紙を下に置くと、先輩はズイっとこちらを覗(のぞ)き込んできた。

			　香水でも付けているのか、ほのかに甘い香りがする。白い裸体が、脳内に蘇(よみが)る。いけないと思いつつも、顔がゆるんでしまう。

			「俺の力のことですか？」

			「ええ。何であなた、魔力を戻したり私の正体を見破れたの？」

			　さらに一歩踏(ふ)み込んでくる先輩。俺は頭がショートしそうになりつつも、必死で言葉を紡(つむ)ぐ。

			「ええっとその……ステータスが見えて、割り振れるんです」

			「ステータス？」

			「そうです、ゲームとかに出てくるあれ」

			　そう言った途(と)端(たん)、先輩の顔が凍(こお)りついた。彼女は俺から距離を取ると、冷めた目をして言い放つ。

			「……嘘(うそ)。そんなわけない」

			「いえ、本当に見えるんですよ」

			「ステータスなんて、いくらなんでもゲーマーをこじらせすぎよ。本当は何か他の能力なんでしょう？」

			「だから本当なんですって」

			「あなたの力って、何か都合の悪い能力なの？　私に言えないぐらい？」

			「ですから……」

			　先輩は完全に疑っているようだった。目がそう言っている。

			　このままじゃ、ろくでもない濡(ぬ)れ衣(ぎぬ)を着せられかねない。先輩にじりじりと詰め寄られ、たまらず冷や汗を流す。

			　どうにか、ステータスが見えることを証明する方法はないか。急いで周囲を見渡し、証明に使えそうな人を捜(さが)す。だがあいにく、ちょうどいい人なんて見当たらなかった。

			　山の中の小さな庵(いおり)に、そんな都合のいい人なんて、そうそういるわけがない。当然と言えば当然だ。

			　そうこうしているうちに、さらに先輩は俺との距離を詰めてくる。白い頬が、俺の顎(あご)に触れそうになった。甘い息が、鼻をくすぐる。

			「ねえ、いったいどういうことなの？」

			「それは、その……」

			「そのじゃ分からないわ。もっと具体的に」

			「そう言われても、ステータスとしか……」

			「あ、あの！」

			　竹田さんが、不意に手を上げた。思わぬ助け舟だ。先輩は俺から視線をそらすと、彼女の顔を見る。

			「目の前で他人のステータスを操作したら、先輩も竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さんを信用できるんじゃないですか？」

			「まあ、目の前でやられたらね。けど、そんなのどうやってやるの？　あなた、自分が実験台になるつもり？」

			「いえ、うちにちょうどいい子がいまして。ね、美(み)代(よ)姉さま？」

			「ん、誰のことじゃ？」

			「ほら……」

			　怪(け)訝(げん)な顔をした美(み)代(よ)さんに、竹田さんはこそこそっと耳打ちをした。するとたちまち、美(み)代(よ)さんはポンっと手を叩く。

			「それはいいの。ぜひ、頼むとしよう」

			「はい！　では竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん、そういうことでいいですか？」

			「え？　いや、よく分からないけどそれで先輩が信用してくれるなら」

			　別にステータスを振ること自体は、大した手間ではない。俺は竹田さんの提案に頷(うなず)いた。すると竹田さんは花開くように顔をほころばせ、早速俺の手を取る。

			「では、私についてきてください。その人はたぶん下にいますので」

			「お、おい!?　そんなに引っ張らないでくれよ」

			　こうして、竹田さんに連れられて山を下りること十数分。夜の森がふいに途切れ、本堂の屋根が見えてきた。外(がい)灯(とう)の明かりに照らされたそれは、次第に大きく迫ってくる。

			　その時、不意にその脇から強烈な光が目に飛び込んできた。車のライトか何かだろうか。暗闇(やみ)の中を進んできた俺たちは、たまらず目を手で覆(おお)い隠す。

			「な、なんだ!?」

			「満(みちる)のバイクです。まーた、今日も出かけるみたいですね」

			「あれほど止めておるのに。全く懲(こ)りない奴じゃの」

			「まあ、突っ張ってますからね。そう簡単には変わりませんよ」

			「嘆(なげ)かわしいことじゃのう」

			　竹田さんと美(み)代(よ)さんは、くたびれた様子で肩を落とした。話が全く見えてこない俺と先輩は、すぐさま説明を求める。

			「いったい、どういうことなの？」

			「俺も、良く分からないんだけど」

			「ああ、すいません。実は、私の弟の満(みちる)っていうのがかなりの不良でして。毎晩のようにああやってバイクで出かけていくんですよ。そこで、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さんにステ振りをお願いできないかと」

			　手を組み、うるるっとした眼で俺を見つめる竹田さん。げ、よりにもよってガチな不良相手かよ。魔(ま)導(どう)師(し)以上に不良は怖いというか……。

			　というより、お寺の息子が何をやっているんだ。坊主が暴走族ってわけ分からないだろ!?　俺、いつのまにか竹田家内部のごたごたに巻き込まれつつあるの？　

			　あまりに予想外なお願いに、思いきり動(どう)揺(よう)した。

			　何より、不良というのがいけない。

			「待って待って、俺そんなことできないぞ？　不良は俺の天敵だ!!」

			「大丈夫ですよ、遠距離からステータスを振ってもらうだけですから」

			「さよう。お主、確か知能にもステータスが振れたじゃろ？　だから、満(みちる)の知能にポイントを入れて欲しいのじゃ」

			　よほど困っているのか、美(み)代(よ)さんは手を合わせて俺を拝(おが)み始めた。中身はババアだと分かっていても、見た目が幼い美少女の状態でこれをやられると、いろいろ来るものがある。俺はあまりにも断りづらい雰(ふん)囲(い)気(き)に、正直、まったく気乗りはしないものの首を縦に振った。

			「分かりました、やりますよ」

			「ありがたい。頼むぞ」

			「ですけど、知能を上げただけで不良がまともになりますかね。インテリやくざになるなんてこともありえませんか？」

			「悪い奴ほど、ずるがしこかったりするわね」

			　俺と先輩の指摘に、竹田さんと美(み)代(よ)さんは揃(そろ)ってそういえばそうかもしれないと首をかしげた。けれどもすぐに、アハハッと笑う。

			「まあ大丈夫ですよ。夜の暴走行為さえやめてくれればそれでいいですから」

			「わしも、騒(そう)音(おん)とまぶしいのがなくなれば結構じゃ」

			「……二人とも、自分に関係あるところしか心配してなくないですか？」

			「そうね、自分のことしか考えていないような気がする」

			「気のせいじゃ！」

			　俺たちの言葉を適当に笑ってごまかす二人。その笑顔はどことなく黒かった。

			　何だか、いろいろとひどいな。けどまあ、これで先輩からの疑(ぎ)惑(わく)を払(ふつ)拭(しよく)できるというなら、やらないわけにもいかない。ここはひとつ、覚悟を決めるか。

			　俺はシャツの袖(そで)をまくると、本堂の表側へと出た。

			　広く敷き詰められた石(いし)畳(だたみ)の上に、派手な装(そう)飾(しよく)の施されたバイクが止まっている。マフラーからけたたましい騒(そう)音(おん)が漏(も)れていた。

			　その脇に、いかにも不良といった雰(ふん)囲(い)気(き)の少年が立っていた。無免許での暴走か。呆(あき)れて言葉も出ない。このお寺もいろいろと大変なものだ。

			「ん？　なんだてめえ！」

			　俺の姿を見るや否や、いきなり肩を怒らせ凄んでくる満(みちる)君。ヤバい、早くもちびりそうだ。

			「お、お姉さんにちょっと頼まれまして……」

			「姉(あね)貴(き)に？　何の用だよ」

			「ちょっと失礼！」

			　俺は満(みちる)君のステータスを開くと、有無を言わさずに残りポイントを全部知能へとぶち込んだ。30しかなかった知能が一気に70まで向上する。すると――。

			「あれ、僕はいったい何を……。そうだ、課題をやらなきゃ！」

			　そこにはきらりと輝(かがや)く眼鏡、端(たん)正(せい)に着こなされた制服。七三に分けられた黒髪。どこからどう見ても真面目そうな少年が誕(たん)生(じよう)した――。

			　おいおい、知能を上げたら性格まで変わってしまったのか？

			　良い方向に向かっているようだとは言え、俺はさすがに自分のした行動に罪(ざい)悪(あく)感(かん)を覚えて、彼を呼び止める。

			「待ってくれ！」

			「はい？　なんでしょうか」

			「さっきまでのこととか覚えてないのか？」

			「えっと、バイクに乗ろうとしてたような覚えはありますね。あれ、でも……」

			　首をかしげて、不思議そうな顔をする満(みちる)君。先ほどまで彼が乗ろうとしていたバイクは、きれいさっぱり消え失せていた。彼はバイクのあった辺りを何度か見直すが、やがて諦(あきら)めたように俺の方を見た。

			「どうにも、頭がはっきりしないです。もしかして僕、頭とか打ちました？」

			「打ったというか……その、ご、ごめんな！」

			　容(よう)姿(し)とかに振った時はなんら異常はなかったが、やはりそこは知能。脳にかかわる部分だけに、一気に振ってはまずかったらしい。

			　単純に考えて、脳みそのスペックが倍以上だ。それだけのことをやって、ただですむと考えた方がちょっとおかしかった。

			「ごめん、ほんとにごめん！　申し訳ない」

			「何を謝ってるのか分かりませんが、気にしなくていいですよ。それでは、僕は今日の課題がありますので」

			　軽くお辞(じ)儀(ぎ)をすると、颯(さつ)爽(そう)と歩き去って行く満(みちる)君。その背中を、半ば茫然と見送る。そうしていると、興奮した様子の竹田さんたちが、息を切らして走り寄ってきた。

			「凄(すご)いじゃないですか！　完(かん)璧(ぺき)ですよ！」

			「ようやってくれた！」

			　俺の手を取り、しきりに褒(ほ)めたたえてくる二人。二人にとっては、満(みちる)君の変化は全面的に良かったらしい。うーん、まあ二人が喜んでくれるなら良かったのかな。俺は少し腑(ふ)に落ちないものを感じつつも、美少女二人――一人はロリババアだが――に褒(ほ)められて悪い気はしなかった。

			「事(じ)象(しよう)改(かい)変(へん)？　限定的にとはいえ、過去が操られている？　そんなことは因(いん)果(が)法則的に……」

			　二人から遅れてやってきた先輩は、何やらぶつぶつとつぶやいている。彼女は顔を下に向け、額に指を当ててうんうんと唸(うな)る。

			　どうやら、よほど深く考え込んでいるらしい。視点の定まらないその様子は、どっぷりと自分の内側の世界に入り込んでしまったようだ。俺は「先輩、先輩！」と声をかけるが、なかなか反応してくれない。竹田さんも肩に手をかけ、千(ち)歳(とせ)先輩の身体を揺さぶる。

			　するとようやく、先輩は現実に戻ってきた。彼女は俺たちの顔を見回すと、寝起きのような気だるい声を出す。

			「……ああ、ごめんなさい」

			「大丈夫ですか？」

			「ちょっと考え事をしてたわ。それより、あなたの力って凄(すご)いわね。限定的にだけど事象を改変してるじゃない！　いったいどうやっているの？　今時これだけのことは賢(けん)者(じや)クラスの魔(ま)導(どう)師(し)でも――」

			　目をキラキラと輝(かがや)かせ、先輩が一気にまくし立ててくる。

			　ステータスが見えて、それをいじっているだけなんだけどな……証明しようとして、逆に事態を悪化させてしまったかもしれない。先輩の変なスイッチを入れてしまったようだ。

			「えっと、とにかく俺はステータスをいじっただけなんです。信じてください」

			「そう言われても、納得できないわ！　もっとちゃんと教えて！」

			「ですけど、ほんとにそうだとしか……」

			　こうして押し問(もん)答(どう)をすること数分。先輩は渋々といった表情をしながらも「分かった」と言ってくれた。必死で説得した結果、とにかく嘘(うそ)をついていないということは伝わったらしい。

			　まったく、どうせこうなるなら最初からこうしていれば良かった。満(みちる)君にはちょっと悪いことをしちゃったな。ゆっくりと離れていく先輩の姿を見ながら、俺はほっと胸を撫(な)で下ろす。

			　ここで、美(み)代(よ)さんが声を上げた。

			「さて、そろそろ本題に戻ろうではないか。人がさらわれておるのじゃ、ゆっくりはできぬ」

			「そうですね。作戦とかもいろいろ決めないと。先輩、何か良い考えとかありますか？」

			「ん……。おそらく、ラルネは単独で行動しているはずよ。基本的に、負の魔(ま)導(どう)師(し)も我々と同じで人手は足りていないから」

			「一人なんですか。じゃあ、意外と何とか……」

			「難しいわ。あいつ自身も強力な魔(ま)導(どう)師(し)で厄(やつ)介(かい)極まりないし、何より使(し)役(えき)魔(ま)がいる」

			「使(し)役(えき)魔(ま)って、確かあの黒いガイコツみたいなやつのことですよね」

			「ええ、本拠地であるオランダ屋敷には、おそらくあれが数十単位でいるわ」

			「あれが数十体ですか……かなりヤバいですね」

			　竹田さんは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せると、険(けわ)しい顔をした。七(なな)瀬(せ)の時は「破ァ!!」で敵を一(いつ)蹴(しゆう)した彼女であるが、さすがに数十体もいるときついらしい。ＭＰの消費量的な問題だろうか。それならば――俺の能力でＭＰを増やしてやれば、状況をかなり改善できるかもしれない。

			「あの、二人ともＭＰを増やしておきますか？　まだだいぶポイントありますし」

			「待って。それをやるなら、私の時みたいに減ってからの方がいいわ。できるだけポイントは温存しておくべきよ」

			「うーん、その方がいいかもしれませんね。ＨＰの回復とかもできるかもしれませんし」

			「けどそうなると、決め手に欠けるわね。私も魔力がかなり増えたようだけど、それだけじゃ不安だわ」

			「どうしたものですかね……」

			　互いに首をかしげる先輩と竹田さん。

			「仕方ないのう、わしも付いていこう。とっておきのがあるからの。敵の数については、それで何とかなるじゃろう」

			「いいんですか!?　助かりますけどその、腰の具合とか……」

			「ふん、まだまだ若い者には負けんわ！　それより、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)の方を心配してやったらどうじゃ？　連れて行くつもりなんじゃろう？」

			　そう言うと、美(み)代(よ)さんは俺の方をじーっと見(み)据(す)えてきた。

			　そう言えば俺、この中で唯(ゆい)一(いつ)の一般人だからな。小(さ)夜(よ)みたいに飛び抜(ぬ)けた身体能力があるわけでもないし、かといって竹田さんや先輩のように超能力が使えるわけでもない。いざ戦いとなれば明らかに「お荷物」となってしまうだろう。

			　けれど、俺は……。

			「正直、俺が付いて行っても足手まといになると思う。でも、ここは俺のわがままを聞いてくれ！　俺はどうしても、あいつを助けたいんだ！」

			　張り詰めた静(せい)寂(じやく)。

			　刺すような視線が、俺に殺(さつ)到(とう)した。だがそれは急速に緩(ゆる)まると、パチパチと手を叩く音が響き始める。みんな、俺の決意を認めてくれたようだ。先輩も竹田さんも、そして美(み)代(よ)さんも。暖(あたた)かい笑顔を浮かべている。

			「よかろう。ではそなたに、これから秘密の特訓を施してやる。ちょうど、あすは日曜じゃ。一日あればなんとかなるじゃろう」

			「ま、まさか美(み)代(よ)姉さま。あの特訓じゃありませんよね？」

			「そのまさかじゃ」

			「でもあれは……！」

			「うむ」

			　美(み)代(よ)さんは低く頷(うなず)くと、改めて俺の顔を見た。不意に投げかけられた、鋭い眼差し。

			　殺(さつ)気(き)を帯(お)びたかのようなそれに、たまらず身を震わせる。これが、本物の術者の迫力なのだろうか。この場にいるだけで、息が切れてしまいそうになる。

			「これから行う特訓は危険じゃ。最悪、死ぬかもしれん。それでもやるか？　覚悟はあるか？」

			「……あります」

			　俺は一言そうつぶやくと、深々と頷(うなず)いた。その様子を見た美(み)代(よ)さんは、険(けわ)しい表情を一変させ、満足げに笑った。

			「よう言うた。では月(つき)奈(な)よ、三角鏡を持ってまいれ」

			「え、わざわざ鏡(かがみ)を持ってくるんですか？」

			「あれでなければ占(うらな)えぬからの。はよ」

			「もうッ！　たまには自分で動いてくださいよ！」

			　竹田さんはぶつぶつと愚(ぐ)痴(ち)をこぼしながらも、大慌てで山道を駆(か)けあがって行った。速い。さすがに、通い慣れているだけあるな。こうしてあっという間に彼女の姿が見えなくなると、美(み)代(よ)さんは千(ち)歳(とせ)先輩を見る。

			「わしらはこれからこやつの特訓をするが、そなたはどうする？　付き合うか？」

			「いえ、私は私で特訓をしないと。せっかく魔力も増えたことだし」

			　そういうと、先輩はポケットからウォー○マンを取り出した。最新型の薄型タイプである。彼女はそれをタタタッと操作すると、耳にイヤホンをはめる。そして瞳(ひとみ)を閉じると、いきなり――

			「～～♪　～～～♪」

			「い……いきなり何やってるんですか!?」

			　あまりにも突然の行動に、思わず変な声が出る。いや、何でいきなり歌い始めるんだ？　ここはミュージカルの世界じゃないぞ!?　とりあえず先輩から距離を取る。悪いウイルスでも移ったら大変だ。

			　するとそんな俺のビビりっぷりを見た美(み)代(よ)さんが、呆(あき)れたように答えた。

			「術者の訓練といえば、歌じゃろう。何を驚いておるのじゃ」

			「初めて聞きましたよ、そんなの！」

			「滑(かつ)舌(ぜつ)も鍛(きた)えられるし、精神の集中もできる。歌はな、一石二鳥なんじゃよ。別に不思議ではないじゃろ」

			　そういうと、自らの言葉にうんうんと頷(うなず)く美(み)代(よ)さん。俺にはいまいち理解が及ばないが、術者というのはそういうものらしい。まあ、一般人には分からない世界ってやつなんだろう。

			「はあ……なるほど」

			「うむ。法師はもっぱら読経じゃがの。わしも昔は一日中、寺で経を唱えておったわ」

			「へえ。もしかして、俺がこれからやる修行も歌とかなんですか」

			「それは違うの。ま、そなたはとにかく待っておれ」

			　それから数分後。先輩は歌いながら地面に文字のような物を描き始めた。魔法陣か何かだろうか。それ自体は物凄く魔法使いらしい雰(ふん)囲(い)気(き)なのだが、いかんせん歌いながら。絵的に物凄くシュールである。うーん、やっぱりイメージとは違うな。

			　こうして俺が先輩をしばらく生温かい眼で見守っていると、山の方からバタバタとあわただしい足音が響いてきた。振り向けば、そこには息を切らした竹田さんの姿があった。その脇には、例の鏡(かがみ)がちゃんと抱えられている。

			「お、戻ってきたの」

			「つ、疲れました……。ちょっと休憩させてください」

			「おうおう、水でも飲んでくるがよい」

			　こくりと頷(うなず)くと、竹田さんは鏡(かがみ)を渡して一旦本堂の中へと姿を消した。美(み)代(よ)さんは風(ふ)呂(ろ)敷(しき)を石(いし)畳(だたみ)に敷くと、受け取った鏡(かがみ)をその上に置く。そしてこの間と同様に、呪(じゆ)文(もん)を唱えると手を鏡(かがみ)の中へと差し入れた。沈(ちん)黙(もく)。美(み)代(よ)さんは眼を閉じると、深く息をしながら意識を集中させる。

			「見えた！　どうやら、うちの近くにいるようじゃの！　ではさっそく、行くぞ！」

			　美(み)代(よ)さんはスッと立ち上がると、そのまま山の方へと歩を進めた。俺は歌いながら手を振る先輩に軽く頭を下げると、その後を追うのだった。

			　

			「もう、置いてかないでくださいよ！」

			　少し進んだところで、後ろの方から竹田さんの声が響いた。それにやや遅れて、バタバタと騒々しい足音が近づいてくる。

			「まったく、はよせぬか」

			「すいません、ついでにお手洗いも済ませてきたので」

			「まあよい、早く行くぞ！」

			「はいッ！」

			　横並びになり、揃(そろ)って返事をする俺と竹田さん。

			　数十分後。美(み)代(よ)さんの占(うらな)いに従って本堂の付近を出発した俺たちは、いまだ山の奥へ奥へと歩いていた。庵(いおり)の辺りはとっくに通り過ぎ、さらに奥へ。

			　人が普段は来ないような所にまで足を踏(ふ)み入れていた。

			　美(み)代(よ)さんの話では、この先に俺をパワーアップさせてくれる「あるもの」がいるという。

			　それが何なのかは教えてくれなかったが、それによってパワーアップするのは相当に危険なようだ。

			　竹田さんがしきりに「大丈夫ですかねえ……」と言っている。ドンドン山奥に向かっていることからすると、それは野生動物か何かだろうか。覚悟は決めたけれど、「熊と戦って力を手に入れろ！」なんてのは正直きついな。

			「あの、竹田さん……」

			「何ですか？」

			「俺をパワーアップさせてくれる何かって、いったい何なの？」

			「いや、その質問、何回目ですか？」

			　両手を上げ、竹田さんは呆(あき)れたような顔をした。けれども俺は、そんな彼女に食い下がる。

			「だって、気になるじゃないか。こんな山奥に連れてこられて」

			「気持ちは分かりますけど、聞かない方がいいですよ。その方が間違いなく精神的に楽ですから」

			「……もしかして、熊とかか？　熊との戦いは人を強くするって、小(さ)夜(よ)が言ってたけど」

			「や、熊ではないですよ。というか、塾(じゆく)頭(とう)って熊と戦ったことがあるんですか!?」

			「ああ。あいつはもうかれこれ熊を三頭ぐらいは倒してるらしいぞ」

			「……人類の規格外にもほどがありますね。まあ安心してください、熊ではないです。熊よりももっと、怖いものかもしれませんが」

			「ぜ、全然安心できないよ！」

			　熊よりヤバいとなると、虎とかだろうか。もしかして、オカルト方面で鬼(おに)とかか？　法師とか魔法使いがいるぐらいだし、もうそれぐらいでは驚かない。

			　そう思って歩いていると、不意に視界が開けた。森を抜(ぬ)けて、峠(とうげ)道(みち)に出たのだ。

			　峠(とうげ)道(みち)の向こうは崖になっていて、群(ぐん)青(じよう)色の夜空とその下に広がる街並みが、一気に目に飛び込んでくる。思わず息を飲んでしまうほどの絶景。

			　眼下に広がる街の明かりは、宇宙を思わせるほど美しい。百万ドルの夜景とはよく言うが、まさにそんな言葉がふさわしい景色だった。

			「凄(すご)い、この町にこんな場所があったのか！」

			「うむ、なかなかに綺(き)麗(れい)じゃのう」

			「ロマンチック……。素敵ですねえ」

			　うっとりと景色を眺める俺たち。夜風が頬を撫(な)で、山道で火(ほ)照(て)った体に心地よい。

			　だが、こうして周囲を見渡しても絶景の他には特に何もなかった。森と峠(とうげ)道(みち)と、切り立った高い崖。あるのはそれだけだ。これでいったい、どうやって特訓をするというのか。

			「あの、特訓に必要な物ってどこにあるんですか？」

			「じきに来るはずじゃ。景色でも見て待っておれ」

			「来るって、やっぱそれって動物なの？」

			「ま、すぐに分かる」

			　ここに来てもまだ教えてくれる気はないらしい。仕方がない。黙(だま)って景色を眺めることにしよう。

			　ちょうど、道路の脇に倒木があった。俺はそれをベンチ代りにすると、道の向こうを見る。今日は朧(おぼろ)月(づき)夜(よ)。地上は星がきらめいているが、その反面、その明かりに照らされた空は暗い。何かおかしなものが湧(わ)いて出ても、不思議ではない気がする。

			「ほんと、何が来るっていうんだろうな……」

			　そうつぶやいた時だった。峠の向こうから、強烈な光が現れる。それはトラックだった。黒猫のマークを掲(かか)げたヤ○ト運輸のトラックが、猛(もう)然(ぜん)とこちらに迫ってきた。

			「今じゃ！」

			「はい？」

			　先ほどまで景色にうっとりとしていた竹田さんたちが、いきなり俺の方に駆(か)け寄ってきた。彼女たちは俺の身体を強引に起こすと、道の方へと連れて行く。トラックはもうすぐそこまで迫っていた。俺はたちまち顔をひきつらせる。

			「ちょッ!?　待て待て！　いきなり何をするんですか!?」

			「あれに飛び込むんですよ！」

			「はぁ!?　ムリムリムリ!!!!」

			「いいから、行けェ!!」

			　思いっきり手を突き出し、俺の背中を押しだす美(み)代(よ)さん。トラックはもう目の前まで来ている。ヤベェッ……!!

			「うわアァ!!!!」

			　こうして俺は、トラックにはね飛ばされたのだった。

		

	
		
			第11話　ほんとの気持ち

			　

			　意識がゆっくりと浮上する。

			　まぶしい。目を開くとそこは、光に満ちた真っ白い世界だった。

			　大地はどこまで行っても果てがなく、広がる空と融(ゆう)合(ごう)して一つの白い空間となっていた。

			　どちらを向いても同じ景色。上下左右はあやふやで、足を支えている地面と重力の存在だけが、かろうじてどちらが上でどちらが下なのかを示していた。

			　ここはもしかして……あの世か？　

			　真っ白なことからすると、天国かどこかだろうか。俺はとっさに、自分の足元に目をむける。良かった、きちんと足はある。怪(け)我(が)もしていない。幽(ゆう)霊(れい)になったということはなさそうだ。

			「まさか、これが伝説の『白い空間』か!?」

			　ネットの都市伝説曰(いわ)く――トラックにはねられて死亡すると、白い空間で神様から超絶的な能力(チートパワー)を授けられ、異世界に転生できるという。

			　真(しん)偽(ぎ)のほどは定かではない、というよりはっきり言って嘘(うそ)だと思っていたのだが、もしかして。ここがその神様が現れるという、白い空間なのだろうか。

			　そうだとすれば、人生最大のチャンスだ。チートを手に入れれば、ハーレムが俺を待っている！

			　すると、これまで何もなかった白い空間のはるか遠くに、小さいながらも強い輝(かがや)きを放つ青い光の球が現れた。俺はやったとばかりに眼を見開くと、全速力で球の方へと駆(か)けだす。意識はすでに、中世風のファンタジー世界へと旅立っていた。

			「神様――!!　俺にスキルをおーくーれー!!　ついでに魔力無限、寿命無限で頼む――！」

			　どこぞのエロ豚よろしく、神様への願いを高らかに述べる。

			　するとたちまち、球がこちらの方へと飛んできた。近くに来ると、結構な大きさだ。俺の身体とほぼ同じぐらいの大きさがある。球から放たれる青白い光に、俺の身体が染め上げられた。暖(あたた)かい。午後の麗(うら)らかな陽光のようだ。

			　その暖(あたた)かさを求めるかのように、俺は自然と球に向かって手を伸ばす。すると光が弾けて、中から一人の老人が現れた。

			　細(ほそ)面(おもて)の顔には深い皺(しわ)が刻まれ、顎(あご)にはたっぷりと白いひげが蓄(たくわ)えられている。手には大きな樫(かし)の杖(つえ)。威(い)風(ふう)堂(どう)々(どう)としたその様子は間違いなく――、

			「おおッ！　爺(じじい)だ、神様だ!!　さあ、俺に早くチートをよこせ！」

			　俺は神様の着ている服の袖(そで)をつかんだ。するとたちまち、神様が顔をしかめる。

			「ええい、落ち着け！」

			　振り落とされた杖(つえ)が頭にぶつかる。痛ってェ!!　カコーンと高音が響いて、目の前を星が舞った。脳を揺さぶる痛みに俺は思わず声を上げると、老人、いやジジイを睨(にら)みつける。

			「てめえ、何しやがる!?　お前の手違いで俺は死んだんだろうが！」

			「何を勝手に勘違いしておるのだ。お前は生きておるし、わしは神ではない。お前自身ぞ」

			「はあ!?」

			　俺は改めて、老人の身体を頭の先からつま先へと見下ろした。

			　壮(そう)健(けん)ながらも老いたその姿は、どこをどう見ても、俺とは似つかない。俺は間違っても年寄りじゃないし、顔立ちも明らかに違う。本人どころか、家族にだって見えないぐらいだろう。せいぜい、親(しん)戚(せき)の爺(じい)さんぐらいの感じだ。

			「ほんとかよ。あんたどう見ても他人だぞ」

			「見た目で判断するでない。感じるのじゃ」

			「そんなこと言われてもなぁ……」

			　何となく、胡(う)散(さん)臭い雰(ふん)囲(い)気(き)の爺(じい)さんだ。イマイチ信用できない。俺は訝(いぶか)しげな眼で老人の顔を見(み)据(す)える。するとそんな心情を見透かしたのか、爺(じい)さんはやれやれと手を上げる。

			「お主、自分が信用できんのか？　我がことながら情けないのう」

			「だから、あんたが俺自身かどうかが分かんないんだってば」

			「だいたい先ほどから聞いておれば、ハーレムやら、魔力無限や寿命無限やら、本当にそんなものを願っているのか？」

			「え？」

			「おぬし、何のためにここに来たんじゃ。何かを求めてここまで来たんじゃろう？　だったら、はよ持って帰れ」

			「何かを求めて？　俺がここに来た理由？」

			　辺りを見渡すが、やはりここには何もない。老人と俺以外、何者も存在しない白い世界が広がっているだけだ。

			「俺は……」

			　夜の峠(とうげ)道(みち)。竹田さんと美(み)代(よ)さん。二人に背中を押され、トラックにはねられた。なぜそこにいたのか。そうか、そうだよ。

			　俺は小(さ)夜(よ)を助けたかったんじゃないか。小(さ)夜(よ)を助ける力が欲しかったんだ。

			　自分のためのハーレムやチートなんかじゃなく、あいつを助けるための力。

			　そう、力がほしかったのに、なぜそれを忘れてしまっていたのか。

			「お前の望みはここにある。欲(ほつ)するのだ、この世界はお前の心。欲(ほつ)する物のすべてがあるはずじゃぞ」

			「……どういうことだよ」

			「欲(ほつ)すれば与えられるということじゃ。良いか、雑念をなくせ。ここはお前の心、本心からただただ欲(ほつ)すれば、向こうからそれは現れる」

			「欲(ほつ)すれば現れる……？」

			「ああ、そうじゃ。心の底から欲(ほつ)して祈(いの)ればよい。だが気をつけろ、ここは心の中じゃ。あらゆる気持ちが増(ぞう)幅(ふく)される。心を強く持たねば、ほんとの気持ちは埋もれてしまうぞ」

			「えッ？」

			　俺が思わず聞き返すと同時に、老人は姿を消してしまった。

			　ただ一人取り残された俺は、茫然とその場に立ち尽(つ)くす。何をすればいいのか分からない。とりあえずは、ひたすらに力が欲しいとお祈(いの)りすればいいってことだろうか。俺は手を組むと、その場に膝(ひざ)をついて天を仰ぐ。

			「どうか、俺に力を！」

			　声は周囲によく響いたが、反応はない。俺は周囲を探したが、何もなかった。これじゃまだ、祈(いの)りのパワーが足りないというのだろうか。空を仰いで手を広げると、胸一杯に息を吸って叫(さけ)ぶ。

			「どうか、どうかこの俺に力を分けてくれェッ!!」

			　空間全体に轟(とどろ)く声。地球全体から元気をかき集めるぐらいの勢いだ。ぐわんぐわんと、耳鳴りがするぐらいである。

			　けれど、駄目だ。しばらくしても全くもって何も起きない。並大抵のお祈(いの)りでは通じないようだ。

			　これは長丁場になる。そう直感した俺は、ふうっと深呼吸をした。急がなければ小(さ)夜(よ)が危ない。焦(あせ)るのは禁物だが、一(いち)抹(まつ)の不安が胸をよぎったのだった。

			　

			　この空間に来てから、どれほど時間が経過したのだろうか。昼も夜もないこの世界では、時間の感覚がひどくあやふやだ。

			　まだわずかしかたっていないようにも感じるし、かなりの時が経過したようにも感じる。

			　どちらが正しいのかは分からない。が、俺がまだ力を見つけられていないのは事実だった。俺はもはや声を上げるのをやめ、座(ざ)禅(ぜん)を組んでひたすらに精神を高めていた。この方法が正しいのかは分からない、けれど、他に思いつかなかった。

			　――欲しい。欲しい欲しい欲しいッ!!

			　表面的には平静でありつつも、心の内側で雄(お)叫(たけ)びをあげ続ける。気がつけば、身体の方も若(じやつ)干(かん)ではあるが動いてしまっていた。胡坐(あぐら)が崩(くず)れる。けれど周囲には何の変化もなく、俺自身も力を得られたという実感はない。これでも、駄目か。俺はたまらず脱力して、その場に倒れこむ。

			「クソ、どうすればいいんだ……！　攻略本でも見れれば楽なんだけどなぁ。ははッ」

			　口から洩(も)れた言葉に、思わず自(じ)嘲(ちよう)してしまった。我ながらひどいゲーム脳だ。

			　こんなんだから、ステータスを見るなんて能力に目覚めてしまったのかもしれない。こんなくだらない力じゃなくて、小(さ)夜(よ)や竹田さんのように実戦で使えるスキルとか、ステータスがあれば……。チクショウ、今からでもステの割り振りができれば、過去にさかのぼって全部筋力にしてやるのに！

			「うーん、どうすりゃいいんだよ！　もう考えつかねーよ……！」

			　老人は言った。ここは俺の心の中だと、本心から願えばそれは現れると。

			　俺は力が欲しい。小(さ)夜(よ)を助ける力が、とにかくほしい。その気持ちに嘘(うそ)偽(いつわ)りはないはずだ。

			　だが、それが現れない以上、それは俺の本音ではないということだろうか。

			「何なんだ、俺の願いって……」

			　力が欲しいじゃ駄目。いや、力が欲しい『だけ』じゃ駄目ってことなのかもしれない。力を得て、俺は何をしたい？　俺は何のために力を……。

			　悩み、もがく。頭の中を無数の映像が走(そう)馬(ま)灯(とう)よろしく駆(か)け抜(ぬ)けて行く。楽しい思い出からつらい思い出まで、人生のアルバムがすべて一斉に開かれた。

			　やがて思い出したのは、何気ない教室の風景。そこで笑う小(さ)夜(よ)の楽しげな顔が目に焼きつく。その瞬間、思わず息を止めてハッとする。

			「そうだ、俺は小(さ)夜(よ)を守りたいんだ。ただ小(さ)夜(よ)を守れれば、それでよかったんだ」

			　別に弱くたって、見苦しくたっていい。小(さ)夜(よ)を笑顔にすることが出来れば、それで十分だったはずじゃないか。力が欲しいというのは、あくまで手段にしかすぎない。手段だけを必死で追い求めて、目的をすっかり忘れてるとは。

			　もしかしてこれが、老人の言っていた言葉の意味ということだろうか。俺、忠告されてたのに完全にハマっちまってたよ。

			「小(さ)夜(よ)……」

			　その声が響いた瞬間、意識が急速に覚(かく)醒(せい)した。俺の耳に例の爺(じじい)の声が響く。その声は、ひどく呆(あき)れているようであった。

			「まったく、やっとこさ自分の気持ちに気づいたか」

			「何とかな。こんな簡単なことを忘れてるなんて」

			「眼を開けろ。力は与えられた」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　瞼(まぶた)がゆっくりと開く。するとそこには、見慣れたステータス画面が表示されていた。しかし、そのスキル欄(らん)だけはきらきらと輝(かがや)いていて、ぼやけている。これは、もしや……、

			　一瞬ののち、何もなかったはずのそこに、「ステータス再割り振り（自）」というスキルが追加されていた。

			　その文字に指が触れると、スキルの詳(しよう)細(さい)が自然と理解できた。これは、かなりピーキーなスキルだな。自分にしか使えない上に、三分間という時間制限もある。

			　けど、上手く使えば相当なチートスキルになるかもしれない！

			「よっしゃァ!!　うおッ!?」

			　どこからか、「時間じゃ」という声が響いた。たちまち世界が崩(ほう)壊(かい)し、ひび割れて闇(やみ)が噴(ふん)出(しゆつ)する。

			　空も大地も、何もかもがポリゴンのように細かく崩(くず)れて、分解されて行った。俺の意識もまたその崩(ほう)壊(かい)に巻き込まれ、闇(やみ)に消えた。

			　

			　目が覚めると、そこは布団の上だった。こちらを覗(のぞ)き込む竹田さんの顔がちょうど、俺の視線の先にある。

			　不意に眼を開けたせいで、俺は彼女と目がバッチリあってしまった。吸い込まれるような瞳(ひとみ)。それにどきりとした俺は、「ふひっ!?」と変な声を上げて布団から跳ね起きる。

			　辺りを見回すと、そこは美(み)代(よ)さんの庵(いおり)の中だった。竹田さんの隣で、美(み)代(よ)さんもほっとした顔をしている。どうやら俺は、彼女たちの手でここまで連れてこられたようだ。

			「だ、大丈夫ですか!?」

			「ごめん、変な声出しちゃって」

			「いえいえ。ちっとも目覚めないので、さすがに心配してました」

			「いま何時だ？」

			「えっと、四時を回ったとこですね」

			　四時？　そう思って辺りを見渡すと、庵(いおり)の中は妙に明るかった。早起きしないからそこまでよくは知らないが、午前四時と言えばもっと薄暗いんじゃないだろうか。

			　いま窓からさんさんと降り注ぐ陽光は、いささか元気がよすぎる。

			「ずいぶん明るいな。それにあったかい。ほんとに四時過ぎなのか？」

			「四時は四時でも、夕方の四時じゃよ。おぬし、軽く一五時間以上も寝ておったわ」

			「なッ!?　もう時間がないじゃないか!!」

			　ラルネとの待ち合わせは夜。ここからオランダ屋敷までは、歩けば小一時間はかかる距離で、もうほとんど余裕なんてない。その焦(しよう)燥(そう)感(かん)のあまり、俺は顔を青くする。

			「先輩はどうした？　もう、行っちゃったのか!?」

			「いろいろと準備するものがあるとかで、昼過ぎには出ていかれました」

			「ヤバい、このままじゃ置いてかれる！」

			「待て待て、そう焦(あせ)らずともあやつ一人で乗り込むことはあるまいて」

			　美(み)代(よ)さんはそういうと、腰をぽんぽんと叩きながら立ちあがった。

			　いつもならばババくさいと思うその仕草が、今は何とも落ちついていて頼もしい。これが年の功というやつだろうか。彼女はそのまま窓の方へ近づくと、まぶしげに眼を細めながら外の様子をうかがう。

			「日が沈むまでには、あと二時間はあるじゃろう。ラルネという娘がよっぽどせっかちでなければ、そこからさらに一時間ぐらいは大丈夫じゃて。焦(あせ)らずとも時間はある」

			「けど……」

			「焦(あせ)るのは分かるが、気ばかり急(せ)いてもどうしようもないぞ？　それより、そなたどのような力を身に付けた？　一度確認するがよい」

			　美(み)代(よ)さんの言うことはもっともで、説得力があった。俺は実の祖母に叱られているような気分になると、素直に言うことに従う。

			「うーん、分かった。とりあえず確認しよう」

			　こうして布団から立ち上がろうとすると、存外に身体が軽かった。確実にトラックにはねられたはずなのに、傷も残っていない。俺は自分の手足を茫然と見つめる。

			「あれ、めちゃくちゃ元気じゃん、俺」

			「ふふ、傷はしっかり治しておきましたよ！」

			　近くの救急箱から赤チンを取り出すと、ニコッと微笑(ほほえ)む竹田さん。

			　いや待て、俺の怪(け)我(が)って赤チン程度で治ったのか？　デカイトラックにはねられたんだし、明らかに大怪我だったはずだぞ？　赤チンで治るとは思えないんだけど……。

			「あ、赤チンで治ったのか？」

			「他にも、いろいろとしましたけどね。それはまあ置いておきましょう」

			「いろいろって怖いぞ!?　何をやったんだ、何を!!」

			「まあまあ、いいじゃないですか、治ったんだから。あ、ちょっとお金がかかったので、治療費お願いしますね。千円でいいですよ！」

			「金取るんかい！　ったく、相変わらずだなぁ」

			「いいじゃないですか、タダより高いものはないんですから」

			「……言葉の使い方が激しく違うと思うぞ」

			　俺はニコニコ笑顔の竹田さんにため息をつくと、ポケットから財(さい)布(ふ)を取り出した。そして千円札を彼女に渡すと、布団を脱して庵(いおり)の外へと出る。

			　するとちょうどいい具合に、大きな岩が目に飛び込んでくる。軽自動車ほどのサイズで、表面が黒く滑(なめ)らかなそれは、いかにも硬そうだ。

			　ためしに軽く叩いてみると、骨が痺(しび)れるような感(かん)触(しよく)が返ってくる。まるで鉄塊だな。けど、これからやる実験にはちょうどいい。

			「美(み)代(よ)さん、竹田さん！　見ててくれ、今からこの岩を割る」

			　俺がそう宣言すると、軒(のき)先(さき)に出ていた二人はたちまち目を丸くする。

			「え、ええ!?」

			「いきなりそれは、ちときついのではないか？」

			「まあ、見ていてくれ。凄(すご)い力を見せてやるぜ！」

			　俺は拳(こぶし)を振り上げると、手に入れたチートスキルの力を、二人に遺(い)憾(かん)なく見せつけるのであった――。

		

	
		
			第12話　決戦！

			　

			　オランダ屋敷。それは明治の頃に建てられた非常に古い屋敷で、三階建ての洋館とその前に広がる壮(そう)麗(れい)な庭園からなる大建築である。

			　元々はオランダ人商人が別荘として建てた物だそうで、そのことから地元の住民はここをオランダ屋敷と呼んでいる。

			　二十年ほど前までは一般公開されていて、この町のちょっとした観光名所だったそうだが、老(ろう)朽(きゆう)化(か)が進んだために現在では立ち入り禁止となっていた。

			「気味悪いな……」

			　錆(さび)の浮いた鉄(てつ)柵(さく)の向こうに聳(そび)える、巨大な洋館。

			　白い外(がい)壁(へき)はところどころ剥(は)がれ、煉(れん)瓦(が)の土台が剥きだしとなってしまっている。緑のスレートの屋根は土に汚れ、赤錆の浮いた風(かざ)見(み)鶏(どり)が風が吹くたびに物悲しげな音を立てる。

			　かつては美しく整えられていたであろう庭の薔(ば)薇(ら)も、手入れが行き届いておらず茨(いばら)が伸び放題であった。

			　いかにも何か出そう、といった感じの雰(ふん)囲(い)気(き)だ。まさにお化け屋敷というのがふさわしい。生温かく吹き抜(ぬ)ける風に、俺は思わず身体をブルリと震わせる。

			　俺が覚(かく)醒(せい)して力を得てから数時間後。

			　俺たちは小(さ)夜(よ)を救出するため、それぞれ準備をしてこのオランダ屋敷の前に集合した。だが、先に出かけたはずの先輩がまだ来ておらず、俺たち三人は待ちぼうけを食っていた。

			「先輩、遅いですねえ……」

			　腕時計を見ると、時刻は間もなく午後七時になろうとしていた。いよいよ日が沈み、夜が迫ってきている。乗り込むのは早ければ早いほどいいだろう。焦(あせ)った俺は、足でトントントンとせわしないリズムを刻む。

			　そうして数分が過ぎた頃。通りの向こうから、何やら黒い人影が近づいてきた。黒いコートに黒のブーツ、そして腰には指揮棒のような細い杖(つえ)。胸には金のエンブレムが輝(かがや)いている。顔は暗くてはっきりしないが、彼――いや、膨(ふく)らんだ胸からすると彼女だろうか――が放つただならぬ雰(ふん)囲(い)気(き)に、俺たちは揃(そろ)って身構える。
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			「だ、誰だ!?」

			　俺の言葉に、人影は顔を上げた。白い肌(はだ)があらわになる。その顔は、まさしく先輩の物だった。

			「少し遅れちゃったわ、ごめんなさい」

			「いえ、大丈夫ですよ。それより、めちゃくちゃ気合入ってますね」

			「当たり前よ。それより、あなたこそそんな装備で大丈夫？」

			　先輩は俺を一(いち)瞥(べつ)すると、やれやれと呆(あき)れた口調で言った。俺は普通の学生服に自転車用のヘルメット、さらに満(みちる)君から借りた金属バットというどうにも頼りない装備をしていた。

			　自分でもこれはどうかと思うのだが、なかったのだからしょうがない。頼みの竹田さんたちも、男物の服は全然持っていなかったし。

			「用意しようと思ったんですけど、これしかなかったんですよ。時間もなかったですし」

			　そう、俺たちにうかうかしている時間はないのだ。

			　俺は改めて、聳(そび)える洋館を見上げた。緩(ゆる)んだ気持ちが一気に引き締まり、自然と背筋が伸びる。竹田さんたちも俺に続いてオランダ屋敷の方を見やると、顔つきを険(けわ)しくした。

			「さて、行きますか！」

			「はい！」

			「行くかの」

			「ちょっと待って」

			　錆(さび)び付いた門扉に手をかけようとした俺を、千(ち)歳(とせ)先輩が押さえた。彼女は腰のホルスターから杖(つえ)を抜(ぬ)くと、その先端でコンコンと門の鍵(かぎ)の部分を叩く。するとバチッバチッと、火花が散った。白い光が閃(ひらめ)き、小さな雷のような音がする。高圧電流でも流れているかのようだ。

			　先輩は屋敷の周囲を見渡すと、懐(ふところ)からＬ字型をした金属製の棒を取り出した。そしてそれを手に壁の周囲をゆっくりと歩くと、困ったように肩をすくめる。

			「結界が屋敷の周囲から庭全体に張られているわ。一時的に風穴を開けて、館の中まで駆(か)け込むしかないわね」

			「あの玄関までですか？」

			　遠くに見える屋敷の玄関。門から庭を抜(ぬ)けてそこまでの間は、少なく見積もって三〇メートルくらいはあるように見えた。広大な庭は荒れに荒れていて、薔(ば)薇(ら)を始めとした植木や、掘り起こされたように穴ぼこだらけの地面が行く手を阻(はば)んでいる。

			「ええ、あそこまでよ。穴を開けていられる時間は持って二〇秒、それまでに辿(たど)り着けなければならないわ。それができなければ――」

			「できなければ？」

			「結界にはじき出されて、空を飛ぶことになる」

			　先輩はそう言うと、空に輝(かがや)く星々を指差した。その仕草を見た俺たち三人は、思わず「うわっ」と変な声を出してしまう。二〇秒という時間からすると、植木に足を取られて転んだりすれば、その時点でアウトだ。かといって、スピードを下げていけば間に合わない。余裕があるように見えて、結構ギリギリだ。加えて、こちらには美(み)代(よ)さんという見た目は少女だが中身は老人の人がいる。

			「竹田さん、美(み)代(よ)さん。行けるか？」

			「私は大丈夫です。ですが、美(み)代(よ)姉さまは……」

			「何、案ずるな。あれぐらいの距離ならば走り切れるわい」

			　グッと親指を上げる美(み)代(よ)さん。その瞳(ひとみ)の奥には、確かな自信があった。ここはひとつ、信じて見よう。俺は黙(だま)って、彼女の言葉に頷(うなず)いた。

			　先輩たちもまたそれに続いて、美(み)代(よ)さんの言葉に深く頷(うなず)く。

			「大丈夫そうね。じゃあ、穴を開けるわよ！」

			「よし！」

			「おおッッ!!」

			　気勢を上げる俺たち。それと同時に、先輩の手のひらから魔法陣が広がった。光の陣はたちまちのうちに風景を切り取り、ブラックホールよろしく黒い穴が開く。俺たちは地面を蹴(け)ると、一目散にその中へと駆(か)けこんで行った。すると、外から見ていたのとはまるで違う庭の様子が目に飛び込んできた。

			「おおッ……!?」

			「止まらないで！」

			「走れェー!!」

			　思わず足を止めかけた俺に、先輩と美(み)代(よ)さんの怒(ど)号(ごう)が飛ぶ。俺は緩(ゆる)めた速度を戻し、一気に駆(か)ける。

			　周囲の景色は、まさに異界そのもの。外とは違う不気味な空が広がり、血を思わせるほど冴(さ)えた紅(くれない)の月が輝(かがや)いていた。木々は不自然に蠢(うごめ)き、庭の中央に設置された噴(ふん)水(すい)からは、異様な黒い水が湧(わ)きでている。

			　まさに魔女の住処(すみか)にふさわしい、恐ろしい世界。その上、外から見るよりもこの空間ははるかに広かった、館の玄関口までの距離が、予測より大きく離れている。軽く一〇〇メートルはあるぞ、これ……！

			　へこたれそうになりながらも全速力で走る、走る。そうしていると、庭の木々がこちらに向かって勢いよく伸び始めた。節くれだった木の枝が、さながら触(しよく)手(しゆ)のようにのたうちながら迫ってくる。竹田さんはすぐさまカバンから霊(れい)符(ふ)を取り出すと、それらに向かって投げつけようとした。けれどそれを、並走していた千(ち)歳(とせ)先輩が止める。

			「相手にしないで！　あれに符なんて使ったら、弾き出されるわよ！」

			「で、ですが……!!」

			　ドンドン迫ってくる木の触(しよく)手(しゆ)。その先端の葉が、今にも最後尾を走る竹田さんと先輩の背中に触れそうだ。あと一〇メートル……！　ほんの少しなのに！

			「しゃあないッ！」

			　俺は一旦足を止めると、竹田さんたちの背後へ回る。そして――

			「知能30、器用０、容(よう)姿(し)０！　筋力極振りッ!!!!」

			　瞬間的に１８５までアップする筋力。筋肉が爆発し、制服がミチミチと音を立てる。ボタンが一つ、弾け飛んだ。

			　これこそが、俺が手に入れた能力「ステータス再割り振り（自）」だ。

			　時間限定ではあるが、自分のステータスを自由自在に再割り振りし、ピンポイントに上げることができる力である。時間内であれば、筋力に極振りした後で、今度は速度極振りなんてこともできる。

			　残念ながら、ステータスの総量自体は増やせない。だが、何の力も持たない俺にとっては非常に使える能力だ。

			　有り余る力にものを言わせ、俺は竹田さんと先輩の背中に手を回すと一気に大地を蹴(け)った。足元で土(つち)埃(ぼこり)が舞い上がり、俺たちの身体は前方にいた美(み)代(よ)さんをも巻き込んで、勢いよく宙に飛び出す。響く三人の悲鳴。全身にかかるＧ。

			　やがて綺(き)麗(れい)な弧(こ)を描いた俺たち三人は、玄関の扉を破って館の中へとダイブした。どうにか、ぎりぎりで間に合ったようだ。俺は下敷きにした三人の顔を覗(のぞ)き込む。

			「あたた……！　めちゃくちゃ荒っぽいことしますね！　って、その顔やめてください！　死にます！」

			「は、早ようあれを付けろッ!!」

			「死ぬ、死ぬ……！」

			　俺の顔を見るなり騒ぎ始める三人。間にあったかどうかよりも、こっちの方が重要なのかよ！　俺はあまりの扱(あつか)いにショックを受けながらも、事前に――最初に技を使った時、半ば強制的に――渡された白狐(びやつこ)の仮面を着用する。

			　俺自身はキザったらしくてあまり好きじゃないのだが、最初に力を披(ひ)露(ろう)した時に、「付けなければ命にかかわる！」とまで言われたので仕方ない。自分では見ていないのでわからないが、容(よう)姿(し)０ってよっぽどなんだな。

			　こうして俺が仮面をつけると、三人はようやく息をついた。

			「さて、ここからが本番ね。ラルネ、いるなら出てきなさい！」

			　広いエントランスに、先輩の声が響く。するとどこからか、「ようこそ！　我らが館へ！」という返事があった。たちまち、つりさげられたシャンデリアに灯(あかり)がともり、部屋全体が明るくなる。

			「な、なんだ!?」

			「こ、これは？」

			　柱の陰から、次々と姿を現す男たち。燕(えん)尾(び)服を身に纏(まと)った彼らは、いずれも相当なレベルの美男子だ。彼らは揃(そろ)って美しい所(しよ)作(さ)で礼をすると、白い歯を輝(かがや)かせてはにかむ。爽(さわ)やかさが胸を抜(ぬ)けて、心がぴょんっと跳ねた。俺、男なのに……！　妙な敗北感を覚えてしまう。

			「イ、イケメンばかり揃(そろ)えてくるなんて、反則です！」

			「わしは、いつの間にか極楽に来たのか……？」

			　イケメンを見て動(どう)揺(よう)する竹田さんと美(み)代(よ)さん。この面食いどもめ。男は顔だけじゃねーんだぞ！　俺がやれやれと肩をすくめると、先輩が叫(さけ)ぶ。

			「気をつけて！　あいつら全部、使(し)役(えき)魔(ま)よ！」

			「えッ!?」

			「なんじゃと！」

			　俺たちの叫(さけ)びに応じるかのように、男たちは揃(そろ)ってニタァっといやらしい笑みを浮かべた。やがて一人の男が前に進み出てくると、高らかに宣言する。

			「よくお越しくださいました。我ら一同、心よりあなた方を歓迎致します。ではお受けください、我らが死のおもてなしを」

			　声が響いた直後、男たちの背中が割れた。中から黒い骨格が現れ、肉の身体は瞬(またた)く間にそれに取り込まれていく。使(し)役(えき)魔(ま)だ。しかも一体一体が、かなりの大きさである。二メートルはあるだろうか。数十体はいると聞いていたが、いきなり勢ぞろいかよ！　俺は状況の悪さに堪(たま)らず冷や汗を掻(か)いた。

			「マズイな！　どうする!?」

			「ひとまず、そなたたちは先へ行け！　わしが残って食いとめる！」

			「そんな！」

			「安心せい。ちゃーんと、『とっておき』を持ってきておる。こんなところで出すとは思わなんだがのう」

			　そう言うと、美(み)代(よ)さんは腰に提げた袋をぽんぽんと叩いた。それを見た使(し)役(えき)魔(ま)の一体が、自信満々な美(み)代(よ)さんを嘲(あざけ)る。

			「はははッ、貴(き)様(さま)一人で何ができる！」

			「ふん、見せてやろう。わしの最強の武器を……！」

			　もったいぶるように、動きに「タメ」を作る美(み)代(よ)さん。何が出るんだ？　俺たちはゴクリと唾(つば)を飲むと、美(み)代(よ)さんの手元を注視した。最強の符か？　それとも経(きよう)典(てん)か？　さながら漫画の主人公が新必殺技を出す時のような期待感。俺は気分を高揚させながら、瞬(またた)き一つせずに美(み)代(よ)さんを見守る。すると美(み)代(よ)さんが取りだしたのはあろうことか……、

			「孫の手…………!?」

			　孫の手。

			　それは言わずと知れた背中をかくための器具である。長さは四〇センチほどで、だいたいのものが木製かプラスチック製。先の曲がった細長い板のような形をしており、その薄さと材質から間違っても武器としては使えない。

			　鋼(こう)鉄(てつ)製の孫の手でもあれば別なのだろうが、そんな物は見たことも聞いたこともない。

			　美(み)代(よ)さんが取り出したものは、まさしくそんな孫の手だった。ごくごくありふれた、木製の物である。色は黒く、艶(つや)があることからすると材質は紫(し)檀(たん)か何かだろうか。よく見れば年季が入っているようにも見えるが、特徴と言えばそれぐらいか。どう見ても、使(し)役(えき)魔(ま)と戦えるようには見えない。

			　おいおい、こんなんで大丈夫なのかよ。

			　周りを取り巻く使(し)役(えき)魔(ま)たちも、拍子抜けしたように笑い始める。

			「子どもの喧(けん)嘩(か)かよ！　ボケもほどほどにしときな？」

			「ボケてなどおらぬわ。ふふ、見ているがよい……」

			　美(み)代(よ)さんは孫の手を横に構えた。そして左手で、すうっとその背を撫(な)でる。空気が、にわかに一変した。孫の手の表面を白い火花が駆(か)け抜(ぬ)ける。

			「うおッ!?」

			「マズイです、離れますよ！」

			「ええッ！」

			「ちょ、ちょっと!?」

			　何が何だか分からぬまま、俺は竹田さんと先輩に引っ張られ、その場を離脱しようとした。だがその行く手を、使(し)役(えき)魔(ま)たちがガッシリと遮(さえぎ)る。

			「ふん、そうはいかないぜ」

			「邪魔です！　ブサメンアタ――ック!!!!」

			　竹田さんはいきなり俺の頭を掴(つか)むと、白狐(びやつこ)の面を外し、その顔を見せつける。驚(きよう)愕(がく)。使(し)役(えき)魔(ま)たちはたちまち声にならない呻(うめ)きを上げ、目を押さえた。ム○カ大佐のようだ。

			　おいおい、そんなにヤバいのかよ、今の俺の顔。

			　軽くショックを受けつつも、全速力で走る。

			　そうしていると、エントランスの中央から朗(ろう)々(ろう)と声が響いてきた。振り返ると、孫の手を構えた美(み)代(よ)さんが何やら淡い光に包まれる。

			「――現れよ、暴(ぼう)虐(ぎやく)の化身。殺(さつ)戮(りく)に燃え、終末に嗤い。無知なる八百万をその手で払え！　『鬼子孫々』解放ッ！」

			　赤い光が、構えられた孫の手を走る。光は鮮(あざ)やかな紋(もん)様(よう)を描きだし、一気に弾けた。

			　硬いはずの孫の手がにわかにのたうち、蠢(うごめ)きながらその大きさを増していく。より長く、太く。やがて美(み)代(よ)さんの身長を追い越すほどの大きさになったそれは、赤黒い炎のような物に包まれた。

			　その炎は先端の折れ曲がった部分へと収(しゆう)束(そく)し、松明(たいまつ)のように燃え盛る。その中で孫の手の先端部分が急速に肥(ひ)大(だい)化し、五つに分かれた。指だ。太く不格好ではあるが、それは確かに指であった。やがてその指は細く洗(せん)練(れん)され、爪の部分が異常なまで長く伸びていく。

			　ほんの数秒の変化。それが終わって炎が収まると、中から現れたのは異(い)形(ぎよう)の手だった。刃のような爪。血の通わない黒い地肌。血管が浮き上がり、ねじれたような造形の手のひら。全てが不気味だが、その物が持つ圧倒的な力は伝わってくる。

			「何じゃありゃ……！」

			「あれが美(み)代(よ)姉さまの『鬼子孫々』です。あの程度の魔なら敵ではありません！」

			　思わず足を止めていた俺を、竹田さんが引っ張る。先輩はすでに、エントランスの正面にある階段の上にいた。彼女は早く早くと手を振り、俺たちを呼ぶ。

			「行きましょう！」

			「ああ！」

			　先輩に促(うなが)され、俺たちはまっすぐに階段の方へとひた走る。するとその動きを察(さつ)知(ち)した使(し)役(えき)魔(ま)たちが、再び俺たちを取り囲もうと動き始めた。とっさに竹田さんが符を取り出して迎(げい)撃(げき)するが、やつらは止まらない。マズイな、ここでもう一度囲まれたら切り抜(ぬ)けるのは難しいぞ。俺と竹田さんは仮面越しに目を合わせると、一気に加速する。

			「筋力１００、速度１３０……！」

			　筋力に振っていたポイントを、今度は速力に割り振る。足の動きが一気に速くなった。シャカシャカと、さながら倍速再生のようなスピードだ。俺は先行していた竹田さんを一気に追い抜(ぬ)くと、逆にその手を猛烈な勢いで引っ張る。後ろから聞こえる黄色い悲鳴。俺はそれに構わず、階段を一足飛ばしで駆(か)け上がり、あっという間に上へと着いた。

			「て、手を引っこ抜(ぬ)く気ですか!?」

			「しょうがないだろ！　急いでるんだから！」

			「早く、こっちよ！」

			　先輩に呼ばれるまま、俺と竹田さんは階段脇の部屋へと逃げ込んだ。先輩は俺たちを招き入れたところで、懐(ふところ)からチョークを一本取り出す。彼女はそれを扉に走らせると、あっという間に魔法陣を描き上げた。

			「これで、少しは時間を稼げるはずだわ」

			「やっと、一息つけますね……」

			　俺は置かれていた椅子に腰を下ろすと、胸を手で押さえた。筋力や速力は上げているが、体力は上げていない。おかげで、スタミナはもう限界寸前だ。息をしているだけでも胸が苦しい。全身が鉛(なまり)のように鈍(にぶ)く、椅子のクッションに足がめり込む。

			「ラルネの居場所、分かりますか？」

			「ちょっと待ってて」

			　先輩はそう言って瞳(ひとみ)を閉じると、懐(ふところ)からまたＬ字型の金具を取り出した。彼女はそれを手に部屋を回ると、瞳(ひとみ)を閉じて精神を集中させる。やがて彼女は金具をしまうと、額にその細い指を押し当て、眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せた。

			「そうね、おそらく上ね。近くに、大きな魔力も感じるわ」

			「大きな魔力、ですか」

			「よくは分からないけれど、使(し)役(えき)魔(ま)か何かだと思うわ。気をつけた方が――」

			　先輩が言葉を言い終わる寸前。黒い巨体が、壁をぶち破って部屋に入り込んできた。予想外の事態に、俺たちは揃(そろ)って顔をひきつらせる。

			「しまった、油断した！」

			「早く、逃げるわよ！」

			　俺たちは大急ぎで部屋の傍まで移動する。使(し)役(えき)魔(ま)は俺たちを逃すまいと、近くにあった机を放り投げてくる。

			「＃％＆＄＆!!」

			　使(し)役(えき)魔(ま)の放り投げた机と、千(ち)歳(とせ)先輩が放った魔法。それが正面からぶつかる。

			　爆音。大きな机がバラバラに砕(くだ)け、細かな破片が周囲に散らばった。俺たちより机との距離が近かった使(し)役(えき)魔(ま)は、その破片を頭からもろに被り、一瞬だが視界を失う。

			「ぐァ……！」

			「今よッ！」

			「はいッ！」

			　千(ち)歳(とせ)先輩は俺の手を引っ張ると、そのまま俺を連れて廊(ろう)下(か)へと飛び出した。竹田さんもそれに並走し、俺たちと一緒に外へと出る。すると通路の奥には、すでに数体の使(し)役(えき)魔(ま)が待機していた。

			　視線が交(こう)錯(さく)。俺は使(し)役(えき)魔(ま)の赤い瞳(ひとみ)を、もろに見てしまった。俺たちの存在に気づいた使(し)役(えき)魔(ま)たちは、その黒い巨体をできそこないのロボットのように軋(きし)ませながら、猛(もう)然(ぜん)とこちらに迫ってきた。

			「クッソ！　ヤバいな！」

			「先輩、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん！　こっちです！」

			　竹田さんが指差す先は、古びた螺(ら)旋(せん)階段だ。俺たちは迫る使(し)役(えき)魔(ま)に注意を払いつつも、素早くその階段の入り口へと移動する。だがここで、階下から頭を貫(つらぬ)くような絶(ぜつ)叫(きよう)が響いてきた。

			「腰ィ――――――!!」

			　その悲痛な叫(さけ)びに、竹田さんがハッとしたような顔をした。彼女は青汁でも飲んだような渋い顔をすると、俺たちの方を向く。

			「しまった、湿(しつ)布(ぷ)を替えるのを忘れてた……！」

			「えッ？」

			「美(み)代(よ)姉さまの湿(しつ)布(ぷ)、定期的に張り替えないといけないんですけど……すっかり忘れてまして。どうも、効果が切れてぎっくり腰が再発しちゃったみたいです」

			　竹田さんはどこからか青いサロ○パスの箱を取り出すと、困ったように頭を掻(か)いた。

			　迫りくる使(し)役(えき)魔(ま)の姿に、腰が引ける竹田さん。もし、いま下に戻るのならば使(し)役(えき)魔(ま)の群れをかいくぐる必要がある。

			　けれどその時、美(み)代(よ)さんの声がまたも下から響く。

			「月(つき)奈(な)、こづか――」

			「行きます！　お二人は先へ行っていてください、すぐに追いつきますから！」

			「へッ!?」

			「とりゃあ!!!!」

			　竹田さんは気勢を上げると、使(し)役(えき)魔(ま)の群れに突撃していった。止める暇すらなかったその様子に、俺も先輩も唖(あ)然(ぜん)としたが、足を止めている暇はない。

			「い、急ぐわよ！　竹田さんが時間を稼いでるうちに！」

			「は、はい！」

			　俺たちは気を取り直すと、再び階段を駆(か)け上がる。石造りの塔のような空間を、グルグルと円を描きながら上昇していく。カツカツカツッと、忙(いそが)しい足音が響いた。

			　やがてそのループが終わると、目の前に黒い鋼(こう)鉄(てつ)製の扉が現れる。相当に分厚く、厳(いか)めしいそれ。ちょっとやそっとのことでは壊れなさそうだ。けれど先輩は、その金属の塊(かたまり)を魔法で容(よう)赦(しや)なく打ち砕(くだ)く。

			　鋼(はがね)が鳴き、風穴が開いた。するとそこから一気に、外の空気が流れ込んでくる。階段の外側はそのまま屋根へと繋(つな)がっていた。

			「いた……！」

			　傾(けい)斜(しや)した緑のスレートの奥に、ラルネの姿があった。黒いゴシック風のドレスに身を包んだ彼女は、傾(けい)斜(しや)の天辺にちょこんと腰かけている。

			　そしてその隣には、手足を屋根から伸びた黒い柱に縛(しば)られ、顔をうつ伏せにした小(さ)夜(よ)の姿があった。

			「小(さ)夜(よ)ッ……！」

			「……誰だ」

			「俺だ、タクトだよ！」

			「タ、タクトだと……！　何で来た、お前じゃ殺されるだけだぞ！」

			「大丈夫だ、今助けてやる！」

			　俺はそう叫(さけ)ぶと、ラルネを睨(にら)みつける。すると彼女は軽(けい)薄(はく)な笑みを浮かべながら、その豊かな金髪を掻(か)きあげる。

			「思ったよりも早かったじゃないか。意外だよ、もっと苦戦してくれると思ったのに」

			「優秀な仲間が加わってくれたからね。さあラルネ、あなたも年(ねん)貢(ぐ)の納め時よ！」

			「あらら、もう勝ったつもりかい？」

			「ええ、そうよ。あなたにはもう使える駒(こま)はないはず！」

			「ははは、それが残念ながらあるんだなぁ。ここに！」

			　そう言ってラルネが指差したのは――小(さ)夜(よ)だった。まさか。俺も先輩も、そして指差された本人である小(さ)夜(よ)までもが驚きで顔を歪(ゆが)める。いったい、こいつは何を言っているんだ。不安が頭をよぎった瞬間、小(さ)夜(よ)が縛(しば)り付けられている柱がにわかに砕(くだ)け、液体となる。そこから発生した黒い津波が小(さ)夜(よ)の身体を瞬(またた)く間に取り込んだ。

			「がァッ！　な、何だこれは……!!」

			「小(さ)夜(よ)、小(さ)夜(よ)ッ!!」

			「いけないっ！　＃％＆％％!!」

			　先輩がとっさに魔法弾を放つ。だがその蒼(あお)い光は、小(さ)夜(よ)の前に立ち塞がったラルネによって弾き返されてしまう。

			　空に消える光。

			　それをなすすべもなく見つめる俺たち。そうしている間にも小(さ)夜(よ)を包み込んだ液体は拘(こう)束(そく)の度合いを増していき、断末魔の叫(さけ)びとともに、彼女の身体を完全に隙間なく覆(おお)ってしまった。

			　やがて黒の津波は腕や足、腰など部分ごとに収(しゆう)束(そく)していき、鎧(よろい)のような形状へと変わる。

			　黒騎士。そう呼ぶのにふさわしい、禍(まが)々(まが)しい気配の全身甲(かつ)冑(ちゆう)が出現した。俺はただただ唖(あ)然(ぜん)とし、その圧倒的な存在感に膝(ひざ)を屈(くつ)しそうになる。

			「ふふ、驚いてるね？　これは喪魂鎧(シュバルツ・フレーム)。使(し)役(えき)魔(ま)を僕がより使いやすく改良したものさ。これに取り込まれた人間は、死ぬまで僕の命令に従って戦い続けるんだよ！　さあ、呪(のろ)われし鎧(よろい)よ。この哀れなる贄(にえ)たちと踊れ――！」

			　

			　ラルネの号令とともに、猛(もう)然(ぜん)とこちらに突っ込んでくる小(さ)夜(よ)。その動きは速く、まさに瞬(しゆん)速(そく)というのがふさわしい。俺はとっさにその軌(き)道(どう)から身体を外そうとするが、間に合わない。脇(わき)腹(ばら)に鎧(よろい)が直撃し、その場で一回転して屋根に叩きつけられる。ぐッ……！　ヘルメットを被っていたため頭は無事だが、肩を強打した。鈍(にぶ)い痛みが身体を走る。

			「かはッ！」

			「竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)君ッ！」

			「おっと、君の相手は僕だよ？」

			　助けに入ろうとした千(ち)歳(とせ)先輩の前に、ラルネが立ちはだかる。

			　彼女は右手に光の剣を構えると、フェンシングよろしく鋭い突きを入れる。千(ち)歳(とせ)先輩はホルスターから杖(つえ)を抜(ぬ)くと、辛くもその一撃を逸(そ)らした。

			　彼女はひらりと身を翻(ひるがえ)すと、お返しとばかりに杖(つえ)を振るう。激しい応(おう)酬(しゆう)が始まった。俺はそんな彼女たちの姿に息を呑(の)みつつも、覚悟を決める。

			「先輩ッ！」

			「なに？」

			「小(さ)夜(よ)は俺が何とかします！　だから先輩はそいつを！」

			「けど……分かったわ。すぐに戻るから」

			　ラルネの攻撃を受けながら、小(さ)夜(よ)を相手にするのは不可能と判断したのだろう。

			　先輩は渋い顔をしつつも了承すると、耳にイヤホンをはめて深々とうなずいた。

			　さて、ここからは俺と小(さ)夜(よ)の問題だ。俺は改めて、目の前に立つ小(さ)夜(よ)の威(い)容(よう)を見ると、拳(こぶし)を握りしめる。インターバルが終わるまで、まだもう少し時間が必要だ。その間はどうにか、素の能力で小(さ)夜(よ)の攻撃をかわし続けなければならない。

			「チクショウ、大口を叩いたけどまずいかな……」

			　遮(さえぎ)る物もない屋根の上。少し戻れば俺たちが出てきた螺(ら)旋(せん)階段があるが、そこまで小(さ)夜(よ)を振り切って行く自信はない。ならば、この何もない場所で持ち堪えなくては。

			　小(さ)夜(よ)が屋根にめり込んだ拳(こぶし)を引き抜(ぬ)くのを確認すると、俺は一か八か、屋根の上へと走った。

			「こっちだッ！」

			　俺は小(さ)夜(よ)を挑発するように声を上げる。

			　するとたちまち、鎧(よろい)を軋(きし)ませながら小(さ)夜(よ)が駆(か)けてきた。

			　拳(こぶし)が風を切る。俺は屋根の傾(けい)斜(しや)を利用して、転がることによってそれをかわす。またも攻撃を当て損ねた小(さ)夜(よ)は、俺を追いかけて自身も斜面を駆(か)け下ってくる。その動きは非常に速く、重力の力を借りても俺はあっという間に追いつかれてしまった。けど、これでいい。

			「よし、うおりゃァ……！」

			　俺はいきなり足を止めて小(さ)夜(よ)に接近すると、その脇をギリギリのところですり抜(ぬ)けた。そしてがら空きとなった背中をガツンと蹴(け)飛(と)ばす。加速度のついた小(さ)夜(よ)は、その衝(しよう)撃(げき)を殺し切れずにそのまま屋根から落ちてしまう。ドサリ。はるか下から鈍(にぶ)い落下音が響き、近くに生えていた木がにわかに揺れた。まさかこれで倒せたとは思わないが、しばらくは時間が稼げるだろう。俺はほっと息をつく。だが――、

			「なッ!?」

			　屋根の端から手が伸びた。甲(かつ)冑(ちゆう)に包まれたそれは、間違いなく小(さ)夜(よ)の物だ。それは屋根のスレートをガッシリと掴(つか)むと、鎧(よろい)に包まれた身体を一気に持ち上げる。

			　こいつ、そのまま外(がい)壁(へき)をよじ登ってきたのか！　いくら小(さ)夜(よ)がもともと人間離れしていたとはいえ、鎧(よろい)を着けたままほぼ垂直の壁を登るとは。そして、

			「ぐァッ!!」

			　いつの間にか、小(さ)夜(よ)の手が俺の胸ぐらをつかんでいた。速い――！　そう思う間もなく、彼女は俺を屋根へと叩きつける。激(げき)痛(つう)。背中から全身にかけて、焼けつく痛みが広がる。感覚が麻(ま)痺(ひ)して、にわかに手足が痺(しび)れた。背中から何か、熱いものが溢(あふ)れ出してくる。

			　血だ。血が俺の身体を覆(おお)い尽(つ)くそうとしている――！

			「ごめん、小(さ)夜(よ)……！」

			　最後に思い浮かんだ感情は、小(さ)夜(よ)への申し訳なさと俺自身に対する情けなさだった。俺がもう少し強ければ、小(さ)夜(よ)を助けてやれたのに。俺がもう少し賢ければ、小(さ)夜(よ)を巻き込むことなんてなかったのに。思えば、俺は昔からこうだった。小さい頃からずっと、小(さ)夜(よ)に頼ってばかりで自分じゃ何もできなかったのだ。今ではすっかり忘れかけていたが――俺は、小(さ)夜(よ)に大きな借りがある。

			　あれは、小学校の頃だっただろうか。当時の俺は恐ろしいくらいの鈍(どん)足(そく)で、駆(か)けっこが大の苦手だった。小学校、それも低学年というのは不思議なところで、駆(か)けっこの速さでカーストが決まる。

			　クラス一の鈍(どん)足(そく)だった俺は、当然のように最下層に分類され、いつしかいじめられっ子になっていた。そのいじめは次第にエスカレートしていき、いつのまにか言葉だけでなく手や足まで出るようになってしまった。

			　そんな時に助けてくれたのが、小(さ)夜(よ)だった。

			　いじめっ子をあっという間に叩きのめしたあのたくましい背中を、俺は今でも覚えている。小学生にしてすでに筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)とした骨太の体。赤銅色に焼けた皮(ひ)膚(ふ)。そして何より、鬼(おに)のように恐ろしくも、同時に頼もしく見えた超強(こわ)面(もて)。あの時の小(さ)夜(よ)は、俺にとってまさに――、

			「アニキッ!!!!」

			　俺がそう叫(さけ)んだ瞬間、小(さ)夜(よ)の動きが止まった。彼女は俺の方をまっすぐに見(み)据(す)えると、酷(ひど)く不(ふ)明(めい)瞭(りよう)な声で答えた。

			「ソウ呼ブナト……前ニ言ッタハズダ……！　ワタシハ、女ダカラナ……！」

			「小(さ)夜(よ)!?　意識が戻ったのかッ！」

			「ウアアァ!!」

			　拳(こぶし)を振りまわし、大暴れする小(さ)夜(よ)。その様子は、さながら癇(かん)癪(しやく)を起こした子どものようだ。小(さ)夜(よ)の意識と、鎧(よろい)の強制力が戦っている……！　今なら、この鎧(よろい)を小(さ)夜(よ)から引き剥(は)がせるかもしれない。そう思った時、俺はインターバルが終わったのを感覚で理解した。待ってろ小(さ)夜(よ)、今助けてやる――！

			「うおおおおッ!!」

			　削(けず)れる能力をすべて削(けず)り、筋力と器用に注ぎ込む。俺は暴れる小(さ)夜(よ)の身体を力で押さえ込み、そして身体を覆(おお)っている鎧(よろい)を引きちぎる。一枚、二枚……少しずつだが、白い肌(はだ)が露わとなっていく。

			　よし、これならいける。

			　そう思った俺は、作業の速度を速めようとした。だがその瞬間、いきなり小(さ)夜(よ)の力が強まり弾き飛ばされてしまう。先ほどまで拮(きつ)抗(こう)していた小(さ)夜(よ)の意識が、再び鎧(よろい)に呑(の)みこまれてしまったようだ。

			「クソ、この状態じゃ押さえ込めないぞ……！」

			　鎧(よろい)を剥(は)がすためには、ある程度の器用さが必要だ。そこは削(けず)れない。だが、残りの能力は最低限の知能を残してほぼすべて０にしてしまっていた。あと少し。あと少し俺に力があれば、小(さ)夜(よ)の動きを止めて鎧(よろい)を剥(は)がせるのに！　その少しが捻(ねん)出(しゆつ)できない。俺は悔(くや)しさのあまり、血が出るほど拳(こぶし)を握りしめた。

			　その時、俺はとある能力値の存在に気づく。

			「ＨＰ……！」

			　先ほどの一撃でかなり減らされてはいたが、まだ70以上のＨＰが残されていた。俺はその数値を30まで減らし、残りの40を筋力の上昇に当てる。全身の筋肉が裂(さ)け、骨が軋(きし)みを上げる。命を削(けず)るって、こういうことかよ！　

			　口の中に鉄の味が溢(あふ)れ、赤い滴(しずく)が唇から落ちた。痛い、痛い痛い痛い――！　まさに地(じ)獄(ごく)の痛み。それをどうにか押し殺すと、俺は小(さ)夜(よ)の身体を押さえつけ、鎧(よろい)を引き剥(は)がして行く。

			「小(さ)夜(よ)、俺がお前を助ける。いや、助けなきゃいけないんだ……！」

			　ちょうどその時、先輩たちのいる方から強烈な光が伸びてきた。見れば二人とも、手の先に巨大な光の球を形作っている。収(しゆう)束(そく)するエネルギーが大気を焦がし、呪文が朗(ろう)々(ろう)と響き渡る。

			「＄％＆＄＆＆＆＆％！」

			「天駆(か)ける龍(りゆう)の咆(ほう)哮(こう)。雷(らい)鳴(めい)・撃(げき)滅(めつ)・断(だん)罪(ざい)・真(しん)聖(せい)・至高天の導(みちび)き。光よ、我が手に集いて彼方(かなた)を穿(うが)て!!　ドラゴニック・ルーメン!!!!」

			　放たれた光。響く轟音。二つのエネルギーが真っ向からぶつかり合い、光の衝(しよう)撃(げき)波となって周囲を襲う。屋根のスレートが次々と巻き上がり、俺たちの体もそれに巻き込まれそうになった。俺は自身の手足を屋根に突き刺すと、どうにかその荒波を堪えようとする。

			　永遠にも思える一瞬。それが終わると、先輩とラルネは揃(そろ)って膝(ひざ)をついていた。どちらが勝ったんだ……!?　俺は二人のステータスを開こうとした。するとその時、ラルネの口から赤い液体が零(こぼ)れる。

			「君、この間より明らかに魔力増えてないかい？」

			「ちょっとね、レベルアップしたのよ。使いこなすには時間がかかったけど」

			　イヤホンを揺らしながら、誇(ほこ)らしげに笑う先輩。それを見たラルネは、忌(いま)々(いま)しげに口元を歪(ゆが)める。

			「そうかい。だけど、僕はこのままじゃ……！」

			　よろよろと立ち上がるラルネ。だがここで、俺の背後からカツカツカツと慌ただしい足音が響いてきた。やがて、聞き慣れた声が耳に飛び込んでくる。

			「二人とも、大丈夫ですか!?」

			「すまんの、時間がかかったわい」

			　階段から飛び出してきた竹田さんと美(み)代(よ)さん。二人は荒れ果てた屋根の様子に驚きつつも、すぐさま符と孫の手を構える。これで一気に形勢逆転だ。ラルネはその顔をさらに憎々しげに歪(ゆが)めると、懐(ふところ)から大ぶりのナイフを取り出した。

			「僕の負けか。情けないね、君たち程度にやられるなんてさ。負の魔(ま)導(どう)師(し)の名折れだよ。仕方ない、もらえるものだけもらって逝(い)くとしようか！」

			　そう言うと、ラルネは手にしたナイフを勢いよくこちらに投げつけてきた。俺はとっさにそれを手で弾き返そうとするものの、ナイフはさながら幽(ゆう)霊(れい)のように手を潜(くぐ)り抜(ぬ)けてしまう。

			　――バカな！　俺がそう思った瞬間、小(さ)夜(よ)の胸から血が迸(ほとばし)った。血に溶けるようにして鎧(よろい)が液状化し、小(さ)夜(よ)の肢(し)体(たい)が露わとなる。まさか、まさか……！

			「じゃあね。僕は逝(い)くよ。けど安心して、僕の代りはいくらでもいるんだ」

			　ラルネはさながら水泳の飛び込みのように、頭を下にして綺(き)麗(れい)に落ちて行った。ボサッと形容しがたい音が響き、それと同時に屋敷を覆(おお)っていた不(ふ)穏(おん)な気配が少しずつ晴れて行く。

			「小(さ)夜(よ)、大丈夫か、小(さ)夜(よ)ッ!!」

			　俺はすぐさまヘルメットと仮面を取り、小(さ)夜(よ)に駆(か)け寄る。そして、小(さ)夜(よ)のステータスを開き、ＨＰを確認する。だが――、

			「ＨＰ、ゼロ……！」

			　小(さ)夜(よ)が、死んだ。

			　あの、殺しても死なないと思っていた小(さ)夜(よ)が、死んだ。

			　無色だったそれに悲しみの色が混じり始め、心全体に広がっていく。いくつもの感情が無数に混じり合い、黒い衝動となって心の壁を打ち破る。壁が破られた心は、そのまま粉々に砕(くだ)け散って虚ろの中に消えてしまう。怒り、悲しみ、不安……負の感情すらも圧倒的な喪(そう)失(しつ)感(かん)に呑(の)まれてしまった俺は、その場で茫然とするしかなかった。

			「竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん、大丈夫ですか!?」

			　竹田さんを先頭に、みんなが駆(か)け寄ってきた。いったい、何と言えばいいのか。どういう顔をして三人を見ればいいのか。

			　それすら分からない俺は、ただその場で浅く頷(うなず)く。両手に握りしめた小(さ)夜(よ)の身体は、まだぬくもりがしっかりと残っていた。これが、虫の息でも生きていたら笑えたのだろう。けれど、こんな状態じゃ……、

			「ああああッ!!!!」

			　天を仰ぎ、喉(のど)が嗄(か)れるほどの叫(さけ)びを上げる。振り下ろされた拳(こぶし)が、屋根のスレートを強かに打った。無力感。己(おのれ)の存在の小ささと、それを包み込む圧倒的な虚(きよ)無(む)の大きさ。それがどうしようもない感覚となって俺を襲う。

			「ど、どうした!?　まさか……」

			「死んだ。小(さ)夜(よ)は死んだんだ……」

			「そんな……！」

			「嘘(うそ)……！」

			　顔を蒼(あお)くする一同。その中でも、特に竹田さんは瞳(ひとみ)にいっぱいの涙を浮かべ、悲しみに顔を歪(ゆが)める。

			「塾(じゆく)頭(とう)!!　そんな……」

			「待って、まだ諦(あきら)めないで」

			「でも先輩、こればっかりは……！」

			「助かるかもしれない」

			　至(し)極(ごく)冷静な口調でそう言うと、先輩は俺を覗(のぞ)き込んできた。まだ助かる……!?　どういうことなんだ。もしかして、黒魔術で蘇(そ)生(せい)でもできるのだろうか。俺の心がにわかに色めき立った時、先輩は意外な一言を告げる。

			「神凪さん、ポイントは持ってないの？　あの時私にやったようにすれば、まだ……可能性はあるかもしれない！」

			「そうか……！」

			　俺は慌てて小(さ)夜(よ)のステータスを表示すると、残りポイントを確認する。するとまだ、５ポイント残っている。病院で七(なな)瀬(せ)を倒した時に得た５ポイントだ。

			　ケチった末に、小(さ)夜(よ)が攫(さら)われてしまったので使えていなかったが、まさかこんな所で役に立つなんて！　俺はそのポイントを急いでＨＰに振ろうとした。

			　けれど、それには形容しがたい抵抗があった。ポイントを振ろうとする気持ちとは裏(うら)腹(はら)に、脳がそれを拒否する。けれど、このままじゃ手遅れになってしまう。俺は体中に力を込めて、叫(さけ)ぶ。

			「入れ入れ入れェ――――――!!　うあああァ！！！！！！！！」
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			　――もっと、もっともっともっと!!　悲鳴を上げる精神。痛みのあまり崩(ほう)壊(かい)しそうになる身体。やがて激(げき)痛(つう)を伴い、俺のＨＰが減り始める。

			　30……29……28……、

			　ゆっくりとではあるが、確実に減少していくＨＰ。全身から出血していくような、変な感覚。

			　23……22……21……！

			　ついに、ＨＰが20を割り込む。これが０になれば、俺も小(さ)夜(よ)も道連れだ。ほとばしる激(げき)痛(つう)によって、少しずつ削(けず)られて行くそれに恐怖を覚えつつも、俺はどうにか小(さ)夜(よ)のＨＰを上げようと粘った。

			　額に血管が浮かび、全身の血が燃えた。超えてはいけない領域。それを無理やりにぶち破ろうとしているような気がする。禁(きん)忌(き)。その言葉が脳裏に浮かんだ。

			　15……14……13……。

			　いよいよ、数字が10を下回ろうとする。カウントダウンの開始だ。

			　けれど、負けられない。死者蘇(そ)生(せい)が何だ。神の領域がどうした。たった一度でいい、俺はこの手で奇跡を掴(つか)むんだ。たとえこの身が砕(くだ)けようと、小(さ)夜(よ)を取り戻して見せる――！

			「私も手伝うわ！」

			「私もです！」

			「わしもじゃ！」

			　悶(もだ)える俺の肩に、三人の手が添えられた。そこから少しずつ暖(あたた)かな力が流れ込んでくる。これが魔力と霊力なのだろうか。暖(あたた)かい。まるで、陽の光のようだ。

			　俺はその力の後押しを受け、少しずつ意識を前に進ませて行く。すると、俺の心の中で何かが外れた。全身から異様な力が溢(あふ)れだし、最後のひと押しとなる。

			　８……７……６……。

			「はああああァ!!」

			　にわかに、世界が崩(ほう)壊(かい)した。ガラスが砕(くだ)けるようにして生と死の境界が崩(くず)れ、０が１へと変わる。そのあとは一気に５まで増加し、小(さ)夜(よ)の口から「こほっ！」と乾いた咳が聞こえた。

			　奇跡は起きた。俺は、俺は小(さ)夜(よ)を取り戻したんだ――！

			「い、生き返りましたァッ!!　待っててください、今すぐ治療しますからね！」

			「あとは……頼む」

			「りゅ、竜(りゆう)前(ぜん)寺(じ)さん!?」

			　――やりきった。

			　俺のＨＰは４にまで減少していた。ギリギリだ、本当に洒落(しやれ)にならない。けど、良かった。

			　微(かす)かな恐怖と、それ以上の満足感と充足感に満たされた俺は、そのまま意識を闇(やみ)へと放り出した。とっくの昔に、肉体の限界など超えていたのだ。俺はその場で大の字になると、目を閉じて眠りにつく。「ありがとう、タクト」という小(さ)夜(よ)の声を、心のどこかで聞きながら。

			　こうして俺たちは無事、ラルネとの戦いを終えて小(さ)夜(よ)をオランダ屋敷から救出したのであった――。

		

	
		
			エピローグ　リア充ライフの始まり？

			　

			　あれから三日後。平(へい)穏(おん)に過ごしていた俺は、小(さ)夜(よ)に屋上へと呼び出されていた。まさか、な。でも流れからすると、普通にありえるよな。

			　これから起こるであろう甘(あま)酸(ず)っぱいイベントを想像しながら、俺は階段をゆっくりと上がって行く。

			　相手が小(さ)夜(よ)というのが大いに不満だが、俺にとっては人生初めてのイベントだ。胸の鼓(こ)動(どう)が、自分でも高まるのを感じる。心臓はもう、破(は)裂(れつ)寸前だ。

			　こうして緊張しながら屋上のドアを開けると、そこにはいつになく緊張した面持ちの小(さ)夜(よ)がいた。彼女は手を後ろに回して、赤い顔で下を向いている。これはもう、確定だな。

			　幾多ものギャルゲーをクリアしてきた俺の灰色の頭脳が、たちまち小(さ)夜(よ)がこれから取るであろう行動をシミュレートする。おそらく、あいつは後ろの手に持っているもの――手紙――を渡し、こういうはずだ。「い、今さらだが正式に付き合ってくれ」と。

			　けど、実際にそうなったらどう返事をしよう。見た目は最高だ、顔も身体も申し分ない。けど、中身はあの小(さ)夜(よ)だからな。別に小(さ)夜(よ)の性格に不満があるわけじゃないが、間違いなく尻(しり)にしかれるだろうし、頭が上がらないに違いない。

			　それに、仲が深まってそういうことをしようとした時、俺は果たしてやれるのか？　昔の姿がフラッシュバックして、男としてあるまじき醜(しゆう)態(たい)をさらすような気が……。

			「タ、タクト」

			「は、はい！」

			「これ、受け取ってくれ！」

			「お、おう！　……ん？」

			　小(さ)夜(よ)が差し出してきたのは、手紙ではなくマフラーだった。赤い毛糸でできているそれは、手編みなのかところどころ編み目が乱れていた。季節はまもなく梅(つ)雨(ゆ)。あまりにも予想外のプレゼントに、俺は混乱のあまり思考が停止しそうになる。

			「なんだこれ!?　なぜにマフラー!?」

			「この間、私のことを命がけで助けてくれただろう？　だからその、プレゼントだ」

			「それはわかるけど、何でマフラーをチョイスした!?　これから夏だってのに、時期外れにもほどがあるだろ」

			「しょうがないだろう！　手作りのプレゼントで、私が作れそうだったのはそれだけだったんだ！　不器用で悪かったな！」

			　小(さ)夜(よ)は顔を真っ赤にすると、そのままプイッとそっぽを向いてしまった。

			　まあ、現実はこんなものか。良かったのか悪かったのか、俺は何とも複雑な思いを抱きつつも、もう一度マフラーを見た。少し形は崩(くず)れているが、柔(やわ)らかいそれは結構暖(あたた)かそうだった。

			「……まあ、寒くなってきたら使うよ。ありがとな」

			「れ、礼はいいぞ。別に大したものじゃないからな！」

			　何とも言いようのない沈(ちん)黙(もく)が、その場に訪れた。ただただ、時間だけが過ぎていく。

			　風が流れた。小(さ)夜(よ)の長い髪がはらりと揺れる。するとその流れになびくように、一歩、小(さ)夜(よ)が俺の方に足を踏(ふ)み出してきた。縮まる距離。彼女は俺の顔を見(み)据(す)えると、唇をもごもごとさせ始める。

			「な、なあタクト！」

			「な、なんだ？」

			「お前に一つ、頼みがある」

			　小(さ)夜(よ)の言葉と表情に、俺はグッと息を飲んだ。答えはもう、決まっている。イエスだ。何だかんだ言っても、やっぱりそれしかない。

			　俺は肩を軽く揺らすと、意を決する。そして――、

			「今度の中間テストまで、勉強を見てくれ！」

			「え？」

			　小(さ)夜(よ)の言葉に、俺は茫然とした。いや、この流れでそれを言うか？　勉強を見てくれと言われても、反応に困るぞ。

			　俺は半ば思考停止状態に陥ると、小(さ)夜(よ)に説明を求める。

			「待て待て！　勉強を教えて欲しいっていうために、わざわざ俺をここへ呼んだのか？」

			「ま、まあ……そうだな。教室で言うのも、何となく気が引けて。勉強を教わるのってその、二人っきりだろ。中々恥ずかしいじゃないか」

			　やたらと照れくさそうな様子の小(さ)夜(よ)。

			　けど、俺にはその意味が良く分からない。何で勉強を教わる程度のことを、そんなに恥ずかしがるんだか。小(さ)夜(よ)が頭良くないってのは、昔っから知ってるのに。

			「そんなことだったのかよ。わざわざ屋上に呼び出したりするから……その。てっきり……」

			「てっきり、なんだ」

			「……告白でもするのかと思った」

			　俺がそれを言った瞬間、小(さ)夜(よ)の顔が耳まで赤くなった。彼女は体を小刻みに揺らしながら、やたら動(どう)揺(よう)した様子で言う。

			「な、何を言うか!?　そ、そういうことはお前の方から……男らしく……。もっとこう、ロマンチックなシチュエーションでだな……」

			「え？　声が震えてて、はっきり聞こえないんだけど」

			「このバカ！　お前はいつもそうだ、肝(かん)心(じん)な時に限って、話を聞いてない！」

			「しょうがないだろう!?　ほんとに聞こえなかったんだから！」

			「もういい！　とにかく、テストのことは任せたからな！　よろしく！」

			「あ、ちょっと待て！　逃げるな！」

			　屋上から走り去って行く小(さ)夜(よ)と、それを追いかける俺。俺と小(さ)夜(よ)の微(び)妙(みよう)な関係は、まだまだ続きそうだった――。

		

	
		
			あとがき

			　

			　本を書きたいと思い始めたのは、中学生の頃でした。

			　週末に図書館から本を借りて、一週間のうちに読み切り、また週末に返却へ行く。

			　当時、私が通っていた中学校は図書室が狭く、某ディスカウントショップのように、本が圧縮陳列されているようなありさまでした。

			　蔵書も少なく、借りたい本がないことなんて日常茶飯事。

			　それが嫌になった私は、毎週のように、三十分ほどかけて区の図書館まで自転車で通っていたのです。

			　

			　それから数年。

			　小説家になろうの運営様から届いた赤字のメールを見て、驚いたことは今でも覚えています。

			　深夜一時過ぎ、近所迷惑も顧みずにジャンプしました。

			　けれど、その時はまだまだ半信半疑で。

			　加筆修正を繰り返し、他にもさまざまな作業を経た今になってようやく、本を書いたという実感が湧いてきています。

			　

			　少し話が重くなりましたが、このお話自体は軽い口溶けのコメディーです。

			　肩ひじ張らずに、寝転がりながらでも読んでください。

			　そうして笑っていただければ、作者としては何よりです。

			　タクトの活躍とラブコメを、ぜひ生温かい目で見守っていただければなと。

			　

			　最後に、この本の製作にかかわったすべての人々に感謝を。

			　あらゆる面でお世話になりっぱなしの担当編集荒田様。

			　イメージ通りの美麗なイラストを描いて下さったイラストのwingheart様。

			　そして、書籍化に至るまで応援して下さった読者の皆様。

			　さまざまな人の応援とお力添えがあり、無事に第一巻の発売まで辿り着くことが出来ました。

			　心の底から、ありがとうございます。
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